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プロローグ




　真っ黒い寒空に、粉雪が舞っていた。

　凍いてつく空気が頬ほおを刺す。

　それ以上に私を見下ろす彼の視線に温度がなくて、心の中から凍こごえそうだった。

「……別れたい。私、無理」

　私の手を掴んだ彼の手だけは確かに温かくて、目を見ては言えなかった私は絡んだ指先だけを見て別れを告げた。

「……本心？」

　静かに問い返された。

　その声にも感情が見えなくて、自分が言い出したことなのに怖くて心臓が早はや鐘がねを打つ。

　試したわけじゃなかった。引きとめてほしいと思ったわけじゃない、本当に限界だった。

　だけど次の瞬間、静かに終わった恋に、私は愕がく然ぜんと空を見た。

「……そう。わかった」

　涙ひとつない、怒りもない、これが、私たちの温度差なのだと、はっきりと理解した。

　淡々と私の別れを受け入れた彼の背後に、丸いお月様が見える。

　あのお月様のように、彼はやっぱり私には手の届かない人だったのだ。




　指先が離れた瞬間の、恐ろしいほどの喪そう失しつ感を、三年経った今でもはっきりと思い出せる。

　彼の背中が見えなくなってから、込み上げる涙を押しとどめることはできず、うずくまって泣いた。

　言わなければよかった？　そんな風に悔やんだことはない。

　一緒にいればいるほど苦しくて寂しくて、ずっと先を行くあの人に私はいずれついていけなくなっただろう。

　自分の幼さに、背伸びに疲れて踵かかとをつけてしまっただろう。

　泣くのが先になるか今になるか、ただそれだけのこと。

　彼に涙のひとつもなくても、私は枯れるほどに泣いた、ただそれだけのこと。










迫りくる再会に戦闘準備を整えよ




　――ピピピピピ。

　けたたましいスマホのアラーム音に目を開けた。

　音量は最大、一番自分が耳障りだと思える音に設定してあるのだが、蓄ちく積せきした疲れのためか頭はいつまでもすっきりしなくて、しばらくそのまま天井をぼんやりと眺めていた。

　いや、疲れだけが理由でもない。久しぶりに嫌な夢を見たからだ。

　別れた当初はそれこそ何度も見た夢だけれど、このところはもうすっかり忘れて、悩まされることもなかったのに。

　寝起きからの苦い感情を噛み潰しながら、のろのろと寝返りを打ち、ベッドサイドのテーブルの上で鳴り続けるスマホに手を伸ばす。

　アラームを止め、勢いをつけてようやく上半身を起き上がらせたその時、頬を伝う濡れた感触に気が付いた。

「……未いまだに泣けるとか。びっくり」

　つい無意識に、首輪のようにいつもぶらさがったままのネックレスに指で触れた。

　リアルな夢を見たせいで、あの頃の感情に心まで巻き戻されていたらしい。

　かといって、いつまでも過去に浸ってもいられない。スマホ画面の隅にある時計表示を見て、一気に目が覚めた。

「あっ！　やばい、朝一に東とう邦ほうに行かなきゃだった！」

　スマホのアラームがいつもより三十分早く設定されていたことで、今日の仕事を思い出す。

　きゅるきゅるゅる、と気持ちはすぐさま現実まで早送り。

　慌ててベッドから飛び降りた。

　今日は東邦百貨店に入っている店舗を皮切りに、周辺店舗に顔出し。催さい事じの企画を店長に相談されているから、それは一旦持ち帰ろう。

　まだ桜の開花の声も聞かないというのに、夏用ギフトの準備も着々と進んでいる。それを各店舗に通達して、それから……。

　洗面所で顔を洗いながら一日の段取りを頭で流して、準備を終える頃には夢の余よ韻いんは覚めていた。

　吉よし住ずみ真ま帆ほ、二十七歳。

　恋に破れて以降、仕事に忙ぼう殺さつされて枯れ気味である。鏡に映る少々くたびれた顔が、それを物語っている。薄茶の髪に随分前にかけたウェーブも、すっかりゆるゆるになっていた。

　前の彼と別れて三年、引きずっているわけじゃない。新しい恋だって、いずれしたいなとは思っている。ただ、別れた後の寂しさをごまかすためにひたすら仕事に没ぼっ頭とうしたら、それが結構楽しくなった。

　私の勤める会社は大手の洋菓子メーカーで、昔からあるブランドから新しい若者向けのブランドまで幅広く展開し、全国に数千を超える店舗を持っている。

　自分の担当エリア内にある店舗ごとに催事の企画や販売員の管理などを行い、各店舗の店長と連携しながら売上の向上を図るのが、私たちエリアマネージャーの仕事だ。新規店舗の開拓もそれに含まれる。

　基本日曜祝日は休みだが、店舗は当然開店するので、なにかと仕事が舞い込んできて休日出勤になることも多い。特に催事やギフトのシーズンになると、『日曜？　祝日？　なんの話？』って感じだ。

　三月下旬の今頃は、バレンタイン、ホワイトデーが過ぎて比較的落ち着いた時期で、明日からの土日は久しぶりに連休が取れそうだった。




　出勤してすぐ、外回りの準備をしていると、若干ダレた口調で声をかけてくる男がいる。同期で同じエリアマネージャーの伊い崎さきだ。

「はよー、吉住。朝から忙しそうじゃん」

「はよ。忙しいの！　東邦に商品届けてあげなきゃいけなくて」

　昨夜、東邦百貨店に入っている店舗の販売員から連絡があり、大口注文で不足の商品があるという。朝一番に必要だということで、追加発注したのとは別に私が最低限必要な分だけ届けることにしていた。

　デスクの上には、ジュレのギフトセットが十個入った段ボールがひとつ。留めてあったテープを一息に引き剥がして、中身を出していく。

　電車での移動なので、箱で持ち出すのはつらい。大型のショップバッグに詰められるだけ詰めて、ふたつ両手に提げていくことにしたのだ。

「うっわ。お前これ、マジで持ってくの？」

「持ってくよ。午後の便じゃ間に合わないし、店舗回りのついでだから」

「無理だろ、水物商品だぞ」

　水物。

　確かに、ジュレなんかの詰め合わせギフトは、結構重い。これがクッキーとかならまだマシなんだけど。

「東邦だろ？　そこまでついてってやるから待ってろよ」

「えっ!?　いいよ、大丈夫だから」

「いいから待ってろって。俺も店舗回りのついでだから」

　私が断るのも聞かず、伊崎はさっさとデスクに戻り、外出の準備を始めてしまった。

　ついでって言ったって、エリアが違うからどうしても逆方向になるのに。

　ビジネスバッグを持って再びこちらにやってきた伊崎に、もう一度断りを入れようと思ったのだが、彼はショップバッグのひとつをさっさと手に取ってしまった。

「ほら、行こう」

「……ありがと。助かる」

　仕方ない。後でランチ時にでも落ち合って、奢おごるとしよう。

　頭を下げると、彼はにっと唇の端を引き上げて、私が思ったのと同じことを言った。

「その代わりランチ奢ってな」

「えー」

　最初からそのつもりだったのに、相手から言われると途端にあまのじゃくになるのは私の悪い癖だ。もうちょっと素直にかわいらしい態度でも見せられたら、そろそろ新しい恋くらいできていたのかもしれないが。

　いかんせん、素直じゃないのが私の標準装備だ。




　店舗には社用車で行く時もあるけれど、私が担当するエリアは店舗が密集していて駐車する場所に困ることも多い。特に今日回る地域は大きな繁華街だ。百貨店だけなら専用駐車場があるからいいのだが、その他の店舗との行き来を考えると電車の方が動きやすい。いちいちコインパーキングを探したり、渋滞にはまったりと面倒なのだ。

　朝九時、東邦百貨店の開店少し前、従業員用の通用口まで着いたところで、伊崎の手からショップバッグを受け取ろうとした。

「ごめんね、助かった」

「おう」と返事をしつつ、彼はショップバッグを持ったまま私の手を避ける。

「……なに？　早く行かないと伊崎もまずいでしょ」

「昼、どこにする？」

　どうやら、昼の約束をしなければショップバッグを返してくれる気はないらしい。

　じろりと見上げると、にかっと人懐こい笑顔が降ってくる。

「……ちっ」

「舌打ち!?　ひでえな！」

　だって別に、私だってお礼に奢ろうとは思っちゃいたけど、そんな言われ方をしたら素直に『いいよ』って言いにくくならない？

「午後一時過ぎ、いつもの駅でいい？」

　仕方ない体ていを装って、片手を差し出し手のひらを上向けた。だから、早くそれ返して、お互い仕事に戻ろうよ、っていう意味だ。

　するとようやく、伊崎は満足げにバッグの柄を掴んだ手を、私の手のひらの上に掲げる。

「了解。素直じゃないんだから」

「うっさい。わっ！」

　どさ、と一気にショップバッグの重みが手にかかる。

　そうだ。確か、私が持ってたのより、こっちの方が二箱分多い。あの一瞬で、重い方を選んでくれていたのかそれともたまたまか。

「じゃあ昼に」

　振り向きながら片手を挙げて、伊崎は早足で遠ざかる。隣のエリアだとはいえ、一旦この最寄り駅で降りたのはそれなりに時間のロスなのだろう。

「無理しなくていいのに」

　通勤ラッシュのサラリーマンの波に消える背中にそう呟いて、私は重いふたつのショップバッグの柄をしっかりと持ち直し、百貨店の中へと急いだ。

　伊崎とは同期の中でもよく気が合う方で、入社以来長い付き合いになる。入社して最初の一年は私も伊崎もそれぞれ店舗に配属されて、店長補佐など店舗側の仕事を経験していた。今はエリアが隣同士だということもあり助け合うこともしばしばだけど、なにかと競う相手として意識もし合っている。

　そして、本社に来たばかりの頃、エリアマネージャーの先輩として出会ったのが、あの人だった。

　若かったなあ、と思う。

　よくもあんなに一生懸命になれたと思う。

　今だったら、あんなにしんどい恋愛はごめんだ。身の丈に合った人がいい。

　仕事で死ぬほど忙しいのに、恋愛でくらい癒いやされたい。

　私よりも五つ年上の彼は、エリアマネージャーの中で誰よりも有能で、彼の担当エリアは他と比べても群を抜いた成績だった。各店舗からの信頼も厚かったし、後輩の面倒見もいい。超繁忙期の激務の中にいても穏やかで落ち着いていて……当時まだ二十代だったというのに貫かん禄ろくのある仕事ぶりは、どこか普通の人とは違うような気がしていた。

　――あの人はね、いずれこの会社を継ぐ人なんだって。

　現社長のご子息で、次期社長。人ひと伝づてにそう聞いた時は、やっぱりと納得させられた。同時に、そんな将来を約束された人が下積みからやっていることにも好感が持てて、尊敬してやまない人となった。

　加えて背も高く、彫刻みたいに彫りの深い整った顔、とくれば、モテないはずがない。女性社員の憧れの的で、私なんか相手にされるわけはないと思っていたのに。

　告白して今にも泣きそうになっている私に、微笑んでくれた時は舞い上がった。優しく抱きしめてくれた時には、夢を見ているようだと思った。

　嬉しくて、嬉しくて……私は精一杯背伸びをして、あの人に釣り合う女になろうと必死だった。

　――将来会社を背負っていく立場にいる彼が、本気で私を相手にするはずなんてなかったのに。

　朝あさ比ひ奈な由よし基き。

　彼が、もうじき大おお阪さか支社から本社に戻ってくる。

　統括部長……私たちの上司として。




　午前中の店舗回りを終え、午後一時過ぎ、私は伊崎の担当エリアとのちょうど境目にある駅に向かった。落ち合う時は、大抵ここだ。

「あーっ！　うまい！」

　アイスコーヒーをストローで一気に半分ほど飲んで出たセリフはオヤジくさいもので、向かいで伊崎がくしゃっと顔を歪ゆがめて笑った。

「オヤジかよ」

「だって喉乾く。歩き回って足はだるいし」

　パンプスのヒールは低めにしているけれど、できればスニーカーにしたいところだが、そうもいかない。

「まー、この時期はまだマシだろ。中元シーズンに入るのが怖えなー……」

「あ、やだ。先のことまで言わないで。今で精一杯なんだからさ」

「あほか、もう今から準備始まってんだからさ、先にできることはしとかないと後がきついって」

「そりゃ、そうだけどぉ」

　あー。夏用商品のディスプレイ、各店舗に手配しなきゃ。

　確かにやることは山ほどある。

「っつーか、お前大丈夫」

「なにが」

「しらばっくれんなよ。来週からだろ、朝比奈さんこっち来んの」

　山ほどあるから！　余計なことは考えたくないっつの！

「別に。三年も経ってるんだし、普通に上司と部下として接するだけだよ」

　ぐるぐるぐる、とフォークにクリームパスタを巻きつけて、ぱくんと口に入れた。

　このイタリアンカフェは改札近くにあって、ぱっと入れてぱっと仕事に戻れるので便利がいい。ただ、パスタの量が少なめで伊崎には物足りないのか、パスタセットに加えていつもデザートまで頼んでいる。

　時間短縮のために、パスタと飲み物とイチゴサンデー、全部一緒に持ってきてもらい、溶けるということに今さら気が付いて、先にイチゴサンデーから手をつける、伊崎のおバカ。でっかい手が、かわいらしいイチゴサンデーをつっついているのを見ると正直似合わない。

「吉住はそうでも、向こうはどうなんだろなー」

「向こうも同じでしょ。……余計なこと言ったりしないでよ、今さら周囲に知られたくなんてないからね！」

「……言わねえけど」

　朝比奈さんと私が付き合っていたことは、社内では秘密にしていた。

　自分に自信があれば、堂々としていられたのだけど……あの頃の私は仕事でも半人前、女としてもまだまだ幼くて、そんな私が朝比奈さんみたいな人と付き合って、釣り合ってないと周囲から囁ささやかれるのが怖かったのだ。

　唯一、伊崎だけが私たちの関係に気が付いて、失恋後盛大に落ち込んだ姿を見られたものだから、余計に気心の知れた仲になったのである。

「朝比奈さん、あの頃から私だけじゃなかったんだし。変に蒸し返されたくないのは向こうも同じだよ」

　すでに過去の話なのだ、私にとっても朝比奈さんにとっても。そう思っている方が、冷静にＸデー……再会の日を迎えられそうだし、事実そうだと思う。

　まるきりなにもなかったかのように、きっと彼は上司の顔で私の前に立つ。

　だけど、伊崎の反応は渋いものだった。

「そうかねえ。そんなあっさりいくかねえ……」

「なによ」

「だってあの頃、お前相当好きだったじゃん」

　ぐ、とパスタと一緒に言葉も詰まる。咳き込みそうになるのをなんとか咀そ嚼しゃくし、飲み込んだ。

「だから、もう終わったことだって！」

　相当好きだったわよ、認めるけど！

　私が蒸し返したくないと思ってることをどうして伊崎が蒸し返すのよ。

「どうだか。流されそう、お前」

「そんなことないわよ」

「だから予防線張っとけば？」

　私の返しなど少しも耳に入れない伊崎が、よくわからないことを言う。そして続いた言葉に、私は眉を寄せた。

「俺と付き合ってることにしとけばいいよ」

「は？」

「だーかーら！　そしたら朝比奈さんだって言い寄ってもこれないだろうし、お前も拒否する理由ができる」

「だからって、余計メンドクサイよそれ」

「なにがだよ」

「伊崎だってモテるじゃない！　担当エリアの年上の女性店長に積極的に言い寄られてるって風の噂うわさで」

　背も高く体格もいい。鼻筋も通っていて、営業の人間らしく爽やかに短髪で整えている。朝比奈さんとは違ったタイプで、社内でもそこそこ人気があるのは知っている。

「どこの風だよ！」

「販売員同士の連絡網なめんじゃないわよ」

　販売員は数年ごとに異動があるから、案外色んな場所と繋がりがあったりする。だから、思いもよらぬ情報が別のエリアにまで広がってしまうのだ。

「伊崎、確かに年上ウケよさそうだもんねえ」

「うるせー！　別になんでもない、ちょっとバレンタインにチョコもらっただけで」

「どこチョコ？」

「……オランジーナ・ショコラ」

「もろ本命じゃん」

　よほどバツが悪いのか、伊崎は眉を寄せて耳を真っ赤にしていた。

「お、俺のことはいいだろ！　とにかく今は、朝比奈さんが……」

「ってか、早く食べなよ。時間ないよ」

　私の皿はすでに半分ほど空いている。

　伊崎は話すのに必死で、まだイチゴサンデーしか食べ終えてない。イチゴサンデーは溶けずに済んだかもしれないが、パスタは冷めているんじゃないだろうか。

「食うよ、すぐ。それより、俺は真剣に言ってんだって」

「うん？」

「俺を理由に使ってくれていいからさ、心配してんだよほんとに」

　伊崎の顔は、真剣だ。心配してくれるのはありがたい。けれどそんな言われ方をしたら、相手にされない現実が目の前につきつけられた時に余計に恥ずかしいのだとわかっていない。

「はいはい、もしもん時はよろしく」

　だから必然的に返事は軽くなる。

　それに、朝比奈さんがよりを戻したいと言い寄るとすれば、それはきっと私じゃない。そのことを伊崎だってわかりそうなものなのに、彼はしつこいくらいに念押しをした。

「マジだからな！」

「ほいほい」

「お前むかつくわー」

「感謝してるよ。アリガト」

　これは本当。

　伊崎がいてくれたおかげで、私は潰れずに済んだと思う。

　だからこれだけは伝えておくべきかとにっこり笑ってお礼を言うと、伊崎は不意打ちを食らったハトのような顔をした。




　伊崎とカフェで別れて、午後からもう一店舗寄ってから会社に戻る。ロビーである人物の姿を見かけ、ちくりと胸が痛んだ。

　……なんで、こんなとこに重役秘書が。なんて思ってしまうのは八つ当たりだ。大方、専務を訪ねてくるお客を迎えるためだろう。

　秘書課の中でも〝高嶺の花〟と噂される倉くら野の百ゆ合りは、いつ見ても優雅な立ち居振る舞いで身だしなみも完璧だ。

　彼女と比べたら、歩き回ってメイクも半分落ちかけているような自分の姿が恥ずかしくなる。

「お疲れ様です」

「お疲れ様」

　すれ違いざまに会え釈しゃくしたが、私のことなど視界にも入れず彼女はまっすぐ歩いていった。

　その綺麗な立ち姿は、三年前、朝比奈さんと並んでいた時も遜そん色しょくなく、誰が見てもお似合いのふたりだった。

　朝比奈さんが復縁を迫るとするなら、彼女の方だ。

　だから私はただ、上司として彼を迎え入れ、平静を保てばいいだけ。

　そう自分に何度も言い聞かせ、私は迫りくる再会に心の準備を整えた。

　Ｘデーは週明けすぐ。

　目前であった。










戦闘、開始




　私たち、エリアマネージャーの担当するエリアは、関東の西エリアと東エリアに分けられている。東西ともに十人ほどのエリアマネージャーで構成されていて、それぞれにエリア長がいる。そして、そのすべてをまとめるのが統括部長だ。

　ショッピングセンターの小さな洋菓子コーナーから、百貨店などのプロパー、さらにはカフェなども含めると取扱店舗は関東だけで何百とあるから、二十人いたところで抱える店舗数は多い。そして、それらをまとめる統括部長は、その何百という店舗をすべて指揮下に置くため、当然豊富な経験と実績を求められる。

　だから、これまではそれなりに年配の上司であることが、多かったのだが――。




　その日。大阪支社から戻り、新しい統括部長に就任した彼を迎え、オフィスの空気は明らかに浮ついた。

　毎週月曜の、東西エリア合同朝礼で全員の前に立った朝比奈さんは、三年前と変わらず穏やかな笑顔の中にも自信に溢れ、堂々とした姿勢でゆったりとオフィス全体を見渡した。

「僕のような若じゃく輩はい者が統括部長だなんて、心配かもしれないけれど。精一杯務めさせてもらいますので、みんなよろしく」

　謙虚な物言いをしながらも、彼が少しも不安を感じていないことは、きっとその場の誰もに伝わっただろう。

　三十二歳、確かに統括部長にしては年若い。下へ手たをすれば、親の七光りだなどとやっかまれても仕方ない。だけど、彼に関してはそれを口にできる者はまずいないはずだ。

「よろしくお願いします！」

　エリアマネージャー全員が、一斉に声を揃そろえて一礼する。その中に、彼の就任に異論のある者はいないだろう。

　なぜなら、エリアマネージャーの半数以上が、彼がこの東とう京きょう本社にいた時からいる社員たちだからだ。一度一緒に働いた者は皆、彼の有能さを目の当たりにしている。

　彼が受け持ったエリアは次々と新規店舗を開拓し、通常の倍以上の店舗数を抱え、売上もそれに比例した。それを何年も、ひとりでこなし続けたことは今や伝説となっている。たった数年前のことだ。それほど遠い記憶でもなく、まったく伝説などではないのだが。

　未だかつて、それだけの業績を上げた人はいない。彼から引き継ぐ時に、ひとりで抱えられるような人材がおらず、エリアを分割する特例措置が取られたほどだ。

　それが、私と伊崎の担当するエリアだ。

　引継ぎ作業の時、朝比奈さんとの能力の差を思い知ってつらかったっけ。

　懐かしいような、苦しいような。その頃の出来事に意識が半分、引きずられていた時だ。

　ぱん！と手を打ち鳴らす音がした。正面に立つ、朝比奈さんからだ。

「それでは、通常業務をこなしながら、まずひとりひとり面談をしたいと思ってるから。そのつもりで」

　彼の声を聞くと、条件反射のようにぴしっと背筋が伸びる。

　皆と同じように「はい」と答えながら、脳内がじわじわとうろたえ始める。

　なんて？　今。面談？　一対一で？

「順に声をかけていくから、その時はよろしく。以上です」

　それを締めくくりに朝礼が終わり、全員が一斉に自分の持ち場に向かう。

　私も深呼吸して席に着き、デスクの上を整理しながら、頭の中も整理する。

　大丈夫。一緒に仕事をする以上、ふたりになるのは当然あることだし、覚悟はしてた。

　……それに。

　彼がオフィスに入ってきた時。少しくらいは目が合って複雑な表情になったりするかもしれない、と気構えていたのに、なにもなかった。

　きっともう、彼の中ではとっくに過ぎたこと。私だけが、意識していても仕方ない。

　そう自分に言い聞かせ、店舗から届いたファックスに目を通し始めた時。視界の端で、私のデスクのすぐ横をダークグレーのスーツが通り過ぎたのが見えた。

　鼻び腔くうをくすぐるシトラスの香りに、息をのむ。

　……香水、変わってない。

　香りだけで、懐かしさに胸の奥を掴まれたような気がして。

　今、顔を上げてはいけない、そうわかったのに、どうしようもなく視線が誘われる。

　踏みとどまれず、そっと、通り過ぎていった先を追うように座ったまま振り向いた。

　――どくん。

　痛いくらいに大きく、心臓が跳ねた。

　すらりと背が高く長い手足の、モデルのような立ち姿がオフィスの出入り口近くでこちらを振り向き、私をじっと見ている。

　息さえも止まるほど、私は動揺して目を逸らすこともできなくなった。

　笑みを浮かべている唇が開き、声を発するその瞬間まで、まるでスローモーションのように長く感じる。

「吉住さん」

　艶つやのあるバリトン。

　突然名前を呼ばれ、条件反射で立ち上がる。

「は、はいっ？」

　その拍子に、キャスター付きの椅子が私の膝の裏に押され、弾かれたように後ろに滑った。

「わわっ！」

　慌てて椅子の背もたれを掴んで、それを引きとめる。

　ああ、やばい。動揺してるってまるわかりだろうか。

　カアッと熱くなる頬を自覚しながら、再び顔を上げれば、案の定、苦笑を浮かべる朝比奈さんがいた。

「相変わらずだな、吉住は」

「す、すみません……落ち着きなくて」

「うん。今日は？　時間ある？」

　え、と。

　そこでまた、固まる。

　ダメだ、上手く思考が働かない。

「時間、ですか」

「君と伊崎のどちらかから、面談するから。引き継いだエリアのことも気になるし」

　ああ！　面談！　そうでした！

　変な勘違いをしそうになって、冷や汗が噴き出した。

「午前中なら、大丈夫です。午後からは外出予定で」

「わかった。後で声をかけに来るよ」

　ふんわりと、柔らかい印象の微笑みもやっぱり昔と同じだった。

　彼がオフィスを出て、広い背中が見えなくなると、どっと力が抜けた。がたん、と腰が抜けたように椅子に腰かける。

「……心臓にわる」

　あんな、なんでもないセリフに激しく反応してしまった。面談の都合を合わせるためで、特別な意味なんてなにもないのに。

『今夜は？　この後時間ある？』

　昔、朝比奈さんを好きになったきっかけの日のこと。憧れの人に誘われて、有頂天になったあの時、かけてもらった言葉と似ていて。『時間ある？』って聞く時に、少し首を傾げる仕草は、私が好きなあの頃のままだった。

　やばいやばい、まだ一日目、しかも朝礼が終わっただけでここまで動揺させられてどうする。

　仕事しなきゃ、とパソコンを立ち上げながらファックスの続きに目を通そうとした時。

「うわっ、なに？」

　向い合わせになってるデスクのパソコンの陰から、じとっと睨にらむ目があった。

　伊崎、怖いよバカ！

　同時に、ピロンと社内メールを受信する。

【今朝の状況から見て、先日の案を再考するべきだと思いますが】

　伊崎からだった。社内メールは記録されており、たまにチェックが入るので、個人的なこととわからないように書いてある。

　言わずもがな、〝今朝の状況〟とは今の私の動揺っぷりのことであり、〝先日の案〟とはアレだろう。付き合っとくことにするか、云うん々ぬん、ってやつ。

　あの案、まだ考えてたのか。

【問題ありません。こちらで対処可能です】

　入力して、エンターキーを押す。送信完了。

　また返信があるかと思ったけれど、それ以降、伊崎がメールを送ってくることはなく。午前に面談がある、ということなので私はそれまでにできる仕事を片付けていく。

　いつ声がかかるかわからないからと集中して机に向かっていたら、気付けばもう十一時になっていた。

「……面談、まだなのかな」

　午後一時には外出したいから、それまでにできればお昼も済ませておきたいのだけど。朝比奈さんはあれからオフィスには戻らないままだ。

　本社に戻ってきたばかりだから、色々と忙しいのだろうけど……だったら面談なんてもっと後回しでいいんじゃないのだろうか？

　などと思ってしまうのは、やっぱり、逃げ出してしまいたいからだ。

　だってまさか即日で、顔を突き合わせて話をすることになるなんて、思いもよらなかったのだ。

　面談、というからには、各エリアの売上の話などが当然出てくる。そうなると、オフィスの空いてるデスクで、とかそんなわけはなくて。

「お待たせ、吉住。ミーティングルームに来てくれる？」

「はい、すぐに」

　もうすぐお昼になるという頃、オフィスの入り口に再び姿を現した彼は、やはり別室を指定し、さっさとそちらへ向かってしまった。

　いきなりふたりきりという事態に、気後れしている場合ではない。仕事なのだ。意識しすぎて自意識過剰だと思われる前に、きちんと平静を取り戻さなければいけない。

　第一、さっきから朝比奈さんはまったく普通で、気まずさもバツの悪さも欠片かけらも表情に現れていないのだ。私ひとり空回ってみっともないところは見せたくない。

　悔しければ仕事で見返せ、だ。

　深呼吸をして「よし」と気合を入れると、私もすぐさま、必要だと思われるファイルを手に後を追った。




　ミーティングルームは、入って正面には窓が並んでおり、ロールスクリーンがつけられている。今は陽射しを遮るために半分ほどまで下ろされていた。

　右奥には、大きなホワイトボード。中央に長机があり、パイプ椅子が向かい合わせに並んでいた。

「どうぞ、座って」

「失礼します」

　彼の向かいの椅子に座る。

　すぐになにか言葉があるかと思えば、彼は手元の資料に目を落としていた。

　無言が続いて手持ち無沙汰で、私はつい、朝比奈さんの端正な顔立ちに見入ってしまう。

　だって今なら、じっと見てても不自然じゃない。それに、朝礼の時は私は隅の方にいて、よく見えなかったから。

　……朝比奈さん、少し、痩せた？　頬が、ほっそりとした気がする。

　そのせいか、穏やかな表情は以前のままだけど、精せい悍かんさがプラスされた印象だ。

　切れ長の綺麗な目が伏せられて、睫まつ毛げが長く頬に影を落とす。陽に当たると明るく見える色素の薄い髪は、少しくせ毛混じりで触れると柔らかいのを知っている。

　ぱら、ぱらと資料をめくる、大きな手と長い指。ページをめくるのは右手で、左手は紙の端をいじるのが彼の癖だったと、仕草を見て思い出した。

　と、いうか。なんの資料だろう？　私が持ってきたものではない。

　ちらっと彼の手元を覗き見れば数字がずらっと並んでいて、それがなにか一目でわかった。

「ごめんね。面談の前に目を通しておこうと思ったんだけど、時間がなくて」

「い、いえっ……大丈夫、です。はい」

　どっと、冷や汗が出て緊張が走る。

　それを感じ取ったのか、彼が俯うつむいたままくすりと笑った。

「そんなに怯えなくても」

「や……怯えてるわけでは」

　いえ嘘です。怯えてます。

　色恋のことで動揺している場合では、なかった。

　彼の手元にあるのは、私のエリアの店舗の売上推計だ。恐らくは、私が担当してからのもの、すべてだろう。彼から引き継いでからは維持するのに精一杯で、売上アップとはいえない状況が続いていた。

「……うん」

　すべて把握したのか、顔を上げた彼が最初に発したのは、それだけ。なにを言われるだろうかと、身構えて膝の上で固く拳こぶしを握る。

　だけど聞こえたのはお叱りではなく、そんな私の緊張をほぐすような、柔らかい声だった。

「引き継いで三年、どうだった？」

「えっ」

　ぱち、と瞬きをして間抜けな声が出た。

　彼は資料を長机に置き、両手を組み合わせて私を見て微笑んでいた。

「遠慮しないで正直に言っていいよ。大変だった？」

　私に話をさせようと彼の誘導的な言葉が続く。

　い、いいのかな？　正直に言っても？

　朝比奈さんの表情を窺うかがっていると、彼が『どうぞ』とでもいうように小さく頷く。

　ならば。

　こく、と私も一度頷いて深呼吸する。

「……大変でした！　すっごく！」

　私の口から飛び出したのは、恨みつらみのこもった、真っ正直な答えだった。

　だって、本当に大変だった！

　朝比奈さんが散々水準を上げた後だよ。これ以上どうしろっていうのかというくらい、売上予算の値も高くなってしまっていたのだ。プレッシャーしかない。

「ははっ、そうか」

「笑いごとじゃないですよ！」

　売上予算は前年度の数字をもとに算出される。つまり、クリアすればするほど翌年の目標値も上がるのだ。

　最初はいいエリアをもらったなと私と伊崎を羨うらやましがってた同僚も、予算案が出る頃には同情に変わっていた。

「ひどいですよ、あんな数字！　クリアできるはずないじゃないですか！」

「翌年の予算案は確かにきつかっただろうね」

「きつかったなんてもんじゃないです。しかも朝比奈さんの後あと釜がまってことで、店舗には散々見下されるしなめられるし」

　ほんっとに、悔しかったんですよ！と、つい机の上で拳を握った。

　だけどそれを見た彼は、くすりと笑ってこう言うのだ。

「そう簡単に僕を越えられてもね」

「でも越えることを前提に数字出してくるじゃないですか」

「そこなんだよね、僕も現場の時は頭を悩ましたけど」

　うそん。

　毎年涼しい顔でクリアしてたイメージしかないですよ。

　よほど私が疑わしい目をしていたのだろうか。彼は、苦笑いをして「ほんとだよ」と言い、再び視線を資料に戻す。

「よく食らいついてる方だと思うよ、君も伊崎も」

「えっ」

　その言葉に、ぴょこんと背筋が反応し、つい前屈みになった。

　彼の手の中に、もしかして伊崎のエリアの資料もあるのだろうか。

「あの。伊崎のも、そこにあるんですか？」

「うん。もとは同じエリアだからね、参考に」

　え。めっちゃ気になる。

　営業成績は年度の最後にオフィスに掲示されるけど、三年間の推移となると伊崎のところまで把握していない。

　覗き込もうとする私に気付いて、彼は少し資料の端を持ち上げ、隠してしまった。

「見たらダメ」

「えっ、あ、すみません。でもちょっと、知りたいなー、て」

「なにを？」

「だから、伊崎のエリアはどうなのかなー、て」

　だって。やっぱり、負けたくないし。

　見えないとわかっていても、そわそわと朝比奈さんの手元にいつまでも視線が向いてしまう。

「まあ……ふたりともよくやってるとは思うよ」

「伊崎も必死でしたから」

　そんな当たり障りない言葉じゃなく、どっちがより上かとかそのへんを知りたいんだけどな。ちなみに、私は引き継いだ翌年の予算は落としてしまっている。

　伊崎はどうだったっけ？

　思い出そうとしていると、朝比奈さんから今度は伊崎のことを振られた。

「ふたりは以前から切せっ磋さ琢たく磨ましてたよね。割に助け合うとこもあるし。今も協力し合ってやってる？」

　再び彼が視線を資料に落とす。

　声が少し低くなって、急に空気が気まずくなったような気がした。

「……ですね。エリアが隣で互いに声をかけやすいので」

「そう」

　そこで話が止まり、とんとんと資料を弾く指の音だけが響く。

　その音が不機嫌の表れのように感じられて、おずおずと私から声を発した。

「あの……まずかったですか？」

「ん？」

「エリアが近いからって、あまり協力するのはよくないですか？　一応、マネージャー同士はライバルともいえるわけだし」

　馴れ合うよりは競い合えとか、そういうスタンスの方がいいのだろうか？

　不機嫌の理由がそこしか見当たらなくて、尋ねてみたのだが。

　再び顔を上げた彼は、眉を下げて微笑んでいた。

「そんなことはないよ。ただ……」

「なんですか？」

「楽しそうに、仕事の話をするな、と思って。あの頃は、一生懸命なのはいいけど、背伸びをしてた印象だったから」

　そこで一度言葉を止めた彼は、微笑みも引っ込めてまっすぐに私を見つめる。

　その視線に捕まった。

「そんな風に成長するところを、そばで見ていたかったけど」

　心臓が、忙せわしなく動き始める。

　彼の言葉が、仕事だけを指しているのではないような気がした。まるで別れたことを後悔しているような、別れたいと言った私を責めているような、そんなニュアンスに感じたのは。

　私の、自意識過剰だろうか？

「……仕事に関係ない話は、しないでください」

　私を見つめる視線がどうしようもなく真剣な気がして、怖くなって俯いた。

　彼からの返事はなかなかなくて、私はずっと視線を伏せ続け、やがて溜め息交じりの声を聞く。

「……仕事の話だよ」

　本当に、そう？

　どくどくといつまでもおさまらない心臓の音を聞きながら、私は早くこの空間から逃げ出してしまいたかった。

「さっきも言ったけど、よく食らいついてると思うよ。最初の年は落としたけど、その後はちゃんとクリアしてきてるしね」

　息の詰まる空気を振り払ったのは、朝比奈さんの声だった。気まずくするのも立て直すのも、この場の空気は朝比奈さんが握っているようなものだ。

　それでも、ほっとした。

「ありがとうございます……でも、ギリギリで」

「充分。もともと、頭打ちのきらいがあるエリアだったんだ。これからアップさせていくには、なにか考えないといけないかもな」

　すっかり仕事モードとなった彼は、年間の売上表から店舗ごとのものへと資料をめくる。

「なにか、ですか」

「うん。僕も考えておくけど、現状の店舗を肌で知ってるのは吉住だから、君も考えておいて。宿題ね」

　そう言うと、資料を束ねて両手に持ち、とんと長机の上で紙を揃えた。

　とりあえず、これでミーティングは終了、という意味だろう。

「宿題……わかりました」

「あと、困ってることはない？　相談したいこととか」

「あ。実はエリア長に相談もしてるのですが、百貨店のゴールデンウィークの催事の商品のことで……毎年、この催事は売上が振るわなくてですね、ラインナップを変えたくて……ってすみません！　こんな細かいこと統括部長にする話じゃないですね」

　相談したいことと言われ、つい今朝のファックスの中にあった催事の企画書のことを思い出した。

　こんなこと、本当は店舗とエリアマネージャーで話し合って、それから企画書を出して許可をもらうのが本来なのに。昔、朝比奈さんと仕事の話をしていた頃の感覚で話してしまった。

　それが思わぬ展開を呼ぶことになってしまう。

「いいよ。相談くらいは乗ってあげる。昼飯食いながらでよければ」

「えっ」

「なに？　嫌なの？」

　あからさまに動揺した私を見て、朝比奈さんが首を傾げて笑いながら立ち上がる。

　私もつられて立ち上がったけど、このままじゃ一緒にランチに行く流れになってしまう。

　それが嫌なのか、と言われれば。嫌というより、焦りや緊張という方が正しい。

　別に上司と部下がミーティングした流れで一緒に昼休みに突入するだけ。きっと傍はた目めにもそれ以上には見えないだろうし、問題はないけれど。

　……伊崎に見られれば、後で『流されやがって』とか説教されそうな気がする。

「嫌、というか。そんな急なことでもないので、後ででもなにかアドバイスをいただければ、それで」

「上司に宿題出そうって？　いい度胸だね」

　いつも穏やかで優しげな朝比奈さんの微笑みが、片方の眉を持ち上げて意地悪なものになり。私は、ちょっとびっくりした。

「そ、そんなつもりは！」

「久々に本社に戻ってきた上司の昼飯にも付き合えない？」

「いえ、ですから……ってなんでそんな意地悪な言い方ばっかりするんですか！」

　会話の間も、くすくすとおかしそうに笑う彼の表情は、確かに意地悪に見える。

　なんか前と、少し性格が違うような……。三年も経てば変わるのだろうか。

　以前との違いを見つけて反応に困る私に、彼が長机を避けて一歩、近づいた。

「社食が嫌なら、外に出よう」

「え」

「以前もそうだった。僕と一緒にいるところを見られるのは嫌がってたから」

　言葉と同時に彼の表情が艶つやを増し、私はびくっと肩が震え、頬が強こわ張ばった。

　以前、とは付き合っていた頃のことだ。職場で知れ渡るのが嫌で、私は仕事以外では社内で接触するのをできるだけ避けていた。

　また一歩、彼が近づく。私の足は固まったまま動かなくて、人ひとり分空けたくらいの距離になる。

　彼の片手が長机に置かれ、前屈みとなった。そのため、顔はさらに、近づいて。

「……正直に言えばもう少し話したい」

　あの冬の日、私を問い詰めることもなくあっさりと背中を向けた彼が、恋人だった頃と同じ表情をした。

「は、話なら、もう」

「今度は仕事じゃない話を」

　首を傾げる彼の向こうに扉があり、横をすり抜けなければ逃げ場所はない。

「仕事以外に話すことなんてないですっ」

「僕にはあるから誘ってるんだけど？」

　私がなにを言うかをわかっているかのようなスピードで、ポンポンと言葉を返され、容た易やすく私の方が黙らされる。

　頭の回転はもとより彼には追いつかないのに、緊張感と焦しょう燥そう感で余計に頭なんか働かない。めまいがしそう。

　そんな私に追い打ちをかけるように、彼の綺麗な唇が動く。

　一秒にも満たない間で、勘が働いた。次に発する音がなにかすぐにわかった。

「……真」

　――コンコン。

　私の名前が最後まで、音になることはなく。ものすごく絶妙なタイミングで、ノックの音が響いた。そして返事も聞かずに扉は開かれる。

「面談中失礼しまーす。朝比奈さん、俺も午後から外出なんすけど」

　まったく失礼とも思ってなさそうな軽い口調でそう言ったのは、伊崎だった。扉を押し開けたまま出入り口に立っている。

　朝比奈さんは何事もなかったかのように、屈めていた上半身を起こして言った。

「何時に出る？」

「一時には出たいですね」

「戻る予定は？」

「定時過ぎるかもしんないですよ」

　淡々としたやりとりだが、なんだか伊崎の言い方には棘とげがある。

　仕方ないと言わんばかりの溜め息が聞こえて、朝比奈さんが仕事モードへ頭を切り替えた。

「わかった。じゃあ今からにしよう」

「あざーっす」

　最初からそのつもりだったんだろう、伊崎がそのまま中へするりと入ってくる。

　私は、それではっと我に返り、朝比奈さんに頭を下げた。

「じゃあ、ありがとうございました！」

　目は合わせずに朝比奈さんの横をすり抜けた時、シトラスの香りが再び、私の感情を過去へと誘う。

「吉住、宿題忘れずにね」

　その言葉に振り向けば、笑みを浮かべる彼と目が合った。

「僕も考えておくよ」

「いえっ！　あれは、すみません、甘えすぎでした！　ちゃんと自分で考えます！」

　少しでも、接触を避けなければいけない。

　無意識にそう、彼を拒んだ。

　もの言いたげな伊崎の立つ出入り口を出て、一礼だけしてミーティングルームを後にする。扉も閉まって、もう朝比奈さんの声なんて聞こえないのに、それでも早足のまま必死で逃げているようだった。

　心臓の早鐘に拍車がかかり、苦しさで泣きそうになる。

　嫌だ。

　あの人ともう、恋はしたくない。

　もう好きになりたくない。

　飛び込んだのは、トイレだった。

　幸い誰もおらず手洗い場の鏡の前で、どっと脱力する。

　ものすごく、顔を洗いたい。

　顔にビシャビシャ水をかけたい衝動に駆られたが、なんとかこらえた。

　午後から外出するというのに、すっぴんになってどうする。

　水を出して無意味に手を洗って、その水の冷たさが心地よくてようやく呼吸が落ち着いてくる。

「……朝比奈さん、なんか変わった？」

　穏やかで優しい笑顔はそのままだったけれど、話している端々に私の知らない彼がいた。特に、仕事の話から逸れた時。

　あんな、強引に誘うような話し方をする人じゃなかった。意地悪そうに、からかう口調も昔と違う。

　あ、そうか。私、からかわれた？

　いや、だから前はそんな人じゃなかったって！

　混乱しながら、ふと、目の前の鏡に映る自分と目が合った。

「……ひどい」

　真っ赤で、涙目で、髪も乱れて、女らしさの欠片もない、ひどい有様だった。










押してダメなら引いてください




　三年前。

　入社して二年目の頃だった。

　私はまだエリアマネージャーのアシスタントのような仕事しかしていなくて、毎日雑用に追われていた。

　そんなある日、とんでもないミスをした。ある催事のディスプレイを、まったく別の店舗に送ってしまったのだ。

「どうすんだよ！　今晩閉店してからディスプレイ変更する予定だったんだぞ！」

「すみませんっ！　今すぐ探しにっ」

「間に合うわけねえだろ！」

　間違えて配送してしまった店舗は、それほど遠い場所じゃない。ただ、配送先で誰が受け取ったのかわからなくて荷物が行方不明になってしまっていた。

　イライラと怒り狂う先輩に、泣き出したいのを唇を噛んで耐え、最善の方法を考える。

　ここで謝り倒してたって、怒られ続けたって、事態は変わらない。

　でも、どうすれば……。

「お待たせ。間違って送っちゃった荷物ってこれ？」

　その時、ひょっこりとオフィスに戻ってきた朝比奈さんの手には、確かに私が送ってしまった段ボールの箱があった。

　自分のエリアも持ちながらエリア長をしている朝比奈さんの耳にも入ったのだろう。私のミスを出先で知って、その足で探してきてくれたのだ。

「朝比奈さん!?　わざわざ寄ってくれたんですか!?」

「帰り道だったから？」

「嘘つかないでくださいよ、全然逆方向じゃないですか！」

「ははっ。向こうに行ってみれば簡単だったよ。大きな商業施設だから、行先不明の荷物を一旦保管してる場所があってね」

　さっきまで怒ってた先輩が、ペコペコと朝比奈さんに頭を下げながら話しているのを、私は驚きと安堵から、ぽうっと見てしまっていた。

「おい！　お前もぼーっとしてないで朝比奈さんに謝れよ！」

　カッ！と鬼みたいな形相で睨まれて、びくっと背筋が伸びる。

「す、すみませんでした！　私のせいで！」

「いいよ、解決できた。それよりお前はピリピリしすぎ。トラブルなんていくらでもあるんだから、怒るより最善を探せっていつも言ってるだろ」

「あ……あー……すんません、つい」

　先輩は、朝比奈さんには素直に謝ったけれど、『お前のせいで怒られた』とでも言いたげな目で私を睨んでいた。

　その通りだから、本当申し訳ない。自分の不甲斐なさに打ちひしがれる。

　そんな私を見かねたのか、朝比奈さんが声をかけてくれた。

「車で行っててよかったよ。もうひと箱積んだままだから、吉住、ちょっと運ぶの手伝ってくれる？」

「は、はい！　もちろんです、私が運びます！」

　朝比奈さんと一緒にビルの地下駐車場に行ってみれば、大きな箱が車の後部座席に積まれていた。

「吉住はこれ持って」

「えっ？」

「鍵かけてね」

　ぽい、と渡されたのは朝比奈さんの上着とビジネスバッグ。それと車の鍵。

　箱は朝比奈さんが持ってしまった。

　言われるままに車に鍵をかけると、すでに歩き出していた朝比奈さんの後を追いかけた。

「あ、あの。ほんとにすみませんでした、私のせいで」

「もういいって。大したことはしてないよほんとに」

「でもっ、朝比奈さん忙しいのに」

「あ、エレベーター押して」

「はいっ！」

　ボタンを押せば、すぐにエレベーターの扉が開く。乗り込んで目的の階を押すと、じきにウィーンというエレベーターの稼働音がした。表示を見れば、駐車場から上の階へ数字がゆっくりと移行していく。

　沈黙がすごく重く感じて、私は再び同じ言葉を繰り返す。

「あ、あの、本当に今日は」

「ちょっと。まだ謝るの？」

「えっ、すみません！」

　結局、条件反射で謝罪が飛び出た私に、朝比奈さんは一瞬目を見開いた後、「ぶふっ」と吹き出してしまった。

「吉住はおかしいね」

「えっ！　オカシイ？」

「うん。もう、そんなに気にするくらいなら、じゃあお礼をもらおうかな」

　よっぽど私がおかしかったらしい。朝比奈さんは目尻に涙を溜めながら笑ってそう言うと、ちょっと首を傾げて私の顔を覗き込む。

「今夜は？　この後時間ある？」

「え」

「もうじき定時だろ。お礼に食事に付き合ってくれたら、許すよ」

　え、え、え。

　私の頭の中では、ハテナマークが飛び交う。

　もっと罰則的なものでお許しをいただけるのならわかるけど、どうして朝比奈さんと食事に？

　うろたえている間に、エレベーターがオフィスの階に到着し、扉が開く。

「じゃあ、約束な」

　そう言って彼はエレベーターを降りていく。一緒に降りなきゃいけないのに、動揺して機能停止していた私は、扉が閉まりかけたのに気付いて慌てて後を追いかけた。

　お食事……朝比奈さんと!?　そ、そんなことがあっていいの？

　これではむしろ、罰則ではなくご褒ほう美び……あ！　もしや、食事しながら説教、ということだろうか！　それなら、心して向かわなければならない。

　覚悟を決めて、それから山ほどの緊張も抱えて、仕事上がりを迎えた。




　ところが、どういうわけか突然連れてこられたのは、朝比奈さんの担当エリアにある東邦百貨店だった。地下の洋菓子フロアにうちのメーカーが入っているが、私と朝比奈さんがいるのは上階の賑にぎやかな催事会場だ。

「すみません、これひとつください」

「ありがとうございます！　六百円になります！」

　いくつものワゴンが、洋菓子メーカーのブランド名を掲げひしめき合っている。

　私はもちろん、朝比奈さんもスーツの上着を脱いで、黒のエプロンで接客中である。

　なんでも、洋菓子フロアの販売員で回す予定だったのが、午後から来るはずのバイトの子が急にお休みになり、休憩も取れない状況に陥っていたらしい。

「悪いね、ほんとはこんな予定じゃなかったんだけど」

「いえ、全然！　お役に立てて嬉しいです」

　朝比奈さんが接客の合間に小さく声をかけてくれるけど、すぐに次の接客に追われて会話もままならない。

　だけど、この忙しさが心地よかった。

　この百貨店は入社した最初の一年、私が配属されて販売の経験を積んだ場所でもある。本社に戻ってからまだ一年も経っていないのに、とても懐かしく感じて久々の接客もすごく楽しい。

「朝比奈さん、デセが足りません！　パレも少ないです！」

「わかった。補充しに行くから、ここ頼むね！」

　ギフト用の高価な洋菓子がお手頃な価格になるワゴンセールは大人気で、どのメーカーも例外なく飛ぶように売れていた。

　売場の販売員たちの休憩が終わるまでの二時間は、まさに目の回るような忙しさで時間はあっという間に過ぎる。

　時刻が午後八時を回って、ようやく客足も落ち着いた頃、販売員がふたり交代に来てくれた。私たちに向かってペコペコと何度も頭を下げてくれる。

「朝比奈さん、吉住さんも、本当にありがとうございました、助かりました」

「いいよ。それよりもっと早くに連絡くれたら、すぐに来たのに」

「朝比奈さんお忙しいのに、そんな気軽に頼めないですって」

　よかったらこれ、と手渡されたのはテイクアウトのコーヒーだった。

　ふたり分ありがたく頂ちょう戴だいして、百貨店の駐車場に停めてある車に戻れば、もう八時半。

　朝比奈さんは運転席、私は助手席に落ち着いた途端、どっと疲れが押し寄せてきて、ふたり同時に溜め息をつく。

　無言の中、コーヒーの香りが車内に漂った。ぱか、と蓋ふたを開ければ、一層濃い香りがする。ひと口すすったら、空きっ腹の胃袋に熱いコーヒーが沁み入った。

「ほんと、助かったよ。飯、なに食べたい？」

「えー……っと。なんか、空腹が通り過ぎちゃったというか……あんまり食欲が」

「だよな。ちょっと休憩してから考えようか」

　車内に、ずず、とコーヒーをすする音が不規則に続く。

　それから少し間を置いて、なぜか「くす」と朝比奈さんが小さく笑った。

「なんですか？」

「いや。吉住が生き生きしてたなと思って」

　そう言うと、彼はコーヒーをドリンクホルダーに入れ、両腕をハンドルに預けて私を見る。大人でどこか男っぽい仕草に、少しドキッとした。

「楽しかったです。店舗、やっぱり好きだなあ」

「楽しそうだった。本社に来てからは萎い縮しゅくしてびくびくするようになったけど、ほんとはもっと機転が利く子だったよなってずっと思ってた」

「そっ、そんなことないですよっ」

　まさかそんな風に褒めてもらえるとは思ってなくて、驚いて声が上擦った。

「あるよ。一年、店舗にいた君は本当に楽しそうだったし、くるくるよく動き回ってた」

「そう、でしたっけ……」

　店舗にいた時から、ちゃんと見ててくれたんだ。

　そのことが嬉しくて、じんわりと胸が熱くなる。

　最近は失敗して怒られてばかりで、すっかり自信をなくして凝り固まっていた心が、柔らかく解けていく。

「本社勤めは窮屈かもしれないけど、同じだよ。俯いてばかりいないで、しっかり前を向いてやればいい。そうしたら、きっとミスも減る。もし失敗しても、今日みたいになにかしらカバーできる方法は常にある。だから怖がらなくていい」

　朝比奈さんの言葉がひとつひとつ、心に響いて瞼まぶたが焼けそうに熱かった。

　ぐっと唇を噛みしめて、涙をこらえていたけれど。

　……怖がらなくて、いい。

　そのひと言で、私の涙るい腺せんは決壊した。

「す、すみませんっ！」

　ぼろぼろぼろっ、と涙がこぼれて慌てて両手で隠した。

　本社に来てまだ半年にもならないのに、確かに私は店にいた頃に戻りたいと思い始めていた。

　失敗して何度も怒られて、最初はそのたびに気を持ち直そうと努力した。けれど、この頃は小さくなって、失敗しないようにと思えば思うほど余計に緊張して遅くなったり、悪循環になっていたのだ。

　そんな自分に気付いてくれてる人がいた、しかも優しい言葉をくれた。

　それだけで、救われたような気分になってしまった。

　恥ずかしい……ちょっと仕事で失敗したくらいで、ちょっと励ましてもらったくらいで泣くなんて。

「もー、ほんと、すみません。すぐ止まりますからっ」

　笑ってごまかそうとしたけど、涙は次から次に溢れてきて、止まりそうにない。

　その時、ぽんと頭に手のひらがのった感触がした。

「いいよ。止まるまで待ってるから」

　ぽん、ぽん。

　頭の上で、指が宥なだめるように優しく叩く。

　最初は驚いて固まってしまっていたけれど、その優しいリズムを感じているうちに少しずつ、気持ちが凪ないでくる。

　車内に立ち込めるコーヒーの香りと私の涙声。

　数分、そうしていただろうか。目尻に残った涙を指で拭いて、私はようやく、俯いていた顔を上げた。

「……あの、すみませんでした。大丈夫です」

　気恥ずかしさをこらえて笑う。

　大きな手はまだ、頭にのったままだ。

　目が合った。

　思いもよらず朝比奈さんは真剣な表情で、私の笑顔は固まってしまう。

　彼は私の涙が止まっているのを確認したのか、目を細める。

　その微笑みに、息が止まりそうなほど私は見惚れ、心臓は高鳴った。

「じゃ、飯食いに行こうか」

　頭に置かれていた手がゆっくりと髪を撫でて下りていき、耳のそばで止まる。

　その仕草に頭がパニックになって、「はい」と返事をしたものの、小さく擦れた声だった。首だけはしっかり、こくこくと数度頷く。

　それを見て、朝比奈さんはくすりと笑った。そして手を離して前を向き、車を発進させる。その間も胸がドキドキと忙しなくて、頭の中はまだ混乱していた。

　頭、撫でられてしまった。しかもなんか、すごく優しい手だった。

　夜でよかったと、心底ほっとする。暗がりだからわからないだろうけど、私の顔は今きっと、真っ赤だ。

　朝比奈さんの優しい言葉や仕草や、真剣な表情が、ずっと頭の中で繰り返されて消えない。ずっとこれまで抱いていた尊敬や憧れといった感情に、新たに加わった恋れん慕ぼという気持ち。

　私はこの日、恋に落ちた。

　それから私は朝比奈さんしか見えなくなって、褒められたいがために仕事を頑張った。

　言われた通りに前を向いて、いちいち落ち込まない、ビビらない。

　そうしていれば、不思議とミスも減った。

　好き、好き、好き。

　私の感情の全部が、朝比奈さんに向かっていく。

　その気持ちだけで満足していられたら、それがきっと一番幸せで。私はいつか諦めて、身の丈に合った、やさしい恋を新たに見つけていたかもしれない。

　ひと月ほど過ぎた頃だろうか。なぜか私は、朝比奈さんのエリアのサブに抜擢された。




＊　＊　＊




　朝比奈さんは、あの頃と変わらず優しく、仕事がどれだけ忙しくてもさらりとスマートにこなしてしまう。統括部長という立場になって、店舗と直接関わらなくはなっても、細かな相談にも嫌な顔をせず応じてくれるので、人望も集まる一方だ。

　マネージャーサブの若い女の子たちがきゃあきゃあ言ってて、化粧が心なしか濃くなった。今日の香水に迷うよりも仕事しやがれこのやろう。

　けどまあ、そういうところも以前と同じだ。昔は私もその中のひとりであったわけだしそれはいい。

　だけどどうにも一点、違和感の拭えないところがある。

「これ、こないだの宿題。催事の商品のことだけど、ラインナップを変えるのは構わないけど、工場でのラッピングはやめた方がいい」

「あ。これ、考えてくれてたんですか」

　店舗に向かおうとオフィスを出てエレベーターに向かう途中、朝比奈さんに呼び止められた。彼の手には、私が迷っていると言った催事の商品企画の書類があった。

「やっぱり……工場でのラッピングってどことなく愛想ないですよね？」

「百貨店の催事は、たとえセール商品でも手土産に使われるし見た目に惹かれて買う客も多い。販売員に暇を見つけてやってもらった方が仕上がりは各段によくなる」

「けど、販売員が大変だろうと思うんですよね……」

　少しのラッピングならともかくとして、一週間の催事の分をすべてとなると、商品手配を早めにしたとしても販売員の負担がなあ。

「吉住も時間見つけて手伝いに行くのは？　ラッピング得意だろ」

「あ。そうか……」

　私なら接客を気にせずバックヤードにこもって作業できるし、集中すれば終業後の時間でもかなりの数を作れる。一週間くらい残業すればなんとかなるだろう。

「ありがとうございます。やっぱり、かわいいと思って手に取ってもらえる方がいいですしね。ちょっと頑張ってみます」

「僕も手伝いに行こうか」

「ええっ!?　統括部長にそんなこと頼めません……って朝比奈さんラッピング苦手じゃないですか」

　こうして、仕事の話をしている時は、いい。

　不自然にならずに、きちんと上司に接するみたいにできてると思う。

　けど。

「僕もたまには店舗の空気を吸いたいんだよ。それより吉住」

「はい？」

　話が切り替わるタイミングで、差し出された書類を受け取ろうとした。

　が、掴んだ書類を彼も離さない。

「今夜、来るよね」

　無駄に艶を増した声に、こちらも無駄に心臓が跳ねてしまう。

　なんだか意味ありげなセリフに聞こえるかもしれないが。

「……行きます」

　あくまで、上司の歓迎会に出席するというだけのことだ。

「よかった。まさか歓迎会まで逃げたりしないだろうとは思ったけど、念のため」

「べっ、別に逃げてません」

「ずっと僕を避けてる」

　違和感を拭えない、一点はここだ。

　前はこんな風に追い詰めるような言い方をしたりしなかった。

　これを、微笑みを絶やさずにやってくるから、余計にコワイ。

「き、気のせい、ではないですか」

「そう。なら、今夜はゆっくり飲みながら話せるね」

　超逃げたい。ふたりきりってわけじゃないけど、嫌な予感しかない。

　なんでこんな事態になったのだろう。

　朝比奈さんが戻ってきても、ちゃんと上司と部下としてやっていけるはずだった。彼が今さらもう、私に構ったりしないと思っていたからだ。

　それなのに、初日の面談の後から、ちょいちょいこうやって絡みに来る。かといって仕事の話の時はちゃんと仕事の顔をするから、こっちはこっちで切り替えが大変だ。

「と、とにかくもう行かなきゃなので、ありがとうございました」

「どういたしまして」

「……って、離してくださいよ」

　彼が離してくれないので、書類の端を互いに持ったまま、ピンと張った状態になっている。これ以上引いたら破れそうで、恨めしく彼を睨んだら首を傾げて笑っていた。

「からかわないでくださいっ」

「からかってないよ」

　いやいや絶対からかってるよね！

　こうして私の反応を楽しんでいるようにしか見えない。

　実際すっごく楽しそう。

「吉住が、返事してくれたら離すよ」

「は？　返事って、なにを……」

「今夜はゆっくり話せるよね？」

　意味がわからず尋ねた私に、彼はもう一度さっきの言葉を繰り返した。

「……そうですね。みんな、朝比奈さんと話せるの楽しみにしてると思います」

「約束」

　会話の主旨を、少しずらした。けど、彼はそれを無視した。

　早く離してほしい、こんな通路でいつまでも話していて、誰かに変に思われたくない。

　私が言葉に詰まった時、またしても絶妙なタイミングでレスキューが到着した。

「吉住！　そろそろ行かねーと時間ないぞ！」

　伊崎の声がして慌てて振り向けば、不機嫌そうに眉根を寄せてこっちを睨んで立っている。同時に、手に持った書類からするりと抵抗感が消えた。朝比奈さんが、手を離したのだ。

「朝比奈さん」

「引きとめて悪かった。行っていいよ」

　彼に視線を戻せば、変わらず笑っていた。その穏やかな微笑みにほんのちょっぴり、すげない態度しか取ってないことに罪悪感が生じる。

「すみません、それじゃ」

　そう言っても、それ以上言い募られることもなく彼は小さく頷いた。

　私は会釈してから背を向けて伊崎の方へ歩き出したのだけれど、どういうわけかチクチクと胸が痛い。

　だって、あんなぐいぐい来ておいて、急にあっさり退くとか。なんか、私の方が大人げないような、気がしてしまう。

　早足で朝比奈さんの視線から逃げるように、通路を曲がる。その途端、伊崎が声をかけてきた。

「吉住、お前なあ」

「なに」

「なに簡単に流されてんの」

　私の外出に伊崎は無関係のはずなのにエレベーターの前までついてきて、私を咎とがめる。

「流されてないってば。声かけてくれてありがとね」

「おいっ」

「急いでるのほんとに」

　絡まれて迷惑だったはずなのに、どうしてこんなに罪悪感を持たなければいけないのか。

　誰もいないことをいいことに、伊崎が突然強い力で私の肩を掴んで振り向かせた。

「いたっ！　なに？」

「全然大丈夫な顔してないんだけど？」

「大丈夫だってば。伊崎は心配しすぎなの。お願いだからこないだの変な提案実施しないでよ」

　怖い顔で見下ろしてくる伊崎の目から逃れたくて、手を振り払う。

　ぽん、と音が鳴ってエレベーターの扉が開き、その中へ逃げ込むと、それ以上追ってはこなかった。

　伊崎は、別れた時の私の状態を知ってるから、心配するんだろう、それはわかる。

　わからないのは、朝比奈さんだ。

「……理由さえ聞かなかったくせに」

　エレベーターの中で、ひとりごちた。

　私が別れたいと言った時、朝比奈さんはなにも聞かなかった。引きとめようともしなかった。そんな別れ方だったから、再会したところで私が気にしなければ何事も起こらないと思っていたのだ。

　今さらどうして、私と話をしたがるのだろう。もしも当時を懐かしもうということなら、私にはそれはまだきつい。新たな恋でもできていたら、また違っていたかもしれないが。

　……憂ゆう鬱うつ。

　今夜の歓迎会のことを思い、重たくなる胃を抱えながら、午後から東邦百貨店の店舗を訪れる。

　私が最初の一年に勤めていた店舗で、その頃仲のよかった販売員が今は店長を務めている。同じ年だが、高校を卒業してすぐに販売の仕事を始めた彼女の方が、実はずっと先輩だ。

　大卒の私は一年したら本社勤めと最初から決まっていたので、その間彼女にはかなりしごかれた。本社に戻っても、店舗の気持ちと現状を理解できるエリアマネージャーでいられるように、意識の奥底に刷り込んでやる、とかなんとか。冗談交じりにそんなことを言う、厳しいけどおもしろい子だ。

「西にし口ぐちさん、お疲れ様です！」

　百貨店地下食品販売のフロアの中央に、二番目くらいに大きなスペースをいただいている。商品サンプルの並んだカウンターの向こう、店長の西口さんに声をかければ、私に気付いて笑顔を返してくれた。

「お疲れ様です、吉住さん」

　来客の途切れたところのようで、ちょうどよかった。彼女は他の販売員にも言葉をかけ、カウンターから出てきてくれる。

「こないだの、催事の商品のことで来たんですけど」

「うん、ちょっとバックヤード行かない？　私今から休憩なのよ」

　そう言いながら、彼女は従業員専用と書かれた扉を指差した。

　休憩室は、十畳くらいのスペースに、長机とパイプ椅子が置かれてあり、ドリンクの自動販売機がある。食堂で食べた後の休憩や、お弁当や持ち込みの子が食事をしたりするのに使われていて、昼二時のこの時間は比較的空いていた。

「朝比奈さん戻ってきたんでしょ？　また会いたいなー。なんで連れてきてくれないのよ」

「カナちゃん、統括部長が来るなんてまずないからね」

　西口さん、と呼ぶのは店舗にいる時だけだ。普段はカナちゃんと呼んでいて、彼女も私のことは真帆と呼んでくれる。

　彼女は以前から朝比奈さんのファンではあるが、恋愛対象とは違うらしい。どちらかといえば外野から眺めていたいというのと、頭がいい人と仕事をするのは楽しい、という感覚だとか。

「それはそうだけど、でもここは一応、元朝比奈さんのエリアなんだし」

「そんなこと言ってたらすごい数の店舗あるんだけど」

「相変わらず爽やかなんだろなー」

　爽やか、ではあるけれど。以前と違うとこもあるのよ、カナちゃん。

　説明したいけれど、朝比奈さんとの関係は彼女も知らないから、言えない。

「今晩、歓迎会あるよ」

「えー！　私も行きたい！」

「来る？　ちょっと顔見に来るくらいいいんじゃないかな」

　ああ、そうだ。カナちゃんが顔を見せに来るなら、その後一緒に抜けて帰る口実になるかも、と内心で閃ひらめいた。

「え、行きたい！　店どこ？　閉店してからだからちょっと遅くなるけど」

「ここから近いよ。二時間半場所取ってるって言ってたから……九時までに来れる？」

「行ける、多分！」

　お店のホームページのＵＲＬをカナちゃんのスマホに送る。

「っつか、仕事の話、仕事」

「はいはい、催事の企画ね」

　さっき、朝比奈さんから受け取った書類を彼女に差し出し、催事の商品について販売員の協力を得たいことと、私も手伝いに来ることを説明した。




　外回りを終えて、会社に戻ってきたのは夕方五時頃だった。

「六時半に店取ってあるんで！　各自向かってくださいね！」

　幹事をしてくれたサブの女の子が、オフィスに残っている全員に声をかける。

　朝比奈さんはここにはいない。彼のデスクはオフィス内にはなく、いつもは同じフロアの奥にある統括部長室で仕事をしている。当然、店や時間の連絡はいっているだろうが、もう向かっただろうか。

　まだ充分時間に余裕がありそうで、私は今日の仕事の整理と明日の準備を少ししてから行くことにした。

　向かいのデスクのパソコンの陰から顔を覗かせたのはおなじみ伊崎だ。ひょい、と効果音がつきそうな勢いで出てくるのは、なにかかわいらしさでも狙っているのか。でかい図体でそんなことしてもあんまりかわいくない。

「いつ出る？」

「もうちょい仕事してから。伊崎は？」

「俺も。じゃあ一緒に行こうぜ」

「え？　いいよ伊崎は伊崎のタイミングで行ってくれても」

「……お前冷たいな」

　いいだろ別に、とパソコンの向こうで伊崎が拗すねている。

「心配しすぎだって。みんな一緒の飲み会だよ」と、小声で言った。

　帰りもカナちゃんが一緒にいるから問題なく抜け出せる。

『ゆっくり話せるよね』

　朝比奈さんが言ったそのセリフがどうしても意味深に聞こえる。ふたりきりで話すという意味なら全力で逃げたい。過去の話を、ぶり返されそうな気がして怖かった。

　どうしても私と話がしたいというなら、オフィスの中なり飲み会の最中なり、皆がいる時に話せばいいのだ。

　それなら、彼もプライベートの昔話など持ち出してはこないだろう。




　定時を少し過ぎた頃に、結局、伊崎と一緒にオフィスを出た。

　歓迎会の場所は、最寄駅の近くにあって帰りも楽だし、カナちゃんが少し覗きに来るのにもちょうどいい。その後、カナちゃんの食事に付き合う約束もしてるから、二次会云々も角が立たずに断れるし、主役の朝比奈さんは間違いなく駆り出されるはず。

　よし完璧。

　用意周到、準備万端整えたせいか、嫌だ嫌だと思っていた歓迎会へ向かうのも、案外足取りが軽かった。

「なに、お前なんでそんなご機嫌なの」

「は？　お腹空いてるからだけど、なんでそんなつっかかる言い方すんの？」

　店に着いて軽口を叩きながら大座敷の引き戸を開ければ、奥行きのある細長い畳の部屋に長テーブルが一列に並んでいた。全員で三十人は超えているだろうか、すでに大方の人間は集まっている。

「お疲れ様でーす」

　目が合った面々とお互いに声をかけ合いながら、入り口に近いテーブルが空いていたのでその隅に腰を下ろす。伊崎は当然のごとく私の隣に座った。

　朝比奈さんもすでに上座にいて、サブの若い女の子たちに周囲を固められている。

「あれ見ろよ。無関係なのに受付の女も交じってんな」

　会社の次期後継者で、独身。それだけでも女性社員の注目を浴びて当然なのに、あの外見と穏やかで優しい物腰だ。放っておかれるはずがない。

　伊崎がおもしろそうに言うのを、私は視界の端でちらっと見ただけで、おしぼりで手を拭いた。

「あれ呼んだの幹事らしいからね。男って下心丸出しでヤダー」

　幹事の思惑など見え見えだ。絶対おこぼれにあやかろうって腹だ。

　伊崎も一応男だし。ああいう、受付嬢のようなキラキラした女子を好きなんじゃないだろうか、と勝手にそう思っただけなのだが。

「ってなんで俺を見て言うんだよ」

　心外だ、とでもいうように伊崎が拗ねた。

　群がる女性の中に倉野さんも来ているのではと思ったけれど、いなかった。考えてみればあの人は、こんな場所まで来てがっついたりしないタイプかもしれない。それはそれで納得できる。

　その後、数分も待つことなく幹事の合図で最初のアルコールが配られ、乾杯となった。料理も酒も進んで、すぐに場は賑やかになる。

　朝比奈さんは相変わらず、入れ代わり立ち代わり女性社員のお酌しゃくを受けていて、まあ、今日の主役だから当然といえば当然なのだが、私と話したいと言っていた割にそんな余裕も隙もなさそうである。

　私も当然立場的に、お酌に行くべきだろうとわかってはいたのだが、やめた。これだけ女の子が入れ替わってたら、私ひとり行かなくてもバレないだろう。

　朝比奈さんはその後、本来ならうちの歓迎会には無関係なはずの受付嬢のひとりにがっつりロックオンされていた。他の受付嬢は戦線離脱し、幹事の思惑通り他の男性エリアマネージャーに矛ほこ先さきを転じている。

　そんな状況だったので、お酌なんて義務的な雰囲気はあやふやになり、私は伊崎や席の近いマネージャーと話しながら結構飲んだ。

　あと少しでお開きだろうかという頃、伊崎がトイレに席を立ち、そのすぐ後だった。

「お疲れ様。随分飲んでるね」

　さっきまで伊崎がいた真横の席で、ありえない声を聞き慌てて顔を上げる。そこにはすでに朝比奈さんが腰を下ろしていた。

「あ、朝比奈さん……」

「やっと抜けられた。参るね、ああいうの」

　そのセリフを聞いて、もともと朝比奈さんのいた席の辺りを見れば、先ほど隣を陣取って動かなかった受付嬢が、壁にもたれて項うな垂だれていた。

　そうだった、この人飲ませ上手のザルだった。かといって、女性があんなになるほど飲ませるような人ではなかったはずだ。

「酔い潰したんですか」

　さっきの状況を見ていれば、大方の想像はつく。

　彼女の方は酔いたいと甘えて、お酒の力でいい雰囲気に持ち込もうとしたのだろうけど、朝比奈さんは簡単には酔わない。

「人聞きが悪いね。酔いたい気分だというから口当たりのいいのを勧めただけだよ。悪いけど、あとは幹事に任せるよ」

　平然とそう言って、微笑む。

　その笑顔が、私にはわざと酔わせたと言ってるようにしか思えなかった。

　やっぱり、以前の彼とは違う。この三年で変わってしまったのだろうかと、私は眉を寄せた。

「……朝比奈さん、ちょっと言い方、冷たくないですか」

「必要のないところにまで優しくするのはやめたんだ」

　突き放した言葉に、面食らう。少なくとも、一度は大好きになって付き合った人なのに、今はこの人のことがさっぱりわからない。

「唯一、優しくしたい人には、やたらしつこいガードが張りついてるしね」

「はあ……」

　含んだ物言いは、私と伊崎のことだろうと推測はつく。だけど『優しくしたい人』という部分の反応に困って、適当な相あい槌づちで濁した。

　朝比奈さんが苦笑する。

　今、周囲はそれぞれ隣り合った人と話していて、こちらのやりとりなど気にとめていない。賑やかな場所にいるのにふたりだけの空間にいるみたいで、逃げ出したくなる。

「このグラス、新しいのかな？」

　テーブルの中央に置かれた綺麗なグラスを彼が手に取り、こうなれば、お酌をしないわけにはいかなかった。

　彼はどうやら、残りわずかな時間をここに腰を落ち着けて飲むつもりらしい。

　朝比奈さんのグラスにビールを注ぐ、その間もじっと見られているようで、落ち着かない。

「この後、時間ある？」

　来た、と思った。

「ありません。カナちゃん……西口さんと約束してるんです」

「僕と約束したのに」

「してません。お話なら、ここでもできるじゃないですか」

　ここでなら、無難な話しかできまい、と高をくくって言ったのだが。彼の次の発言に、ぎょっとする。

「してもいいならするけど。僕は全然構わない」

「えっ？」

　うろたえる私の耳元に、彼が少しだけ顔を近づけて、小さな声で囁いた。

「もともと、隠したがってたのは君だけだろ」

　いくらなんでもこの距離感はまずいと、ばっと背を仰け反らせて距離を取る。

『こんなところで、冗談はやめてください』と言い返そうとした時だ。

「すみません、お邪魔しまーす……あー！　朝比奈さん！　お久しぶりですー！」

　襖を開けてひょっこり顔を出したのはカナちゃんだった。

　あやしくなりかけていた空気を霧む散さんさせる、賑やかな明るい声にほっとした。

　なかなか来ないので、閉店作業に時間がかかっているのかとヒヤヒヤしていたが、これで帰る口実にできる。

「きゃー！　三年経っても相変わらずカッコいい！」

「はいはい。そのノリ、西口も変わらないね。仕事も順調のようだし。売上は伸び悩んでるみたいだけど」

「げ。もうチェック済みですか……」

　ぐいぐいとカナちゃんが乗り込んできて、一気に会話のペースを持っていってくれる。しかも、私と朝比奈さんの間に座ってくれたのだ。

　カナちゃん、まったく気付いてはいないけどナイスレスキューである。

「西口。なにか飲む？」

「いえいえ、会費払ってないんで、ほんとに朝比奈さん見に来ただけです。この後、真帆とご飯行くので！」

　カナちゃんの勢いに甘えて、私の方はほっと緊張を解いた。

「カナちゃんごめん、ちょっとお手洗い」

　そう言いながら席を立つと、朝比奈さんにもすみませんと会釈をした。

　ちょうど同じタイミングで伊崎がトイレから戻ってくる。

「吉住？　どうした？」

「トイレ行くだけ」

　すれ違いで座敷に入った伊崎が、どうやら自分の席を見失ったらしい。「あれ？　俺座ってたのどこだっけ？」と、ちょっと間抜けな声が聞こえた。

　伊崎の席には朝比奈さんが居座ってるし、私の場所にはカナちゃんが座ってるのだから、当然だ。

　カナちゃんが来てくれて助かった。朝比奈さんがどうして私と話したいのか気にはなるけど、私はもうあまり近づきたくはないのだ。

　だけどこの時、カナちゃんと朝比奈さんをふたりにしたのは間違いだったと、少し後になって気付くことになる。




　個室居酒屋の一室で、私はカナちゃんを待っていた。

　テーブルの下は掘りごたつ式になっているので、靴を脱いで足を伸ばせるから楽でいい。私も外回りをすることが多いし、カナちゃんは一日中立ち仕事だ。こうやって足を伸ばしてくつろげるこのお店はふたりのお気に入りだった。

「カナちゃんまだかな？」

　あの後、少ししてから歓迎会はお開きになったのだが、それより前にカナちゃんは『お邪魔しました！　真帆、また後でね』と言葉を残してその場を去ってしまった。

　一緒に行けばいいのに、と思ったのだけど、やっぱり呼ばれてないのにいつまでもとどまることに気が引けたのだろうかと、呼び止めることはやめた。

　その後ほどなくして解散になり、私はひとり抜け出して今に至る。

　なにか連絡が入っていないかとスマホを確認したが、最後のメッセージ以降、カナちゃんからは音沙汰がない。

【いつもの店予約してあるよー！】というメッセージだったからこの店に来てみれば、確かにカナちゃんの名前で席を取ってあったので先に入らせてもらっていた。

　どちらかといえば先に来ていてもいいはずなのに、遅すぎる。こちらから連絡してみようか、とスマホに指で触れた時だ。やっと個室の引き戸が開いた。

　店員には連れが来たら注文します、と言ってあったので、当然カナちゃんだと思った。

「カナちゃん、おそ……」

　顔を上げて、私はさぞ間抜け面で固まっていたことだろう。

　だって驚きすぎて表情筋が動かない。

　そこにいたのは、店員でもカナちゃんでもなかった。

「ちょっと待たせたかな」

　確かに待ったが、私が待っていたのは決してこの人ではない。

　ぽかんと口を開けた私の目の前で、彼、朝比奈由基はここに来るのが至極当然のごとく立っていて、私のすぐ近くまで歩み寄る。

「な……なんで。カナちゃんは？」

「ん？　今日は帰るって」

　なんで!?

　カナちゃんは、約束をなんの連絡もなしに反ほ故ごにするような子ではないはず！

　その時、手の中のスマホが、ブブッと短く振動した。表示を見れば、カナちゃんから。【ごめん！】というたったひと言と、土下座のスタンプが表示されていて、それを見た瞬間に悟った。

「カナちゃんが買収されたあ!?」

「買収って、ひどいな」

　くすくすと笑うその声は、害のないような優しげなものなのに、一体どうやってカナちゃんを言いくるめたのか。

　不信感いっぱいに見上げる私の視線を、彼は苦笑いで受け止める。掘りごたつに足を突っ込んで座る私の真横まで近づくと、その場にしゃがんで膝の上で腕を組んだ。

「やっと捕まえた」

　狭い空間で、私よりもずっと背も高く広い肩幅の彼に圧迫され、逃げ場はないと観念するよりほかなかった。

「って……な、なんで真横に座るんですか！」

　すとん、とそのまま腰を下ろした彼に、仰天して声をあげる。

　ふたりで飲む場合、普通はテーブルを挟んで向かいに座るものだろう。たとえそれが、仲睦まじい恋人同士だったとしてもだ。

「だって、近くにいないと逃げられそうだし」

「に、逃げませんから向かいに座ってください、でないと……」

　店員がオーダーを取りに来たら、絶対変に思われる。この位置関係！

　早く離れて、と思ったのだが遅かった。

「失礼しまーす！　オーダーよろしいですかあ！」

　威勢のいい声で入ってきた店員は一瞬だけ変な顔をしたが、すぐに笑顔に戻ってオーダー用の端末に視線を向けた。

　あたふたしている間に、にゅっと私の目の前を朝比奈さんの腕が通過して、ドリンクメニューを取って広げた。

「ほら、早く決めないと」

「え、あ」

「俺はビールでいいけど真帆は？　チューハイにしとく？」

「ちょっ、な」

　ふたり並んで仲良くドリンクメニューを見る構図、この人散々飲んでたけどまだ飲むの？

　しかもさらっと名前呼びされ、どこからツッコんでいいやらわからなくなった。

「……カシスサワーで」

　ビールにカシスサワーと、豆腐サラダと生春巻をオーダーしてからも彼は隣を動こうとしない。逃げることは諦めたものの、この距離感は絶対おかしい。

「ほんと、お願いですから向かいに座ってください。もう逃げませんから」

　近すぎて、身体が変になったんじゃないかってくらい熱い。ふわ、と香ってくるシトラスとお酒のにおいに、くらくらする。

　意識しすぎなのはわかってるけど、してしまうものは仕方ない。

「……そんなに避けられると、さすがに傷つくんだけど」

「っていうか避けられてるってわかってて、こんなやり方……」

　自覚があって、こんなにぐいぐい来るかな普通。

「話したいって何度も言ったのに、真帆はのらりくらりかわすだけだ。大人しくしてたら真帆から近づいてくれた？」

「そ、それは」

　けど、押してダメなら引いてみなって言葉もある。こんなやり方をされたら逃げたくなっても仕方ないと思う。

「聞くけど、なんで真帆はそんなに逃げるの」

　テーブルに頬杖をつき、彼が笑みを浮かべて私の顔を覗き込む。

「え？」

「僕に近寄られるのが怖い？」

　びく、と肩が揺れた。

　嘘でも怖くないと言えればよかった。けれど、見透かされているような気がしたのだ。

　私は、怖い。再びあなたに近づくのが怖い。あなたの引力に逆らえなくなる自分をちゃんと、知っているから。

　だけど、私はもう決めたのだ。どれだけ引き寄せられようと、あの恋は繰り返さないと。

　ふる、と軽く頭を振って、まっすぐ朝比奈さんの目を見た。

「怖いんじゃなくて、昔の話を蒸し返されたくないだけです」

　毅き然ぜんとそう言ったのに、彼はなぜかにっこりと笑った。

「蒸し返すって、例えば？」

「え？」

「よりを戻したいって言われたらどうしよう、って？」

　彼の口調は、からかいを含んだものに聞こえて。

　私はしばしその意味を考えた後、さーっと血の気が引いたような気がして、それから次の瞬間にはカッと頬が熱を持った。

　まるで、自意識過剰だとからかわれたように思えた。

　確かにそうだ。昔の話をしたいとは言われたけれど、それだけでこんなに逃げ回っていたら、復縁を意識しているように思われても仕方ない。

「ちがっ……」

　反論しようとしたけど、『違います』以降の言葉が浮かばない。

　焦っていると、店員の声で救われた。

「お待たせしましたー！　お飲み物とサラダお持ちしました！」

　相変わらず近距離で座ったままの私と朝比奈さんにはもはや無反応で、ビールとカシスサワー、豆腐サラダを順にテーブルに置いていく。

　その間私は固まったままで、会話も不自然に止まってしまう。

「失礼しましたー」と店員が戸を閉め、そこで再び口を開いた。

「わ、私帰りますっ！」

　もうやだ。

　恥ずかしさと悔しさで、逃げるように席を立とうとする。けれどすぐさま、手首を掴んで引きとめられた。

「ごめんごめん、冗談だから」

　そんな風に言いながら、彼は少しも焦っていなくて、楽しそうに笑っている。

　それを見れば、なおさら頭に血が上る。

「からかっておもしろいですか、ひどい！」

「ごめん。謝るから帰らないで」

　彼が、テーブルの中央に置かれていたビールのジョッキとカシスサワーのグラスを目の前まで引き寄せた。

「ほら、せっかく飲み物も来たんだし、大人しく座って」

「…………」

　手首はまだ捕まったままだけど、振り払おうとすればできた。

　だけど、私ひとりが取り乱して、彼は大人然として落ち着いたままなのを見ていると、自分があまりに子供じみた反応をしているような気にもなった。

　渋々、上げかけていた腰を下ろす。

　そんな私を見て彼はまた、優しく微笑むのだ。

「それに、間違ってないしね」

「なにがですか」

「真帆の警戒」

　カシスサワーのグラスに伸びかけていた手を止めて、朝比奈さんを見た。

　彼の言葉の意味を、額面通りに受け止めてはいけないと、頭の中が防波堤を作っている。

「また、そんなことを」

「ほんとだよ。どうすればもう一度真帆に好きになってもらえるのか考えてる」

　彼はそう言うと、ふいっと目を逸らして私に横顔を見せた。

　私は、胸が少しずつ鼓動を速めるのを感じながら、その横顔に見入った。

　また冗談？　なにが本当？

　彼が豆腐サラダの器を引き寄せ、私に向かって手を伸ばす。見つめていた横顔が、くるりとこちらを向いて、驚いて肩が跳ねた。

「真帆、そっちの取り皿取って」

「……あ！　すみません私が」

「いいよ、貸して」

　もうさっきの話は流れてしまったかのように、彼は何事もなく豆腐サラダを取り分けようとする。だけど、狭いところに無理やり座っているので、私の腕に肘ひじが当たった。その拍子に手元が狂ったのだろう。

「あ。跳ねた」

「え。あー！」

　サラダのドレッシングが跳ねて、朝比奈さんのスーツの襟えりを汚してしまっていた。

　慌てて濡れたおしぼりを当てたけれど、うっすらと生地に沁み込んでいる。

「もう、だからこんな狭いとこに座るのがおかしいんですって」

「ははっ」

「笑ってないでちょっと上着脱いでください、ちゃんとシミ抜かないと」

「いいよ、このままで。クリーニングに出すし」

「でも」

　ちょっとでも早いうちに、布かなにかで挟んで叩いた方が落ちやすいと思うのだけど。

　なんで脱がないの、と顔を上げた瞬間、ふ、と笑った彼の吐息が頬にかかった。

　同時に今さら、気が付く。

　スーツの襟にしがみつき、私の方から至近距離まで近づいてしまっていたことに。

　私を見下ろす彼の表情が嬉しそうに綻ほころんでいた。

　じわ、と汗が滲み出そうなくらいに体温が上がる。そろそろと手を離して、腰をずらして彼から遠ざかった。

「や、やっぱり、近いと食べにくいですよ。私が向こうに行きます」

　最初から、私が動けばよかったのだ。

　真っ赤な顔を隠すにももう遅すぎるが、ふいっと目を逸らして立ち上がろうとしたのだが。

「けど、遠いと話しにくい」

「この距離の方が話しにくいですよ普通」

「じゃあ、これ飲みきったら向こうに行っていいよ」

　とん、と彼がカシスサワーのグラスの淵を、指で叩いた。

「って、なんでそんな許可が必要なんですか！」

「上司命令」

「パワハラです！」

　そう言いつつも、私はグラスを手に取ると、やけくそになって一気にあおった。

　これですんなりと席を移動できるなら安いものだと思ったからだ。

　グラスを空にして、ぷは、と息を吸う。これでどうだ、と言わんばかりにテーブルに置けば、彼が呆あっ気けにとられた後、おもしろくなさそうにぼやいた。

「……なにも一気飲みすることないのに」

　しますよ！　これで正常な距離感を保てるのなら！

「昔は素直でかわいかったのに」

「かわいげなくなってすみません」

　これで文句はないだろうと、向かいの席に移動した時、再び引き戸が開いた。店員が、オーダーしていた生春巻きを持ってきたのだ。

「お待たせしました、生春巻きです！」

「ありがとう。カシスサワー追加で」と、店員に向かって言ったのは私じゃない。朝比奈さんだ。

「えっ！」

　店員は当然、「かしこまりましたあ」とオーダーを聞き入れてさっさと下がってしまい、断り損ねてしまった。

「まだ飲めるよね？　真帆の限界くらい覚えてるよ」

　にっこりと笑うこの人の調子に、引きずり込まれてはいけない。あまりにさらっと飲むから、いつのまにかこっちも飲まされるのだ。

「あと、一杯だけです」

「いいよそれで。向こうではなかなか、飲む相手が見つからなくてね。今日は久しぶりに気持ちよく飲めてるよ」

　この後、彼がどんな話を切り出すのか。私は随分身構えたのだけれど、それが伝わったのだろうか。

　彼が話し始めたのは、大阪での出来事など仕事に関する他愛ない話題ばかりで、そこからの彼は至って上司の顔だった。

　結局その後三杯飲んで、店を出た頃には私はへべれけというほどではないけれど、足元が覚束ない状態だった。

「送るよ」と、彼が言った。腕を取られて見上げれば、くらっとめまいを覚える。

　ああ、まずい。

　送られるのは、まずい気がする。

「大丈夫です、自分で」

「タクシーで帰ろう。……頼むからもう、警戒しないで。ちゃんと送るだけだから」

　寂しそうに微笑む、その表情に抗えなかった。

　通りがかったタクシーに彼が手を挙げた。ふたりで後部シートに乗り込んで、すぐに絡みつくように繋がれた左手を、拒否できなかった。

　思ったよりも、酔ってしまっているのだろうか。

　感覚が、感情が時間を遡さかのぼる。

　この温もりが大好きだったと、手のひらから伝わる体温に、私は目を閉じた。










臆病者の反撃




　三年前。

　朝比奈さんのサブ的な立場になってから、彼と一緒に行動することが増えて、仕事の後に食事や飲みに連れていってもらう機会も必然的に多くなった。

　そしてある日、私は、うっかりお酒の勢いで告白してしまったのだ。

　弾みだった。本当にそんなつもりはなかった。ひっそりと想っていられればよかったのに、と後悔と恥ずかしさで顔を赤くして泣きそうになった私に、朝比奈さんは少し驚いたような顔をしたけれど、優しく抱きしめてくれた。

『いいよ。付き合おうか』

　まさか、了承してもらえるとは思っていなかった私はしばし放心したものだ。




「まさか彼女になれたなんて、今でも信じられない……」

　東邦百貨店のバックヤードで、倉庫の整理をしている途中、あらかた落ち着いたので気が抜けて、気持ちは朝比奈さんに向かってしまう。

　告白を受け入れてもらえたことが、何日過ぎても夢じゃないかと思うくらいに嬉しくて、つい頬が緩んだ。

　今日は、クリスマスイブだ。時間はもう夜九時を過ぎてしまったけれど。

　朝比奈さんと付き合ってもうすぐ二カ月目、恋人になって迎える初めてのクリスマスだが、洋菓子業界にいてプライベートでイブを過ごせることなどほぼ諦めている。

　今日は手が回らなくなることが予測されていた店を、朝比奈さんとふたりで手伝う予定になっていた。たとえ仕事でも好きな人と一緒にいられるならいいか、と思っていたのに。彼は、別の店舗で起きたトラブルに駆り出されてしまった。

　朝比奈さんと付き合ってるなんて、正直自分に自信が持てなくて、今はまだ周囲には秘密にしてもらっていた。いつか、朝比奈さんに釣り合えるとまではいかなくても、助けになれるくらいには仕事ができる人間になれたら、その時は堂々と言えたらいい。

　そう思えば、仕事がどんなに忙しくても耐えられた。頑張れた。

　なにより、仕事イコール朝比奈さんとの時間となっている今は、全神経を仕事に傾けることも喜びに繋がっている。

「よいしょ、と。これでラスト！」

　在庫数をチェックし終えて腰を伸ばす。

　きっと今頃、店頭でも閉店作業が終わって入金処理に向かっているだろう。

　最後の段ボールを抱えて、一番上へ積み上げようとした時だ。ふっと、手の中から重みが消えた。

「あ、朝比奈さんっ！」

「悪かったね、ひとりにして。問題なく終わった？」

　段ボールを私の手から引き受けてくれたのは、朝比奈さんだった。

　戻ってきてくれたのだと、嬉しくて顔が綻んでしまう。

「こちらは全然、大丈夫です！　朝比奈さんの方はよかったんですか？」

「大丈夫。終わったよ」

　言いながら、段ボールを上段に積み上げてくれた。

　てっきり今日は終わったら、それぞれ帰宅する流れになるだろうと思っていたので、驚き以上に嬉しかった。

　それが全部、顔に出ていたんだろうか。ぱんぱん、と手を叩いて埃ほこりを落とした彼が、私を見て少し申し訳なさそうな顔をした。

「……本当なら、これからクリスマスディナーに、って言ってあげたいところなんだけどね」

　ふと見せてくれた恋人の顔に、ドキドキしながら私は慌てて首を振った。

「そんなのいいです、こんな時間だし！　ディナーっていうより、もう今すぐお腹になにか入れられたらなんでもいいくらいで」

　それは建前なしの本音だ。

　クリスマス商戦、最終日はとにかくハードだ。正直疲れすぎて、お腹も空きすぎて、終わったら駅前の立ち食いうどんに飛び込もうかと思っていたくらいだ。

　それは恐らく、朝比奈さんも同じなのだろう。

「だよな。そう思って、これ買ってきた」

　ガサ、と紙袋を差し出してくれる。

　茶色い袋の口を開けると、チキンサンドの包みがふたつ、入っていた。

「ああああ！　嬉しいです、本当に！」

　チキンサンドの仄ほのかな温かみと香りが空腹を刺激する。

　ふたりで休憩室に入り、私が椅子に座ると朝比奈さんが自販機のコーヒーを買ってきてくれた。

　販売員は皆、閉店作業後はすぐに帰宅したのだろう。休憩室には誰もいなくて、ふたりきりだった。

　暖房の弱い、人ひと気けの少ない休憩室は少し肌寒い。

　小さく身震いをしてしまった私の肩が、ふわりと温かさに包まれる。

「あ、朝比奈さん……」

「冷えるから」

　私の肩には、朝比奈さんのスーツの上着がかけられていた。だけど、その代わりに彼がワイシャツだけになってしまっている。

「でも、朝比奈さんが風邪ひきます」

「大丈夫。コーヒーであったまるし」

　細長い机を挟んで向かい合わせに座り、彼が紙袋から出したチキンサンドを私に手渡してくれた。

「……いただきます」

　急いで食べて、早くここを出なくちゃ。朝比奈さんが冷えてしまう。

　慌ててチキンサンドにかじりついていると、くすりと前方から含み笑いが聞こえた。

「慌てなくていいよ」

「でも」

「ケーキもね、買ってある。四号サイズの小さいやつだけど」

　ケーキ、と聞いてぱっと顔を上げ、つい朝比奈さんの周辺を探してしまう。

　だって、ふたりで食べられるなら嬉しいと思ったのだ。だけど、今目に見えるところにはそれらしいものは見当たらない。

「車にあるよ」

「そうなんですか、嬉しい」

「ホールケーキだからさすがにここではね。うちに来る？」

　片手で頬杖をついて、彼が微笑む。

『うちに来る？』

　その言葉に固まった私を優しく見つめている。

　私と朝比奈さんは、まだ付き合って日も浅く忙しいこともあり、休日にするようなデートらしいデートは一度しかできていなくて、未だキスだけの関係だった。

　朝比奈さんの言葉の意味を噛みしめるたびに、頬が熱くなる。

　そんな私の頬に彼の手が伸びて、親指が肌を撫でた。

「おいで」

　静かな休憩室に響いた甘い囁きに、小さく頷くことしかできなかった。

　ずっと夢の中にいるような、ふわふわと舞い上がった感情と、初めて朝比奈さんの部屋を訪れる緊張感で、心臓は走りっぱなしだった。




　タワーマンションの一室、パノラマ画像のように広く外を見渡せる窓の外は、ホワイトクリスマス。

　私は生まれて初めて、大好きな人とクリスマスを祝った。

　リビングには、少し残ったクリスマスケーキと半分ほど空けたシャンパンが置き去りになっている。

　ベッドに腰かけ、緊張で震える私の冷えた指先を温めるように、彼が私の両手を包み込み、唇を当てた。

　まるで、宝物にそっと触れるようで、自分がなにかとても大切な存在になれたような気持ちになってしまう。

　きゅ、と胸の奥が苦しくなって、目を瞑つぶった。

　その間も彼の唇の感触が手の甲から感じられて、身体が熱くなる。

　彼の唇も、熱い。その体温に交じって、ひやりとした固い金属のようなものが指に触れる。それが薬指を通る感覚に驚いて目を開けた。

　朝比奈さんの大きな手に包まれている、私の左手の薬指に、部屋の間接照明が反射する。

「これっ……」

　たった一度のデートの時、朝比奈さんに仕事の電話が入って、偶然足を止めたアクセサリーショップで私が一目惚れした指輪だった。

　細いリングに、青と白の小さな石で花の形がかたどられている。

　朝比奈さんは電話中だったから、私がそれに見惚れていたことなんて気付いていないと思っていた。

「クリスマスプレゼント。欲しいものを聞き出す時間もなかったし……他に、思いつかなくて」

　顔を上げれば、彼にしては少し珍しい、照れたような表情だった。

　十一月に入ってからは本当に忙しい洋菓子業界だ。プレゼントひとつ買いに行く時間を作るのだって大変だったと思うのに。

「カジュアルなデザインだし、気軽につけてくれればいいよ」

　忙しい時間の合間を縫って、用意してくれたのだ。

　そう思ったら、感極まった私はつい自分から彼の首に抱きついてしまった。

「嬉しい、ありがとうございます……！」

　自分が、大胆なことをしてしまったと気が付いたけれど、離れる前に背中に大きな手のひらを感じた。優しく撫でられて、そのまま頭を彼の肩に預けてしまう。

　好きな人から指輪をもらうのは女にとってはとても特別で、意味があるものだ。

「……真帆」

　名前を呼ばれて肩から顔を上げれば、少し身体が離れて頬を両手で包み込まれた。

　……綺麗。

　間近で見る彼の顔は恐ろしいほど綺麗で、まっすぐに向けられるブラウンの瞳に吸い込まれてしまいそうになる。

　唇が私の額と頬に触れ、それから唇を啄ついばんだ。何度も何度も擦れ合う唇と、甘い空気にくらくらとめまいを覚えた。

　こんなに素敵な人が、どうして平凡の代表格みたいな私を大事にしてくれるんだろう。私ももっと、朝比奈さんの隣に立っても恥ずかしくないような、人間になりたい。

　徐々に深くなるキスに背中が戦慄わななき、力が抜けて、後ろに倒れそうになるのを手をついてこらえた。

　すぐに上から唇が被せられ、喉が仰け反る。そのままベッドの上に倒れ込んだ。

　長く続くキスは、これまで知らなかったほどに甘く官能的で、意識はすぐに蜜みつの時間に融けていった。肌を撫でるその手が際どい場所に近づくほどに、私の身体が熱を溜め、それを持て余して何度も何度も、身を捩よじる。

　身体中に触れるキスも、熱い手のひらも、行為のすべてが優しく羽で撫でるようで、気持ちいいけどもどかしい。そのもどかしさがやがて苦しくなって、小さな喘あえぎだった声はいつのまにか懇願するような鳴き声となった。

「……真帆。いい？」

　そんな風に耳元で尋ねられても、朦もう朧ろうとしてお腹の奥も頭の中も溶けてしまっている。ただただ、この疼うずく身体をどうにかしてほしい。

　私は、必死で頷くしかなかった。

　初めて、ではなかったけれど、それほど慣れないままに終わった大学時代の関係からは日が経ちすぎていたのだろう。丁寧に愛撫され柔らかく溶けた身体でも、彼を受け入れるのには引きつれるような痛みを伴った。わずかに顔が歪み、シーツを掴む。

　その手の指を、彼の手が包み、親指で手のひらを撫でてやんわりと解かせる。そのまま手首を掴んで、私の両手を自分の首に回させた。

「……つらい？」

　熱く、浅い息遣いに交じって、彼の擦れた声が聞こえた。

　……少し、余裕がない？

　彼でもそんな風になることもあるのだと、頭の片隅でちらりと思う。それが少し、嬉しかった。

　部屋に満ちる荒い息遣いと、汗ばむ肌の触れる音。薄暗い視界の中で、オレンジ色の間接照明の灯りが揺れていた。

　違う、揺らされているのは私。甘く優しすぎる愛撫とは裏腹な、強く突き上げて揺すり上げる熱に私は溺れ、何度も何度も、昇りつめた。

　私を慈いつくしむこの体温を独り占めしているのだと、この時はまだ信じていて。

　ただ、あまりにも幸せすぎて、幸福な夢の中にいるようだと、そんな風に思っていた。




＊　＊　＊




「……ほ。真帆」

　名前を呼ばれた気がして、目を開けようとした。だけど頭が重くて、なかなか瞼も開かない。

　そうこうしているうちに、誰かの声がした。とても懐かしいような、声だ。

　昔の夢を見ていたからだろうか、涙が出そうになる。

　その声は、誰かとやりとりをしていて、それからしばらくして、すうっと空気が流れた気がした。

「真帆、降りて。着いたから」

　着いた。どこに？

　その言葉で、自分がタクシーに乗っていたことをようやく思い出す。

　腕を引かれ、上半身を抱きとめられるようにして、タクシーの外に出された。

　これは、誰。

　一緒に飲んでいたのは……朝比奈さん、だ。

　バタンとタクシーのドアが閉まった音に驚いて、やっとはっきりと目が開いた。私の上半身を抱きかかえている力強い腕や肩を掴む手のひらの熱、体温で立ち上るシトラスの香りに引きずられそうで、ドン！と胸をついて距離を取った。

　驚いた顔で私を見下ろす彼と視線がぶつかったが、それよりも私はタクシーへ目を向ける。

「待って！　あ！」

　引きとめようとしたけれど、あえなくタクシーは走り去る。なんで帰してしまうのだと、つい視線が朝比奈さんを責めた。

　彼は困ったように眉尻を下げ、肩を竦める。

「道幅があまりないし、待たせるのは無理だろうと思ったから」

　ここは、私のアパートの目の前だった。ちゃんと送ってくれたのだ、とそこは感謝するけれど、これでは朝比奈さんをこのまま帰すことに申し訳なさを感じてしまう。

　彼を、何度か泊めたことはある。けれど今は、そうしていい関係ではない。

「部屋の前まで送る。足元がまだふらつくだろう」

「大丈夫です。ご迷惑をおかけしました」

　ぺこん、と頭を下げてから、数秒沈黙する。この後どうするべきなのか、朝比奈さんから『帰る』という言葉を言い出してくれるのを待っていた。

「……あ！　た、タクシー呼びましょうか」

「いらない。大通りに出ればすぐ捕まるよ」

　いい提案を思いついた、と口に出したのだが、即座にそう返される。だけど帰るつもりではいてくれたことに少しほっとして、気が緩んだ。

「そうですか……それじゃあ」

　動き出さずにとどまったまま私を見下ろす彼の視線から逃げるように、アパートの二階へ上がる階段に向かおうとした時だった。ぱしん、と確かな強さで手首を掴まれた。

「あっ!?」

　引き戻されて、すぐさま感じたのは、スーツの上からでもわかる厚い胸板の感触だった。離れようとしたけれど、強く抱きすくめられて身動きすら取れなくなる。

「やっ！　朝比奈さんっ！」

「このまま」

　ぎゅう、と痛いくらいに胸板に顔を押しつけられた。

　引き剥がそうと暴れる私を止めたのは、彼の力強い腕ではなくて、吐き出された長い溜め息だった。

「少しの間、こうさせて」

　掠れた声が夜の路地に響いて、不意に神経が研ぎ澄まされる。

　誰か来たら、と焦ったけれど足音は聞こえない。

　片腕が背中から腰を抱きしめて、もう片方の腕が頭を抱き込む。そのまま髪に頬ずりをされ、その仕草に愛しさが込められているような気がして戸惑った。

「……なんで、こんなことするんですか」

　温かくて力強い、朝比奈さんにしがみついてしまいそうになる。

　そんなのはただの条件反射だと、自分に言い聞かせてかろうじてとどまった。

「わからない？」

「わかりません」

　瞼の奥が、熱い。

　泣いてしまいそうで、私はあえて感情を冷えさせる。

　私なんかより、朝比奈さんに似合う人は他にいる。それを理解したから、あの時私から別れを切り出したのだし、彼もそれを受け入れた。彼にとって、私は取るに足らない存在なんだと、あの時にもう充分泣いて、立ち直った。

　だからもう、傷つかない。

「真帆と、もう一度やり直したい。この三年、ここへ帰ってくることだけを考えてたよ」

　どうしてそんなに気安く人をその気にさせるようなことを言うんだろう。

　抱きしめられたまま聞く彼の声に、耳を貸してはダメだと自分に言い聞かせる。そうしていれば、甘い言葉に容易く惑わされずに済む。

「朝比奈さんには、もっとふさわしい人がいるんじゃないですか」

　抱きしめる腕の力が、私の言葉でやっと少し、緩んだ。

　だけど今度は、じっと私の心の中まで見透かそうとするような視線に捕まる。

「真帆？　どういう意味？」

「……別に。ちらっとそう思っただけです。もともと、釣り合ってないし」

　俯いて逃げて、早口で言い捨てた。

　とぼけてるのだろうか、そう思えば、彼の言葉の全部が白々しく聞こえた。

　だって、私の脳裏にはあの頃見てしまった〝ふたりの姿〟が今もはっきりと焼き付いて、思い出しただけでおかしくなりそうになる。

　もしかして、もうあの人とは会ってないのだろうか？

　だからといって朝比奈さんに私が不似合いなことに変わりはない。

　ネガティブ思考の連鎖にはまり、ますます居心地の悪くなる腕の中からなんとか抜け出したいと小さく身を捩って主張した。しかし、先ほどまでより力は緩んではいるものの、私の腰の後ろで彼はがっしりと両手を組んでいて、離すつもりはないようだ。

　そうして探るように私の顔を覗き込んでくる。

「真帆、ちゃんと言って。どういう意味で言ったの」

「なんでもないですってば」

「真帆」

　余計なことを言うんじゃなかったと、後悔した。

　彼は、私の言葉を引き出そうと追及の手を緩めない。その上、こう言うのだ。

「……僕はいつから、そんなに信用を失ったのかな」

　困ったように笑う。

　その表情に、カッと頭に血が上った。

「よく、そんなことが言えますね」

　信用を失う覚えがないって、真剣にそう思っているのなら。今なら本当に、この人のことを大嫌いになれると思った。

「朝比奈さん、私以外に会ってる女の人がいたこと知ってます」

　はっきりとそう言えば、少しはうろたえるかと思った。だけど、それでも彼は眉をひそめて困惑するばかりで、それがさらに私を苛立たせて、結局私は口を滑らせた。

「倉野さんとは、今はもう会ってないんですか」

　そこで初めて、朝比奈さんの表情が変わった。はっと目を見張り、私の腰に回された手が一瞬緩んだ。

　それが朝比奈さんの動揺を表しているのだと嫌でも気が付いて。

　そのことに、私の方がびっくりするほど……息ができないくらい、苦しくなった。

　ドン！と彼の胸をついた。

　けれど、私の行動にすぐに気付いた彼に両腕をがっしりと掴まれる。

「違う。彼女とはなにもない」

「嘘！　今動揺したじゃないですか！」

「仕事の話で会った。それだけだ」

　彼の手から逃げようと大きく腕を振り払おうとしても、びくともしない。

　仕事の話？　そんなわけ、あるはずがない。

「サブの私も知らなかった仕事ですか。Ｈ・Ｗホテルのロビーで待ち合わせて？　役員秘書となんの仕事ですか」

「真帆、頼むから」

「しかも二回ですよ、偶然で二回も会うって。それって私の知らないとこで何度も会ってるってことですよね？」

　話せば、あの日見た映像が頭の中に映し出されて、さらに私を苦しめる。

　だから言いたくなかったのに。こんな惨めなこと言わせてほしくなかったのに。

「二回？」

　彼が焦りを滲ませながらも訝いぶかしい顔をする。

　ここまで来てなにをしらばっくれるつもりなんだろう。

「見間違いなんかじゃないです！」

　いよいよ涙の気配を隠せなくなって、私は力いっぱい身を捩って逃げようとする。

　すると、ぐうっと一層強く掴まれた腕に、痛みが走った。

「痛っ！」

　その悲鳴に、力を入れすぎたと気付いたのだろう。彼が、はっと我に返った様子で、急に手を離した。だけどそのせいで、私は後ろにたたらを踏んで、その拍子に右足首を変な方へ捻ってしまった。

「あっ！」

「危ない！」

　痛みのあまり、膝が立たなくて転びそうになる。それを再び伸びてきた朝比奈さんの手に支えられた。

「悪かった。挫くじいたんじゃないか？」

　朝比奈さんが私の身体を支えながら、右足を気にして腰を屈めようとする。

　だけど、そんな心配はいらないから早く離してほしい。

「大丈夫です。もう帰りますから離してください」

　彼の手を押し退け、少しでも距離を取ろうと、私は冷たく言い放つ。

　転びそうになって会話が途切れたのがよかったのか、少し頭が冷静さを取り戻していた。

「まだ話は終わってない」

「終わりましたよ、三年前にとっくに」

　ふたりを見たことがきっかけで、私は彼の恋人であるはずの自分に自信を失っていった。並ぶふたりはあまりにもお似合いで、きっと誰の目にも理想的な恋人同士に見えただろう。そう思えば追及する勇気が出なかった。

　その時に、私の恋は終わったのだ。

　戦わずして、逃げた。

　今思えば、自分から別れを告げたことが私の最後の賭けだったのかもしれない。

「ほんとになにもない。会ったのもその二度だけだし、専務もご一緒だった」

　そんなバカなこと、あるはずない。

　たった二度の逢瀬を、偶然二度とも目撃するなんてありえない。

　それに。

　彼は翌日、言ったのだ。

「嘘。だって朝比奈さん、言った」

「なに？」

「翌日。夕べなにしてたんですかって聞いたら、まっすぐ帰ったって嘘ついたじゃないですか！」

　私はこれ以上の会話を拒否するように目を逸らし、頑かたくなに顔を背ける。

　やがてそんな私の態度に、彼は諦めたんだろう。長い沈黙の後、溜め息を落とした。

「……わかった。部屋まで送る」

「いりません。ひとりで歩けます」

　彼の手を払い除けて一歩踏み出せば、痛みはあったものの歩けないほどでもなかった。

　けれど彼はしつこく後ろを追いかけてくる。

「階段がある。危ないから……」

「しつこいです。もう」

　無視して階段の手前まで来た時だった。いきなり身体が宙に浮いたかと思ったら、肩に担ぎ上げられてしまった。

「ちょっ！　なにするんですか！」

「なにもしないよ、部屋まで送るだけ。あんまり騒いだらアパートの住人に迷惑だよ」

　言われて、ぐっと反論の言葉をのみ込んだ。

　かつん、かつんと革靴の音が階段を上がっていく。

「今日のところは帰るけど」

「次はないです。さっきわかったって言ったじゃないですか」

　二階に上がっても、彼は私を担いだまま通路を行く。部屋の前まで来て、やっと下ろしてくれた。

「うん、よくわかった。僕がどこからやり直さないといけないのか」

「やり直すって……」

　まだそんなことを言うのか、と呆あきれた顔しか浮かばなかった。

　玄関扉を背に、彼と向かい合う。

「ひとつだけ言い訳をさせてもらうなら、嘘をついたつもりはなかったよ」

「え？」

「父に呼び出されて、専務もご一緒だった。仕事の話に違いなかったから、そういう言い方をしたんだと思うよ。さすがに三年前の会話を詳細には思い出せないけど」

　朝比奈さんのお父様、といえば社長だ。社長と専務と、仕事の話があったということか。朝比奈さんの立場なら充分ありえる話だ、と判断に迷う。

　彼女と一緒にいたのはそのため？　仕事のつもりだったから、まっすぐ帰ったと言った、そういうこと？

　だけどすぐにまた、否定的な考えが頭に浮かぶ。

　二度しか会っていないのに、二度とも偶然目撃するなんて、ありえないと思ってしまう。もっと何度も会っているうちの二度だったのではないかと、その疑いが消えない。

　同時に、記憶を辿った。

　自分はどんな聞き方をしただろうか、彼の言葉のニュアンスは？

　あの頃の会話を思い出そうとしたけれど、嘘をつかれたというショックばかりが際立って、上手く思い出せない。

　そしてはっきりと覚えているのは……朝比奈さんと一緒にいる時の、彼女の嬉しそうな表情だった。あれが、仕事の顔だというのか。

　眉をひそめて考えながら、朝比奈さんの表情をじっと見つめる。

　すると、彼が苦笑いをした。

「真帆には確かめようがないことを言葉で説明しても信じてもらえないだろうね。よくわかったよ、僕はまず君の信用を取り戻すところから始めないといけないみたいだ」

　あっけらかんと意外に明るい表情で言われてぽかんと見上げた。

「……上司としては信用してます。なにもそこまで」

　もう、終わったことでいいじゃないか。朝比奈さんなら他にいくらでも……そう、倉野さんでなくたって、いくらでも寄ってくる女の子はいる。なのになんで、そんな。

「めんどくさいでしょう、他にいくらでも」

「君以外はいらない。言ったよ、ここに帰ってくることだけを考えてた」

　とん、と私を囲うように、彼の両手が背後の玄関扉に置かれた。目尻が少し下がった、優しい微笑みがすぐ目の前にある。

「次に会ったら、二度と離さないと決めてた。君がどんなに嫌がってもね」

　その言葉と同時に、目尻に軽くキスをされた。私は強く目を瞑り、びくっと肩を震わせる。

「泣かせてごめん」

　ぎゅっと目を閉じたまま硬くなっていると、不意に頭の上に手のひらを感じた。くしゃっと軽くかき混ぜると、そのまますんなりと手が離れ、革靴の足音が離れていく。

　やっと目を開けた時には、彼は背を向けて階段へ向かって歩いていくところだった。

「あ……朝比奈さん」

「帰るよ。今日はなにもしないと約束したし」

　名前を呼ぶと、立ち止まって半身だけ振り返ってそう言った。それから、「あ」となにかを思い出したように言葉が続く。

「ひとつ聞きたいんだけど」

「はい？」

「三年前、僕を見た時、他に誰かといた？」

　変なことを聞くな、と思った。

　だけど、確かに私はひとりじゃなかった。

「え、と……伊崎、と一緒でした。同期の飲み会がある日で……」

「二回とも？」

「二回ともです。確か……」

　そこまで考えて、思い出したことがひとつあった。

　飲み会の前に朝比奈さんと倉野さんを見つけて、ショックを受けた私はその日飲み会を途中で抜けて帰った。だけど次の日、一緒に飲んでいた同期からなぜか伊崎とふたりで抜けただのと変に関係を冷やかされたのを、朝比奈さんに聞かれたことがあった。もしかしてそれを疑われているのかと、私は慌てた。

「一緒に向かう途中だっただけです！　その後も、ほんとにふたりで抜けたわけじゃなくて……」

「わかってるよ」

　そういうことじゃないよ、と彼が微笑んだ。

　なにが言いたいのかわからなくて、私は首を傾げる。

　その間に、「じゃあね」と、彼は今度こそ階段を下りていった。

　最後の会話、一体なんだろう？

　ぼうっと見送っているうちに、やがて朝比奈さんの足音が聞こえなくなる。

　身体の緊張が解けて、右足首の痛みが急に強くなり、眉をひそめた。

「……冷やさないとまずいかな」

　そう呟きながら、バッグの中で鍵を捜すが、その手がのろのろとして上手く動かない。気が散っているからだ。

　朝比奈さんとの会話が、頭の中で繰り返される。

　三年前、まるで息を吐くようにさらりと嘘をついたと、私はそのことがショックだった。でもそれが、そもそも本当に嘘じゃないのだとしたら。

　ずっと、記憶の奥に封じ込めて蓋をして、思い出さないようにしてた。考えないようにしてた。

　ふたりを見た時、どんな状況だった？　朝比奈さんが言ったように、あれが仕事だったなんて、本当にありえるだろうか。

　間違いなく、倉野さんとふたりだけだった、と思うのに。

　バッグの中で探り当てた鍵を取り出せば、鈴付きのチャームがちりんと鈍い音をさせる。

『……僕を見た時、他に誰かといた？』

　朝比奈さんがそう尋ねた意味が、どこかにあるのかもしれない。

　そう思い、私は恐る恐る、記憶の蓋に手を伸ばし始めていた。










強さとかわいげは両立するか




　挫いた足は、ひと晩経てば少し和らいだものの、やっぱり歩く時には痛みが伴った。

　ちょうど店舗回りもないし、今週中くらいは問題ない。来週にはゴールデンウィークのイベントなどで外出が増えるが、その頃にはさすがに治っているだろう。

　念のため、しばらくはパンプスをやめてスニーカーで通勤し、できるだけ内勤中心に動くことにした。

　しかしそれはそれで、実は結構、イラッとする事態があったりする。

「佐さ々さ木きさん、経理から連絡があったんですけど、お願いした領収書ちゃんと回してくれました？」

　エリアマネージャーのサブの仕事をする女性社員は八人だ。

　その中のひとり、佐々木さんというメンバーの中心的な存在である人に声をかけた。

　マネージャーの人数に対して半分以下なので、色々と負担が多いのはわかっている。だが、どういうわけか彼女は私の仕事だけをいつもきっちり忘れてくれる。

「まだですけど？　私も忙しいんで」

「まだって。先週ですよ？」

　悪びれもせず、ちらっと私の顔を見ただけで、すぐに視線をパソコンのディスプレイに戻す。その様子にイライラしたのを、無理やり口角を上げ笑顔を作った。

　イラつきはするけど、実は慣れている。彼女の嫌がらせは、朝比奈さんがまだここでエリアマネージャーをしていた頃からだ。

　もうひとつ言うなら、担当する店舗数が多すぎて書類整理や雑務も半端じゃない朝比奈さんに特例で専属のサブが付くことになり、それに私が選ばれた時から。

　つまり、やっかみだ。

「はーい。すぐやりまーす」

「結構です。自分でやった方が早いです」

　謝る気もない様子に、どうしても言い返し方がきつくなる。

　だが実際、自分でやった方が確実だし早い。揉めずにも済むから、普段は雑務のほとんどは自分でこなすようにしていた。たまたま、先週はどうしても手が回らなくて頼んだのだが、やっぱり無駄だったようだ。

　溜め息をついて佐々木さんに近づくと、彼女もむすっとした顔で引き出しから私が頼んだ領収書を引っ張り出す。

　そこでどういうわけか、突然ころっと表情を変えてしおらしい態度を見せ始めた。

「すみません、私も忙しかったんですよぉ……」

　そう言って、口元に拳を当てて、眉を八の字にして凹んでみせる。

「だから、もういいですって」

　……ちょっと。気持ち悪いんだけど。

　どうした、なにがあった佐々木！と対処に困っていると、私の真後ろから朝比奈さんの声がした。

「吉住、なにかあった？」

　これか！と思った。

「すみません！　私のせいなんです。仕事が遅くて、吉住さんをいらつかせちゃって」

　うるる、と滲み出す涙に盛大な溜め息が出る。

　そんな私を見て、佐々木さんの白々しい泣き真似に磨きがかかった。

「ごめんなさい、吉住さん……」

「いいです。いつもは自分でやってたのに、頼んで申し訳なかったです」

　面倒くさい状況になる前に、さっさと折れてしまおう。だけどむかつくので、いつもは自分でやってるんだということだけは主張して彼女の手から領収書の束を受け取ろうとした時だった。それを制止するように、朝比奈さんが言った。

「吉住。いつも自分でやってるの？」

「え？　はい。まあ、自分でできることですから」

「領収書だけ？」

　私に向かって朝比奈さんの眉がひそめられ、戸惑いながら彼に向き直った。

　なにかまずいだろうかと思いながらも、ありのまま説明する。

「……いえ。書類作成とか、他の手配とかもできるだけ自分でやるようにしてますが」

　そう言うと、彼の目が一層厳しいものに変わった。

「なんのためにマネージャーと補佐に分かれてると思ってる？　任せるべき仕事は任せて、マネージャーはその労力を店舗に向けるべきだ。そのための補佐の仕事だ」

　思いのほか厳しい声でそう言われ、自然と背筋が伸びた。

　けれど、その言葉に少しの反感もあった。

　もちろん、彼の言う通りだ。だけど仕事を常に後回しにされるようでは、余計に私の負担になってストレスも溜まる。だからこの現状なのだと、それを言うのもまた、佐々木さんたちサブの反感を買いそうだった。

「申し訳ありません。自分の領収書だったので私もそれほどせっつかなくて、連絡があるまで気付きませんでした」

「領収書だから、という問題じゃないよ。吉住がサブに普段から仕事を回してない、ってことが問題なんだ」

　返す言葉も見つからず、頭を下げる。

　こうなってしまっては、今後はちゃんとサブに回さないといけない流れだろう。佐々木さんたちが態度を改めてくれるならいいのだが……そう上手くはいかないだろうなと憂鬱を抱えた時だった。今度は、朝比奈さんの声が佐々木さんに向けられた。

「佐々木さん。そもそも忙しいというのは、先週頼んだ仕事がまだできてないことの言い訳にはならない。一週間も依頼された仕事が滞ってる状態を、どう考えてたの」

　それまで目を潤ませてしなを作っていた佐々木さんも、さっと顔色を青くして背筋を伸ばす。そして、しどろもどろ言い訳を始めた。

「で、ですが……私も仕事がたくさんあってどうしても回らないことも……」

「なんのためにこれだけの人数がいる？　連携は？　ヘルプは求めた？　最悪、遅れていることを吉住に連絡した？」

「い……いえ」

「請け負った仕事には責任を持つ、いつのまにそんな当たり前のこともできなくなった？　このフロアは」

　ぐるり、とフロア全体を朝比奈さんの視線が巡る。ざわめきが一瞬にして消えて、槍やり玉だまに上がってしまった佐々木さんは真っ赤な顔で俯いていた。

「彼女に限ったことじゃなく、マネージャーとサブ、信頼して仕事を互いに任せられるように、ちゃんと全員、気を引きしめて。ミスや遅れがあったらあやふやにはしないこと」

　朝比奈さんは全員に向かってそう言うと、再び私に目を向けた。

「吉住、ミーティングルームに来てくれる？」

　ぴきっと凍りついてしまったオフィスに、一転して柔らかくなった声が響く。そうして私の返事も聞かずに、彼は先に行ってしまった。

　この空気を放置して、朝比奈さんについていっていいのだろうか。顔を真っ赤にして俯いている佐々木さんの手には、私の領収書がまだある。

　どうしたものか、と考えた。

「……佐々木さん。それ、今すぐ処理お願いしてもいいですか？」

　そう言うと、佐々木さんはちらりとも私を見なかったけれど、小さく頭を下げてから言った。

「すぐに経理に回します。ご迷惑をおかけしました」

　静かな声と、椅子が軋む音がオフィスに響いて、ようやく外野となっていた他の社員たちも動き出す。

「よろしくお願いします」

　改めて頭を下げて、オフィスの外へと朝比奈さんを追いかけた。




　ミーティングルームに入ると、彼は長机に腰を預けて私を待っていた。

「いつからサブの子たちと上手くいってないの？」

　腕組みをして、少し厳しい表情を向けられて、私は目を泳がせながら言った。

「……最初から、でしょうか」

「僕のエリアを引き継いでから？　三年も？」

「まあ……揉めてごたごたするよりは自分でやった方が早くて」

　そう言って、ちら、と彼に視線を戻せば、呆れたようにぽかんと口を開いている。

「三年の間に、随分たくましくなったようだけど」

「そうでないとやってられなかったんです、朝比奈さんの後釜なんて。面談の時言ったじゃないですか、大変だったって」

「それはよくわかった。けど、サブとマネージャーでは立場が違う。上手く使うのも仕事のうちだ」

　もっともな言葉に反論は見つからず、「すみません」と小さく頭を下げる。

　間違ってはいない。けど、こんな風に上下を意識させるような物言いをする人だったろうかと、またひとつ以前と違うところを見つけた。

　さっきの、佐々木さんに対してもそうだ。

「あんな言い方してしまって、よかったんですか」

　フロア全体の空気が引きしまったことは確かだろう。あそこまで言われてはサブの子たちも個人的な感情を仕事に持ち込めなくなるだろうが……以前はもう少し、相手を立てるような穏便なやり方を選んでいた気がする。

「戻ってきてから厳しくなったって言われますよ」

「はは。大阪ではこんなもんじゃなかったけどね」

　私の言葉に、彼は苦笑した。

　私は一瞬、意味を図りかねてしまった。

「え、どういうことですか」

「鉄面皮だとか、人を馬車馬みたいに扱う鬼だとか色々叩かれたかな。みんな僕の前ではびくびくしてたなあ」

　ははは、と軽く笑って言うけれど、

「まさか」

　まったくイメージが湧かなかった。

　厳しいことは言っても、フォローも忘れない人だった。いくらなんでも、その言われようと朝比奈さんが私の中で繋がらない。

「……大阪支社、そんなに大変だったんですか」

　そう言うと、彼は微笑みで返した。肯定の意味だろう。

　だけどその穏やかさからは、やはり先ほどの鉄面皮だの鬼だのという言葉は想像できない。なんで朝比奈さんがそんな言われ方を、と腹が立ってくるくらいだ。

　別れた人、それ以前に、彼は私にとって尊敬できる上司なのに。

「まあ、言われて当然の仕事の仕方をしてきた覚えはあるからね」

　だからって、彼が無意味にそれほど厳しいことを言うはずがない。きっと、そうしなければならない理由があったのだと思う。

　私はそう、信じていた。

　私たち社員には聞かされていなかったけど、もしかしてそれほどに、大阪支社の状況は芳かんばしくなかったとか？　だとしたら、そんなところに赴いての三年間は……。

　憶測にすぎないが、ひどく胸が痛くなった。言葉もなく見つめていると、こつ、と靴音がして彼が近づいてくる。

　穏やかで優しい、誰からも頼られる人だった。少なくとも東京本社ではそうだった。そんな彼が、悪く言われるなんて絶対おかしい。

　そのことばかり考えていたら、いつのまにかオフィスらしからぬ距離に彼の顔があって。

「ちょっ！　なにしてるんですか！」

　キスされそうなくらいに近い距離に慌てて背を反らせ、後ずさった。

「あ……残念。同情してくれてるみたいだったからこのままつけ込もうかなあって」

「そっ！　そういうこと言われるとますます信用できなくなります！」

　この人夕べ、信用を取り戻すみたいなこと言ってなかった？　上司としては信頼していても、男の人としてはどうなのか。

　本気なのかからかってるのか、黒なのかそれとも白か。くすくす楽しそうに笑う彼からは、なかなか尻尾が掴めない。

「心配しなくても、大阪でもやりがいはあったよ。あっという間だった。……それより足は大丈夫？」

　彼の視線が私の足元に下りる。

　スニーカーに替えてることを気にしてくれていたようだ。

「大丈夫です、さほど。念のためしばらくはスニーカーにします」

「外出があれば声かけて。車出すから」

「え、いえ！　結構です！」

　統括部長を連れて外回りなんて、そんな目立つこと絶対しない！

「でも僕の責任だから」

「ほんといいです、しばらくは店舗回りもないんで」

「じゃあ、送り迎えくらいはしようか」

「通勤の!?　もっと嫌ですよ……って、やっぱりつけ込もうとしてるでしょう！」

　気付いて軽く睨むと、彼は悪戯いたずらな表情を浮かべてようやく、身を引いた。

「信用を取り戻すって難しいなあ」

「仕事中になに言ってるんですか。用がそれだけなら仕事に戻ります」

　ふい、っと顔を背けてドアノブを握る。

　その時、背後から彼の声が追いかけてきた。

「三年は、長いね」

「え？」

「強くなったし、仕事もできるようになった。揉めるのが煩わずらわしいからって自分でこなしてしまうくらいに」

　嫌味を言うために呼び止めたのだろうか？

「……すみませんてば。もう、しませんから」

　そう続けながらミーティングルームからさっさと出てしまおうとしたけれど、その前に彼の言葉が被さった。

「嬉しい半面、どうしても三年前と比べてしまうね」

　ドアを開いた状態で、半身振り返る。

　彼の言葉に、答えることができなかった。私も同じ感覚だったからだ。

　朝比奈さんに、昔の彼との違いを見つけては、動揺してしまう。そんな私と同じことを彼もまた、感じているのだろうか。

　今の私は、彼の目にどう映っているんだろう。

「できるようになったのはいいけど、無理はしないこと。身体を壊すよ」

「……はい。失礼します」

　話は終わり、と手を振られた。

　身体を心配してくれることが上司としてなのかそうでないのか、考えるよりも先に素直に頷いてしまっていた。

　失礼します、とミーティングルームを出たものの、私の頭は朝比奈さんの言葉にすっかり支配されていた。

　三年前と比べて……私ってどうなの。

　仕事は確かに、がむしゃらに頑張った。今度こそ、なににも負けない自分であろうと、意地になった部分もある。だけどその分、女としてはかわいげがなくなったかもしれない。

　今となっては、ちょっとやそっとのことでは泣かない。

　恋愛はもう二の次でいいって思っていたし、わかっていたから。いつか、朝比奈さんは絶対本社に戻ってくる……そうわかっていたから、その時に少しも進歩のない自分ではいたくなかった。

　私にとってあの人は、元恋人である以上に、憧れの上司であったのだ。彼のいなかったこの三年間ですら。

　だからといって、かわいげのない女になりたかったわけでもなく……もしそう思われているなら心境は複雑だ。

「つくづく、卒業できてないなあ」

「なにが？」

「うわっ！」

　考え込んだ末の独り言に、ひょいと顔を覗き込んできたのは怖い顔をした伊崎だった。

「びっくりした、なに？」

「いや。朝比奈さんに、急に呼ばれてたから。なにかあったのか心配だっただけ」

　ぶす、と眉を寄せている。この頃の彼はいつもこの仏頂面だ。

「別に、心配するようなことはないよ」

　歩きながら軽くあしらうと、彼も真横について歩き出す。

「ならいいけど……なあ、飯行かね？」

　そのひと言で、そういえばもうじき昼かと気が付いた。

「いいけど、社食だよ。私今日社内出ないし」

「昼じゃなくて晩飯」

「あ、ダメ。今日はカナちゃんとご飯行くから」

「は？　昨日歓迎会の後行ったんじゃねーの」

「そうだけど、ちょっと色々あったの！」

　本当は、カナちゃんと行く予定だったのがなぜか朝比奈さんだった、という結末だが、それを言えばまた息巻いてしまいそうなので、あえて黙る。

　沈黙した代わりに、じっと伊崎を見上げた。

「な、なんだよ」

　ちょっと照れたような顔を無言で見つめる。

　素直な男だと思う。いいヤツだし、わざと誰かを嵌はめるような人には見えない。

　三年前のことを聞こうと思ったが、なにをどう聞けばいいかピンとこなくて、今はやめた。

「別になんにも。また今度ね」

　そう返事をして、オフィスに戻る前にトイレに向かう。

　さすがにそこまではついてこれず、伊崎は大人しくオフィスに戻ったようだった。

　昨日、朝比奈さんが意味深な言葉を残したから、あの後私は三年前のことを懸命に思い出そうとした。特に、一緒にいた伊崎のことを。

　だけどやっぱり、あの時はたまたまふたりで居合わせただけで……なにも、特別気になることは見当たらなかったのである。




＊　＊　＊




　三年前。

　朝比奈さんの専属サブになったのがなぜ私だったのかはわからない。

　サブは本来専属というものがなくて、みんなでマネージャーの仕事をカバーしている。ただ、朝比奈さんの仕事量を見るに見かねて当時の統括部長が専属サブをつけることを提案した、というのは聞いていた。

「っつかさー。なんで吉住なの。私の方がどう考えたって仕事速いし。アイツ寝てんのって思うくらいとろいじゃない」

　お昼を食べてからお手洗いに行こうとした時、中からそんな会話が聞こえてきて足が止まった。ひとつ先輩の、佐々木さんの声だった。

「あれ、朝比奈さんご指名なの？」

「さあ？　わかんないけど、納得いかないわ。アイツじゃ絶対、足引っ張るしかできないんじゃないの。あのちんちくりん」

　他の声も、サブの子たちのものだ。

　私は諦めて、別のフロアのトイレを借りようとエレベーターに乗った。

　一階のトイレに行ってから、ロビーの端にあるコンビニに寄ろう。どうせ、買いたいものがあったし。

　それにしても……ちんちくりん。仕事に関係ないと思うんだけど。

　確かに私は少々童顔で、肩幅や手など全体的に小さいから、ちんちくりんに見えるかもしれないが、一応百五十五センチは超えている。

　しかし、容姿でなめられがちなのは自分でもわかっていて。ちょっとでも大人っぽく見えるように、朝比奈さんと組んでからは少しパンプスのヒールを高くした。

　一階でエレベーターを降りてトイレに向かう途中で、足の痛みに一度立ち止まる。溜め息をついて、パンプスを踵だけ脱ぐと、爪先に気持ちいい解放感。

　踵は、ストッキングの上からでもわかるくらい赤くなっていた。

　コンビニで買うつもりでいたのは、絆ばん創そう膏こうだ。先にコンビニに行ってからトイレの方がよかったか、と方向転換しようとしたのだが。

「大丈夫？　靴擦れしたの？」

　優しくて落ち着いた女性の声に、振り向いた。

「倉野さん」

　専務の秘書の倉野百合さんだった。

　こうして話すのは初めてだったけど、彼女のことは知っている。何日か前、朝比奈さんが専務に呼び止められた時、彼女もいたからだ。

　三人で仕事の話をしていたその中に、私はとてもじゃないけど交じれなくて、一歩下がって朝比奈さんの背中越しにただ彼らを見つめていた。専務や朝比奈さんと、対等とは言わずとも臆せず意見を言える彼女の姿に、尊敬と憧れと、少しばかりの嫉妬が混じった。

「私、絆創膏持ってるわよ。向こうに行きましょうか」

「す、すみません」

　促されるままに、お手洗いを入ってすぐ横にあるパウダールームに向かった。

　幸い誰もおらず、ふたりでスツールに並んで座る。パンプスを脱いでいると、彼女も覗き込んできた。

　店舗にいた時も立ち仕事だったから、よくマメができたりして皮膚が硬くなってしまった。あまり綺麗な足ではなく少し恥ずかしい。

「かわいそう、赤くなってるわね」

「ありがとうございます。後で貼らせてもらいます」

　ストッキングがあるので今ここでというわけにはいかず、彼女が差し出してくれた絆創膏を、ありがたく受け取った。

「朝比奈さんと仕事するのは大変でしょう。こんなに無理して」

「いえ！　今はバレンタインも控えてるのでずっとバタバタしてて、それだけです」

　クリスマスが終わり、一月に入ればすぐにバレンタインの準備で慌ただしくなる。その後ホワイトデーとしばらくは気が休まることがない。

「まったく……彼ももう少し気遣ってあげればいいのに。誰もが皆自分と同レベルで仕事ができるわけないのにね」

「いえ、ほんとに。私がついていけてないだけなんで」

　言いながら、無性に恥ずかしくなった。

　佐々木さんたちだけでなく、部署が違って私たちの仕事の内情なんて知らないはずの人から見ても、私はお荷物にしか見えないのだろうか。

「あなたみたいな子に、朝比奈さんのサブなんてつらいに決まってるわよ」

「え……」

「あ、ごめんなさいね、あなたが悪いって意味じゃないの。まだ経験も浅いでしょう。朝比奈さんの仕事量についていけるはずがないのよ」

　無理しないでね、と倉野さんが優しく肩を叩いてくれて、先にパウダールームを出ていく。その後ろ姿に、つい目がいった。

　背もすらりとして、モデルのような立ち姿だ。ヒールの高いパンプスも自然に履きこなして、歩く姿も美しかった。

　ぴりぴりと、踵が痛い。その痛みが無理をしている証拠なのだと責められている気がした。

　してるよ、無理くらい。だって……そうじゃなきゃ、朝比奈さんには追いつけない。すぐ真後ろにすら、私は立てない。

　朝比奈さんの専属サブになれて、最初はすごく嬉しくて楽しかったけど、そのうち陰口を叩かれていることに気が付いた。社内での書類整理だけじゃなく店舗に連れ出されることも多いから、余計に反感を買うのかもしれない。

　だけど社内にいるよりは、一緒に外出している方が雑音は気にしないでいられる。




「吉住、今からディスプレイの確認をしたい店舗があるから、一緒に来れる？」

「は、はい！　今すぐ！」

　オフィスに戻って、朝比奈さんに任された企画書のデータを作成している途中、声をかけられ慌てて出かける用意を始める。

「車出すから、駐車場でね」

　そう言って、朝比奈さんは先に駐車場へ向かった。

「お前、大丈夫？　すっげえ忙しそうだけど」

　声をかけてきたのは、同期の伊崎だ。彼も私と同様に一年店舗経験を積みに行っていたのだが、出向先の店舗が人員不足で十一月初めにやっと戻されてきたところだ。仕事が私の手に負えない時に、よく手伝ったりしてくれている。

「大丈夫！　ごめんね！　同期会しようって話なのに、なかなか予定立たなくて」

　パソコンの電源を落としながら、わたわたとスマホや筆記用具などをバッグにがさがさと放り込む。

　今からディスプレイを設置するんだとしたら今日が休みの店舗だろうか。さらに明日からのバレンタインフェアの店舗……っていったらきっと、あの店とあの店かな。

　頭の中で仕事のあたりをつけながら、伊崎の会話に応じる。

「いや、いいんだけどさ。疲れてそうだし、手伝うことあったら言えよ、俺今暇だしさ」

「ありがと、伊崎。エリア、どうなるんだろうね」

　彼は最初からエリアマネージャーとして戻されているのだが、担当するエリアがまだ決まっていない。

「予定があるとは聞いたんだけどな……まあそれまで楽でいいけど」

「伊崎が暇なうちにやりたいよね、同期会」

　私たちの同期といえば、企画部の小お野のくんと総務部の多た田ださんだ。

　入社後の研修期間に仲良くなり、その後ちりぢりに配属されたのだが、時間があればみんなで集まっていた。そして今回、伊崎が本社に戻り、一度集まろうという話になっていたのだが……私の方でなかなか時間が作れなくて先延ばしになっている。

「声かけてね！　遅れてでも行くから」

　パソコンの電源が落ちたのを確認すると、私はバッグを持って慌てて朝比奈さんを追った。




　それから朝比奈さんと三店舗を回った。人員が少なくて販売員だけでは手に負えない店舗に、ディスプレイを手伝いがてら確認しに行ったのだ。

　全部終えた頃には定時を過ぎていて、朝比奈さんがまっすぐ私をアパートまで送ってくれた。

「真帆、今日はゆっくり休んで」

　アパート前で車を停車させて、朝比奈さんが私の頭を撫でてくれる。

　真帆、と呼ばれれば、プライベートの時間だと私の頭も切り替わる。

「朝比奈さんは……まだ帰らないんですか」

　食事もせずに送られたことが、彼にはまだ仕事が残っているのだと予測できた。

「だったら、私も手伝います」

「真帆はもう帰りな。この頃疲れてるし顔色も悪い」

「でも」

「少しだけ、充電」

　頭を撫でていた手が後頭部に回り、優しく唇を重ねられて言葉は封じられる。

　深く、唇同士が合わさって、私はそれだけでなにも考えられなくなってしまう。

　どんなに忙しくたって、陰口を叩かれたって、朝比奈さんと一緒にいられるならそれでいい。

　プライベートの時間は少なくても、会社に行けば毎日顔が見られて、言葉を交わすことができる。それがなにより幸せだった。

　一月下旬、どの店舗も開始時期のズレはあれどもバレンタインフェアに突入した。

　二月のバレンタイン当日が近づくほどに、店舗からの要求やクレーム、トラブルで忙しくなるのは目に見えていて、それまでに同期会をということで無理やり決行することになった。朝比奈さんにはちゃんと同期と飲みに行く、と伝えてある。

「って、なんで八時開始なの？」

「だってお前いつも遅いから八時なら全員集まれると思ったんだよ。いいだろそれまで飯食ってようぜ。待ち合わせの店、バーだし。先に食っといた方がいい」

「えー……」

「小野と多田、いい雰囲気なんだよ。多分今頃一緒に飯食ってんじゃね？」

「え。そうなんだ……ってなんで知ってんの、私抜きで会った？」

「社食で打ち合わせてた」

　そうなのか。

　忙しいと連絡を取ることも億おっ劫くうになってしまって、同期会の件も伊崎に任せきりになっていた。

　確かに、上手くいきそうならふたりの時間を作ってあげた方がいいのかもしれない。

　そう納得して私は伊崎と駅前にあるカフェに入った。

「っつかさー、この業界、本社勤めでも結局土日祝は忙しくて女作ってる暇もねえよな」

「まあねー。休み平日に振り替えてること多いし、繁忙期は極端だし」

「だよな。……同業者が彼女なら、問題ないんだけどなー」

「いいんじゃない？　あ、エリアもらったら店の子とか」

「いやいやいや、それまずいだろ」

「あははー、多分まずそう」

　特にそういうルールがあるとは聞いてないけど、なんかあまりよくない気がする。自分のエリアの子と恋愛して、うっかり上手くいかなかったら後々仕事がやりにくそうだ。

「っつーか、お前は男欲しくないの」

「いや……その聞き方ね、どうなの」

　私は、朝比奈さんがいるもん。あんな陰口を叩かれなくなるくらい、誰も文句を言わないくらい私が仕事もできるようになったら、いつか公表できたらいいな。

　そんな風に朝比奈さんを思っていたら、窓の外に、白のぴかぴかのセダンを見つけた。ここ二階席の窓からは、駅前のロータリーがよく見えるのだ。

　はっきり車種までは確認できないけど、朝比奈さんの車に似てると思って見入っていたら、本当に朝比奈さんが出てきて驚いた。

「あれ、朝比奈さんと倉野さんじゃね？」

「え？」

　伊崎が気付いて、すぐさま声をあげた。私の位置からはまだ倉野さんは見えておらず、伊崎の声から数瞬遅れて視界に入ってくる。

　朝比奈さんの車に優雅に歩み寄る姿は、確かに倉野さんだった。

「朝比奈さん、結構いい車乗ってんなあ」

「うん、そうだね」

　答えながら、上手く頭が働かなかった。

　朝比奈さんのすぐそばまで近づいた倉野さんは、親しげに笑いかけている。

　彼の顔はこちらからは見えないけれど雰囲気は伝わる。微笑む倉野さんが、とても嬉しそうで。

　以前、専務と一緒だった時は当然、仕事の話ばかりで朝比奈さんと倉野さんも親密には見えなかった。あんな親しそうに話す間柄だなんて、知らない。

「仕事？　じゃないよな。もしかしてあのふたり付き合ってんの？」

　社用車じゃない、白のセダンは朝比奈さんの自家用車だ。デートや仕事の後送ってくれる時に何度か乗せてもらっている。

　倉野さんは当たり前のように、助手席のドアを開けて乗り込んだ。

　え……どうして？　なんで？

　考えがまとまらないうちに、車が動き出す。朝比奈さんがどんな顔をしていたのか、見る余裕もなかった。

　どうして、倉野さんが朝比奈さんの車に乗るの？

　仕事？　どんな？

　仕事が遅くなるとわかっている時は、朝比奈さんは時々私だけを先に帰してくれた。そんな時でもずっとサブをしていればその日、朝比奈さんがどんな仕事をしているか推測はできる。

　今日は？　わからない、なんの仕事が残っていたっけ、上手く思い出せない。

　私に話しかけてくる声が聞こえるけれど、少しも耳に入らなかった。

　大丈夫、朝比奈さんに限って、変なことはないよ。

　そう思い落ち着いて食事を続けようとしても、手が上手く動かない。ようよう口に運んでも、なにも味がしない。

　だって。

　たとえ残った仕事がどんなのだって……専務の秘書とふたりで会うような仕事はない。

「吉住！」

　がし、と肩を強く掴まれ視界が揺れて、やっとそこに伊崎がいたことを思い出した。

「あ、なに？」

「なにって……話しかけても反応ないから。どうかした？」

「なんでもない。ぼーっとしてた」

　今、考えたらダメだ。平静を保てなくなる。

　伊崎の顔を見て、かろうじて笑顔を浮かべる。だけど、食事はそれ以上喉を通らなくて、結局食べきれないまま待ち合わせのバーに向かった。

　ほとんど胃袋に食べ物が入ってない状態でのお酒は、ひどく回る。会話に集中できず、ギリギリ悟られないよう相槌を打ったり無理に笑ったりしていた。

　その間も、ずっとさっきの朝比奈さんと倉野さんの姿が頭の中をちらつく。

　正直気が気じゃなくて、つい目がちらちらとスマホの画面に向いてしまう。

　なにか、連絡が入らないかと、期待して。なにか理由があって彼女を乗せたけど、今はふたりじゃないという、手がかりが欲しくて。

「ねえねえ！　吉住さんも見たの？　それ！」

　不意に多田さんに話を振られて、ぱっと顔を上げた。なにも耳に入っていなくて、慌てて笑いながら「なにが？」と尋ねれば。

「だから、朝比奈さんと倉野さん！　伊崎が駅前で見たって」

　今絶対、触れたくない話題だった。

「ああ、うん。見たよ」

　頷くと、小野くんが妙に納得した体で頷いた。

「倉野さんっていったら、秘書課で一番の高嶺の花って先輩らが言ってたけどな」

「へえ」

「美人で品があって仕事ができて、そこらの男じゃ声もかけられないって。そりゃ朝比奈さんが相手だったら他には目もくれないよなあ」

「次期社長、実力も文句なしのエリートで、あの見た目でしょ。まさしく男版高嶺の花って感じだし、お似合いだよね。ねえ、吉住さん」

　多田さんの目が興味津々で私を見て、私はとっさに立ち上がった。朝比奈さんと組んで働いてるんだから、なにか知らないかと聞かれるような気がしたからだ。

「ごめん、ちょっとお手洗い」

「あ、大丈夫？　気分悪い？」

「大丈夫。ちょっと疲れてるのかな。酔いが回っちゃって」

　なんとか笑いながら、バッグを手にお手洗いに向かう。個室に入ると、すぐにスマホの画面を叩いてメッセージアプリを開いた。

　通知もなにもないのだ、連絡が入ってるわけがない。それでも、じっとしていられなくて着信履歴を開いたり、意味がないことを繰り返す。

　朝比奈さん、今、どこ。まだ倉野さんと一緒にいるの？

　きっと、なにか理由があるんだ。聞いたらちゃんと教えてくれるはず。メッセージを送ってみようか。さっき、倉野さんと一緒でしたか、って。

　どうにかして、朝比奈さんを信じる要素を探そうとするけれど、それにはやっぱり本人に聞くのが一番だとわかっている。だけどどうしても、助手席に乗った倉野さんの姿が脳裏に焼き付いて、恐ろしかった。

　文字を打ったり消したりを繰り返しながら、だんだんと視界がぼやけて、ぽた、と雫がひとつ、画面に落ちた。

『次期社長、実力も文句なしのエリートで、あの見た目でしょ。まさしく男版高嶺の花って感じだし、お似合いだよね』

　夢みたいだと、ずっと思っていた。私では彼に釣り合わないと、わかっていた。

　なのに倉野さんと朝比奈さんだと、誰の目から見てもお似合いなのだ。

　結局、泣いてしまった私は席に戻れなくなって、かといってトイレを占拠しているわけにもいかず一度店の外に出た。

　酔ったから外の風にあたってくる、とグループラインに送信しておく。戻らない私を心配して捜してはいけないと思ったから。

　幾分、泣いてすっきりした。風にあたって、酔いも少し覚めてきた。

　冷静に考えてみれば、助手席に女の人を乗せただけだ。倉野さんと朝比奈さんの接点がわからないから不安なだけで、きっと聞けば納得できるような答えが返ってくる。

　あとは……そう。単なる、私のコンプレックスだ。私にはもったいない人だと思っている朝比奈さんに、倉野さんが並んだらなんだかとても……お似合いだと思っただけで。多田さんが言ったように、誰の目にもきっとそう見えるだろう、それが結構、大打撃だった。

「あ、いた。吉住」

「あ。伊崎、ごめん」

　店の外、ジュースの自動販売機の近くで壁にもたれていた私はとっさに目を逸らして、泣いたのを悟られないようにした。

「気分悪いなら帰るか？　送ってくけど俺」

「いいよ、大丈夫。ごめん、やっぱ疲れが溜まってたみたいであんまり飲めなかったあ」

「……吉住ってさ、朝比奈さんとなんかあんの？」

「え？」

「あのふたり見てから、なんか変だから」

　心配そうにこちらを窺う伊崎に、私が言える言葉はひとつしかなかった。

「なんで？　そんなわけないよ。でもちょっと、朝比奈さんには憧れてたから、ショックだなあって」

　嘘にホントを織り交ぜれば、真実味が出るというのは本当らしい。

　伊崎は少し、ほっとした顔をして言った。

「ならいいけど。やっぱ顔色悪いし今日は帰れよ、飲み会はまたいつでもできるし。送るわ」

「……そうしようかな。うん、疲れは、溜まってるしね」

　正直、戻ってまた朝比奈さんと倉野さんの話になるのはしんどかった。

　だけど、送ってもらうのは断って、しつこい伊崎に自分の飲み代に足りるだろう額のお札を押しつけ、さっさとタクシーに乗った。




　翌日、オフィスでは聞ける雰囲気でもなく、せめて仕事が一段落してから、と思っていたらなかなか話せるタイミングが見つからなかった。

　午後からふたりで外出の予定ができて、私は駐車場で社用車のキーを取りに行った朝比奈さんを待っていた。

　駐車場には会社のロゴの入った白い普通車が数台並んでいる。

　車の中でなら、昨日の話をさりげなくできるかも。

　まだ来ない朝比奈さんを捜してくるっと視線を巡らせると、社ビルの通用口から小野くんが出てくるのが見え、目が合った。

「吉住！」

「小野くん、これから外出？」

　どうやら彼も取引先へ行くのに社用車を使う予定のようだった。

　立ち話は自然と、昨日のことに向いていく。

「昨日ごめんね、途中で抜けちゃって」

「いやいや、全然いいって」

　そう言いながら、にやっと彼が意味ありげに笑った。

「え、なに？」

「いい雰囲気ならそう言ってくれりゃあよかったじゃん。ふたりで抜けてその後どうなった？」

「は？　違うよ、ひとりで帰ったよ！　体調悪くなったから……」

「えー、照れなくてもいいって。その後伊崎おっかけてったろ。金だけ置いてすぐ帰ったし、アイツも」

　なんで！

　それは誤解だと言い返そうとした時だった。

「吉住、お待たせ」

　同時に、ぴぴっと電子音が聞こえて車のロックが外れる音がした。

　朝比奈さんが、すぐそばまで来ていた。

　話を聞かれた、ととっさに思ったけれど、振り向いた先にいた朝比奈さんは平然としていて、変わらない穏やかな笑顔を浮かべている。

　小野くんは慌てた様子で朝比奈さんに会釈をして、私にはにやりと意味深な笑いを浮かべて他の車に乗り込んだ。

　私も急いで、助手席に座る。聞こえていなかったのだろうか、と朝比奈さんの横顔を窺っていたら、彼の方から話が切り出された。

「昨日、体調が悪かったの？」

　やっぱり聞かれてたんだ、と慌てて言葉を探す。

「いえ！　あの、確かに途中で抜けたんですけど、さっきの小野くんのは誤解です！　一緒に抜けたとかじゃ……」

　信じてほしい、と焦るほど声は上擦った。なにをどう説明しても、同じタイミングで抜けたなんて聞いたら私なら絶対あやしいと思ってしまう。

　だけど、朝比奈さんはまったく動じていなくて、運転しながらちらっと私を見て笑った。

「そんな心配はしてないよ。真帆の体調が心配だっただけ」

　あまりにもあっさりとそう言うものだから、焦っていた頭が逆に真っ白になった。

　横顔を眺めていると、片手が伸びてきて私の頭を優しく撫でる。

「真帆と伊崎が仲良いのは前から知ってる。気分が悪くなって送ってもらった？」

「違います。タクシーで、ひとりで」

「今日は？　本当はつらいならちゃんと言って」

　言い訳する前から無条件で私を信じてくれている。そればかりか、身体の心配をしてくれている。

「大丈夫です、今日はもう」

　嬉しくて、ほっとして、そしてそれ以上に自分が恥ずかしかった。

　私は昨日から、朝比奈さんを信じようと自分に言い聞かせてばかりで、結局のところ疑ってしまっている。彼から、安心できる言葉を引き出そうと、昨夜のことをどう聞こうかと、そのことしか頭になかったのだから。

「大丈夫ならいいけど……ずっと忙しい思いをさせてるからね。無理してないか心配になる」

　本当に、朝比奈さんはそれ以上追及する様子もなかった。

「……朝比奈さんの方がずっと忙しくされてるじゃないですか。これくらい、平気です。夕べはちょっと飲みすぎちゃっただけです」

　頭を撫でてくれる手の優しさに、昨夜のことを聞くのが申し訳ない気がしてくる。

　こんなにも私を信じてくれるのだから、私もそうあるべきだと頭ではわかっていても、気持ちはそう上手くは働かない。

　朝比奈さんから、話してほしい。こういう事情で倉野さんと会ったよ、って。

「あ、朝比奈さんは、昨日はどうしてましたか。……お仕事、遅くなりました？」

　結局、遠回しに聞いてしまった。

　だけど、返ってきたのは私が待っている答えではなかった。

「いや。昨日は少し早く終われたから、まっすぐ帰ったよ」

　少しの動揺もなく、彼はそう言った。

　……嘘だよね？　倉野さんといるの、見たよ？　あの時の倉野さんの表情は、仕事のようには見えなかったし、自家用車に乗ってたってことはあれは帰りじゃなかったの？　そもそも、倉野さんと関わる仕事はないよね？

　胸の中に溢れ出す疑心まみれの言葉をのみ込んで、嫌味なく昨夜のことを聞けたらよかったと思う。

　だけど、今なにかを聞こうとすれば、なにをどう言っても疑っているようにしか聞こえない気がして。なにも言わずに信じてくれた朝比奈さんに対して、疑ってしまう自分はあまりにも醜みにくい気がして……私は、笑った。

「そうなんですね。よかったです、ゆっくり休めて」

　一度、そう取り繕ってしまったら、あとはもう、悪循環だった。

　信じなければ。

　そう強く自分に言い聞かせること自体が、疑っている証しに違いなくて、そのことに気付いては自己嫌悪する。

　朝比奈さんの隣に立つに相応ふさわしい人間になりたい。変にうろたえて、嫉妬したり疑ったり醜い自分を見せたくない。

　そう思い直して背筋を伸ばしても、またすぐに、だからといってやっぱりあれは嘘にしか思えないと最初に戻る、その繰り返し。

　自分に自信がないからだ。倉野さんに負けないくらいに仕事もできて、少しでも綺麗でいられたら。そんな自分になれたらきっとこんな嫌な感情は抱かなくて済む。




　それからは、朝比奈さんが先に帰っていいよと言っても絶対に帰らなかった。

　どれだけ遅くなっても、朝比奈さんが外出していれば社内で彼の帰りを待ったし、少しでも手伝えることはないかと必死で仕事を探した。

　ちょうどどの店もバレンタインフェアに突入し、トラブル対応や商品手配に追われ仕事は山ほどある。

　がむしゃらに働く私に朝比奈さんは時折心配そうな言葉をかけてくれるけど、彼自身もなにかと忙しそうで、ちらちらと余裕のない表情を見せることも多くなった。

「お前さあ、こっちにも仕事回せって。専属だからって他に回したらダメってことはないだろ？」

　伊崎もまた、私の変化に気付いていたけど、私はうんとは言わなかった。

　朝比奈さんの専属だからと、他の人の仕事は私には依頼されないのだ。私が手が回らないからって誰かに頼ったりしたら、また佐々木さんあたりになにか言われるに決まってる。

「いい。ちゃんと把握しときたいから自分でやる」

　パソコン入力をしながら、画面から目を離さずにそう言った私に彼は溜め息をつく。

「俺がやって後でお前が確認すればいいだけだろ。貸せって」

「あっ！」

　伊崎は、私が手をつける前の書類をひとつ、手に取った。

「あー、もうホワイトデーの準備か。まだバレンタインも終わってないのにな」

　言いながらさっさと自分のデスクに戻ってしまった。

　彼の手にあるのは、ホワイトデーのディスプレイに関する書類だった。バレンタインが終わればすぐに切り替わるから、それまでに各店舗に手配しなくてはいけない。

「催事会場と店舗と規模が違うよな。予測で勝手にしとくから、後でチェックして直して」

「……わかった。ありがとう、助かる」

　伊崎は、勘がいいと思う。多くを説明しなくても済むから楽だし、手際もよかった。

　他のサブの子たちから浮いた私は、伊崎と話している時だけは少し気が抜けた。

「今日終わったら飯行かね？」

「行かね」

「即答！　少しは悩めや！」

「だって朝比奈さん仕事してるのにひとりで帰るとかない」

「……彼女かよ」

　冗談交じりの会話だったけれど、ちょっとドキッとした。

「だってちょっとでも手伝いたいし」

「手伝ってる俺に飯を奢ろうという気概はないのか」

「あ、アメいる？」

「吉住」

　伊崎と軽口を交わしていたら、朝比奈さんの声がして、慌てて立ち上がって振り向いた。

「はい！　すみません、なんでしょう！」

　別にサボっていたわけではないけど、条件反射なのかつい謝罪して背筋を伸ばした私に、彼は苦笑しながら言った。

「なんでいきなり謝るの。今日、僕はこれから出るけど」

「あ、私も？」

「いや。ひとりで出る。その後直帰するから吉住も待たずに定時で帰って」

「え」

　ぽん、と二の腕を軽く叩かれて、オフィスを出ていく朝比奈さんを見送った。

「暇になったね」

　なに食うかなーと、後ろで伊崎が笑っていた。




　定時を迎え、結局伊崎に連れ出された私は、彼が店を知っているというので後ろをついて歩いていたのだが、なかなか店に辿り着かない。ナビに頼っているのか、伊崎は歩きながらスマホを見ていて、やたらゆっくりだったり立ち止まったりするのだ。

「ちょっと、知ってる店じゃなかったの？」

「うるせーな、行ってみたい店があるんだよ」

「……あんま高い店とかやめてよ」

　一応、仕事を手伝ってもらったので奢らなければなるまい、と思っている。

　目の前にはＨ・Ｗホテルが聳そびえ立っていて、見上げれば日は沈んでもまだ少しばかり夜には足りない空の色だ。街灯が目にキラキラと目立ち始める時刻、こんな早くに仕事を終えているのは久々だった。

「伊崎ー、Ｈ・Ｗホテルってシャンデリアが綺麗なんだって知ってた？」

　街灯のキラキラで、どこかで聞いたことをふと思い出した。

「えー？　あー……入ってみる？」

「は？　やだよ。そんなとこで食べんの高いに決まってるでしょ」

「いや、カフェとかならそこそこくらいで……って別に奢れとか冗談だし、て」

　語尾で、伊崎の視線が少し逸れた。つられて私の視線も動き、そこでどくん、と心臓がひとつ跳ねる。

　倉野さんがいた。彼女はスマホを耳に当てて誰かと話しながら歩いていて、私たちには気付いていなかった。嬉しそうに微笑みながら「もう着くから。待ってて」と話し、優雅にＨ・Ｗホテルに近づいていく。

　勘が働いた。人を尾行するなんていけない、と思うのに、確かめなければ今夜は眠れない気がした。

　朝比奈さんは今日、仕事が終わったら直帰するから、と言っていた。

　結びつけてはいけないものを、勝手に頭の中で繋げてしまう。

　あの日、朝比奈さんの車に乗り込んだ倉野さんの姿がどうしても、今目の前の彼女と重なってしまうのだ。

「……やっぱ、別のとこにするか。ほら、吉住」

「シャンデリア、見に行こうかな」

　都合のいいことに、シャンデリアを見たい、という言い訳も目の前に残されていた。

　伊崎がなにか言いながら私の後をついてくる。やめとけよ、とか言われていたかもしれないけれど、私の頭にはさっぱり入ってこなかった。

　彼女の後に続いて、エントランスロビーに足を踏み入れる。見たかったはずのシャンデリアには目もくれず、私は離れた位置から彼女の背中を見つめていて。

　そこに近づく朝比奈さんの姿を見つけた時は、頭のどこかで予測してついてきたくせに、足が硬くなって動かなくなるほどの衝撃だった。

　だって、朝比奈さんは笑っていたから。偶然居合わせたわけでもなく、間違いなく彼女と待ち合わせていたのだとわかる表情。

　ぐい、と腕を引かれて丸い柱の陰に隠れた。一瞬目の焦点が定まらなくて、瞼に力を入れなければ目の前の伊崎の顔もよくわからなかった。

　あまりに衝撃を受けている私の様子に、彼が戸惑いを浮かべながら尋ねる。

「……お前、本気で好きだったの？　朝比奈さんのこと」

　もう、私には取り繕う余裕は残っていなくて、ただ何度も首を横に振っていた。

「……行こう」

「え……」

「あのふたり、エレベーターに乗った」

　伊崎に手を引かれてホテルを逃げ出した。

　その後はただ泣きじゃくった記憶が残っているだけで、伊崎がどこの店に連れていって私を宥めてくれたのか、はっきり覚えていない。ただ、ホテルからそれほど遠くない場所で、気楽に入れる居酒屋のようなところだったと思う。

「別にさ、ロビーで会ってたからって必ずしもそういう仲とは限らないんじゃね？　ほら、俺らみたいにシャンデリア見たいとかそんなヤツだっているわけだしさ」

「ふ……」

　一生懸命慰める伊崎に、うっかり笑ってしまった。

　あのふたりが、そんな理由で？　そんなわけはない。

「似合わないね……」

　朝比奈さんにそんな子供じみた理由は似合わない。




　翌日、朝比奈さんの顔をまっすぐに見られない私にとどめをさしたのは、倉野さんだった。私は、朝比奈さんが大阪へ転勤することを、彼女の口から聞かされたのだ。




　朝比奈さんが転勤のことを話してくれたのは、その二週間後。バレンタインデーが終わり、ホワイトデーの準備が整って少し息をつけた、その夜だった。

　無理だと思った。

　この精神状態で何年も遠距離でいるなんて。

　倉野さんの後をつけたように、疑って、疑って、挙あげ句く彼に迷惑をかける行動をしてしまいそうな気がした。

　私には、もう、遠距離恋愛なんて乗り越えられるとは思えなかった。




＊　＊　＊




　定時に上がってすぐ、今日は休みだったカナちゃんと待ち合わせて居酒屋に来ていた。昨夜、朝比奈さんのだまし討ちにあった居酒屋だ。

　昨日の歓迎会で朝比奈さんにどう丸め込まれたのか、約束していたはずのカナちゃんが来なかったことを問い詰めれば、逆に私が問い詰められる結果になった。そして、酒の肴さかなに三年前のひとつひとつ思い出せる限りのことを、カナちゃんに余すことなく喋しゃべらされた。

　当然といえば、当然。カナちゃんは私が朝比奈さんと付き合っていたことはもちろん、本気で好きだったとも知らなかったのだ。

「ちょ、ちょちょ、待って。なんでふたりが客室上がるとこまではっきり見てなかったのよ？」

「いや……ショックでそこまで確かめる余裕がなかったっていうか。それでなくても後をつける行為って気が咎めるもんじゃない」

「それでもさ……後からせめて、問い詰めるでもさ……」

　それは、その通りだった。

　あの後、私は結局自己完結してしまったのだ。

　朝比奈さんと私では似合わない。彼に愛してもらえるような人間ではないと、まったく自分に自信を持てなくなってしまった。

　別れの原因は朝比奈さんに対する不信感よりも、自信喪失と、倉野さんにはかないっこないというコンプレックスによる、自滅だった。

　だけど、三年経ってもやっぱり思うのは。

「確かめるべきだった、とは思うわよ。けど、じゃあ逆にＨ・Ｗホテルのロビーで秘書課の女性と待ち合わせる仕事って、なに？」

「う……それは……」

「しかも偶然のタイミングで二回も会うって、絶対何度も会ってるってことだよね」

　そう言うと、彼女はカルピスサワーのグラスをぎゅっと握って、考え込んでしまった。

「それに、私が別れるって言ってもなにも言わなかった。私のことはそれほど好きでもないんだって、倉野さんがいればそれでいいのかなって、私思っちゃって……そうなったら余計に聞けなくなって」

「なるほどねえ……」

　その後、朝比奈さんのエリアを私と伊崎のふたりで分けて引き継ぐことになり、仕事でふたりきりになることも少なくなった。

　彼が大阪に行く日、一度だけ、電話が鳴った。出るべきか迷う間もなく、ほんの数秒ほどで切れたコールは、なにか意味があったのだろうか。

　それに、わからないのはあの頃よりも今の朝比奈さんだ。

「その人とは大阪赴任中どうだったの？　会ってたのかな」

「知らないよ、そんなの。だから私もまったく今の状況がわからないの！　朝比奈さんは倉野さんとはなにもないって言ってたけど……」

「っつか、そもそも朝比奈さんって真帆のどこが好きなの？」

「あ、それ今言う？　泣くよ？」

　私だって謎だよ、なんで付き合ってくれたのかわからない。

　特別美人でもない、仕事はこの三年努力して多少できるようになったとは思っているけど、その分思い知ったこともある。

　本当にデキる人間は、私のように必死にならずともスマートにこなせるものなのだ。

「ま、それもあれも全部、ね？」

　ぽん、とカナちゃんが顔の前で手を叩き、上目遣いで私を見た。

「朝比奈さん当人に聞かなければ、わからないことなのだよ」

「うん……それは、まあ」

「それに、三年前の朝比奈さんのことは私にはわからないけど、今の朝比奈さんは私はちょっと、応援したいんだよねえ」

　言いながら、彼女は頬杖をつき、思案するように目線を上に向けた。

「なんでよ？　カナちゃん、なんて言われて丸め込まれたの？」

「それよ。真帆は、そう思ってるみたいだけどさあ、私、別に丸め込まれてないよ。歓迎会がお開きになった後、頼みがあるからって言われて、真帆との待ち合わせの前に店の近くで会ったのよ。朝比奈さん、詳しいことはなにも言わずに、ただ真帆と話がしたいから譲ってくれって。心配なら隣の部屋にいてくれてもいいからって」

「えっ!?　隣にいたの!?」

「いや帰ったけどね」

　びっくりして、次にはかくんと落とされた。

　冗談ぽい話の流れに、私の方が呆れて笑ってしまいそうになったけれど、カナちゃんの表情は決して冗談交じりのものではなく。

「そこまで言われて野や暮ぼなことできないわよ、きっちり頭まで下げられたんだもの」

　至って、真剣な目でそう言った。

「え……」

　朝比奈さんが、カナちゃんに頭を下げた？

　てっきり、いいように言いくるめられたのかと思ってた。

　驚いて目を見開いて、それから手元のカシスサワーのグラスに目を落とした。

　さっきから話してばかりで、食事もお酒もあまり進んでいない。

　黙り込んだ私に言い聞かせ、確かめさせるようにカナちゃんの言葉は続く。

「三年前の真帆には無理でも、今はどうなの？　今の真帆なら、どうする？」

　あの頃は、逃げ出すしかできなかった恋。今なら、今の私ならどうするだろう。今の朝比奈さんに対しても、あの頃と同じように私は逃げるのか。

　もう、身の丈に合わない恋はしたくないと思った。でもそれならそれで、逃げてばかりいてもいけないのだ。

　私は彼女の言葉には答えないまま、ぬるくなったカシスサワーを一息に空けた。




「っつか、私、倉野さんがちょっと嫌なんだけど」

　居酒屋を出て、外の風にあたっているとカナちゃんが不快感を露あらわに眉根を寄せていた。

「そりゃ、私だっていい気分しないけど」

「朝比奈さんから大阪の話を聞いたからって、それを勝手にサブの真帆に漏らすってどうなの？　それって多分、公になる前だったなら極秘だったんじゃないの？」

「あ……そう、なのかな？」

　あの時、倉野さんはなんて私に話したんだっけ。確か……『朝比奈さんが大阪転勤になれば少し仕事が楽になるわね』って……私が驚いた顔をしたら『サブのあなたにはそろそろ話してるだろうなと思ったの、ごめんね』って。

　倉野さんは前から朝比奈さんに聞かされていたような口振りで、そこにまた私はショックを受けたんじゃなかったっけ。

「朝比奈さんが真帆に言わなかったのも、だからじゃないの？　彼女にくらい先に説明しろよとも思うけど。そんで別れを切り出されたからって三年も放置して、なんで今さらとも思うけど……私に頭を下げた朝比奈さんは真剣だったと思うのよ」

「……うん」

　カナちゃんと話すことでだいぶ心の整理がつき、第三者の意見も聞くことができて、少しは三年前のことも冷静に見つめ直す気持ちになっていたところだったが。

「ってわけでもうすぐ朝比奈さん来るから」

「うん……えっ!?」

「真帆の足が心配だから迎えに来るって」

　ぽん！と軽く背中を叩かれ、私は心の準備もそこそこに、朝比奈さんの前に突き出されることになった。










恋を辿る




　朝比奈さんの白い車が目の前の路肩に寄せられた。

　カナちゃんは、もうすぐ着くという朝比奈さんの連絡があった時点で、さっさと退散済みである。

「真帆」

　運転席から降りてきた朝比奈さんは、私の姿を見止めた途端、ふわりと表情を綻ばせた。なんだかそれが無性に気恥ずかしくて、視線を足元に落とした。

「よかった、待ってた。足は？」

「大丈夫です、ほんとに。明日にはヒールに戻ります」

　そうでも言わなければ、毎日送るとか言いそうだ。

　事実、今日一日なるべく歩かないようにしていたら思ったよりも痛みは引いていた。

　視界に、私のスニーカーと向かい合わせに彼の革靴が映る。さりげなく伸びてきた手が、私の左手を掬すくい上げた。

「ならよかった。送るから乗って」

　足元を気にしつつ私の手を引き、彼が助手席のドアを開けた。

　三年前と同じ車だ。

　乗ることに少しためらったけれど。

「心配しなくても、ちゃんとまっすぐ送るよ」

　眉尻を下げた困ったような笑い方とあくまで優しい誘導に、観念して助手席に乗り込んだ。彼が運転席に回り込むわずかな間に深呼吸を一度すれば、彼の匂いがした。

　あの頃、ここに倉野さんが乗ったのを見てからこの助手席に座るのが嫌だった。

　どうしてあんなにもショックを受けたのか……。それは、ここに乗り込んだ彼女の表情がとても嬉しそうで、仕事の顔に見えなかったこともきっと一因ではある。

　だけど今となっては、助手席に乗ってもなにも感じない。あれは私のヤキモチやコンプレックスからくる被害妄想だったのだろうかと思わせられる。

　年月のおかげか、カナちゃんと話したおかげか、感情的になっていた自分を、今は冷静に見つめることができる。まるで、過去の恋の答え合わせをしているような感覚だ。

　ただ、たとえ冷静でもどうしても過去と現在が混こん濁だくしてわかりづらい感情もある。

　彼が運転席に乗り込むと、その横顔につい見入ってしまう。

　久しぶりのこの空間に、胸の奥が締めつけられるように苦しくなる。

　これは過去の私の感情が思い出されているだけなのか、それとも現在の私のものなのか判別がつかずにいた。

　車が走り出して、少ししてからだろうか。

「三年前のことだけど」

　最初は、今日の仕事のことだとか当たり障りない会話を交わしていたのだが、急に朝比奈さんが昔の話を切り出した。唐突にも感じるけれど、私たちにとっては仕事の話より、まずこれが本題であることには違いない。

「ちょっと確かめたいことができたから。説明するのはもう少しだけ待ってくれるかな」

「確かめたいこと？」

　疑うわけではないが、すぐに説明できないことの理由がわからなくて、つい眉をひそめてしまう。それをちらりと横目で確認した彼が、苦笑交じりにひと言加える。

「信用を取り戻すにはまず、疑いを払拭するのが一番なんだろうけどね……言葉で説明しても信じてもらえそうにないくらいに僕の信用は失しっ墜ついしてるし。証明できるまでは、ちょっと気長にいくよ」

　なにか考えているのだろうか？

　もう三年も経ってることを、目に見える証拠で突き出せなんて私もさすがに言うつもりはなかったけれど。どうしてそこまで、私を取り戻そうとするんだろう。

　聞きたいことは山ほどあるけど、まずはそれが知りたくなった。

　運転する横顔をじっと見つめていれば、やっぱりあの頃より少し痩せたせいか穏やかそうな雰囲気の中にもわずかに、影の部分も感じ取れる。

　そこが以前と少し違って、より艶っぽく見えたり……。どのみち変わらないのは別に私にこだわらなくてもいくらでも女性が寄ってくる風貌であるということだ。

「どうして、そこまでしようとしてくれるんですか」

「ん？」

「もう、めんどくさくならないですか？　私じゃなくてもいいじゃないですか」

　質問しているのは私の方だ。

　だけど、わからないといった顔をしたのは彼も同じだった。

「好きな人を取り戻したいと思うのは、普通のことじゃない？」

　……好きな人。

　夜の車内は暗くてきっと、私の顔色までは見えないだろう。夜でよかった、と思う。だけど声が上擦ってしまうのはどうにもならなかった。

「すっ、す、好きなって言われても、わかんないです。私みたいなのの、どこが？」

　窓の外の景色は、もうじき私のアパートが近づいていることを知らせている。

　気恥ずかしいことを聞いてしまったところで、ちょうどいいと思った。いたたまれない答えしかなかったら、さっさと逃げてしまえる。

「どこ、か。どこと言われても……なあ」

「はっきり言えない？」

「難しいことを聞くよね。好きなところはたくさんあるけど小さなことを入れればきりがないというか……それなら君は僕のどこを好きになってくれたの？　先に好きになったのは僕の方だったのに、君から告白されて驚いたよ」

「朝比奈さんは好かれる要素しかないじゃないですか……って、違いますよ。好きになったのは私が先ですよ？」

「いいや、僕の方。店舗にいた頃からだから」

　きゅ、と少し身体の重力が前に持っていかれ、車が停車した。

　アパート前に着いたのだ。

　だけどそれよりも、私は朝比奈さんの言葉と表情に釘づけになっていた。ハンドルに両腕をのせ、上半身を少し傾けた彼は、こちらを向きながらも目を逸らしていて、それが照れたような仕草に見える。

「え……え、店舗？」

「……参った。ちょっと待って、こういうこと言わされるのって、口説くよりよっぽど照れる」

　彼はくしゃっと片手で前髪をかき上げて、そのまま口元を覆った。

　こんな一面を見るのは初めてで、言われたことも初耳で、私はドキドキしながらもつい、追及してしまう。

「え、だって店舗にいた時なんて、ほとんど接触なかったじゃないですか」

「……その話、しなきゃダメ？」

「ダメです！　聞きたい！　っていうかなんで今まで話してくれなかったんですか！」

「いや……普通、しないだろ……」

　しますよ！　あれ？　しないかな？

　男の人は話したがらないものなんだろうか。

　心臓の高鳴りが心地よく、つい口元が緩む。照れた表情の朝比奈さんを横から見ていることが、この時間がなんだかとても、嬉しくて。

　にやける私を、朝比奈さんが恨めしそうに横目で見た。

「わかった。その代わり今度、デートして。そしたら話すよ」

「えっ、なんでそうなるんですか。それなら話してくれたらデートします」

「じゃあ言わない」

　そこまで恥ずかしいようなこと？

　唖あ然ぜんと彼を見つめて「ずるい」と呟くと、まだ少し照れを滲ませたまま、彼が首を傾げて微笑んだ。

「必死なんだよ、これでも。ゴールデンウィーク明け、一日時間が欲しい。なにもしない。君の行きたいところに行って、ちゃんとここに送ってくる、それだけ」

　ダメ？と優しくねだられては、頑なな態度もだんだんと開かざるを得なくなる。

「……わかりました」

　渋々と頷いた時、ほう、と溜め息をこぼしながら彼が表情を綻ばせたのを見た。

　ほんの少し私が態度を軟化させただけなのに、それだけのことでこんなにも喜びを滲ませてくれる。そのことが、甘い照れくささを胸に絡ませていた。

　あまり長くは車を停めていられず、その後すぐに車を降りた。

　いいというのに階段が心配だからと彼も部屋の前までついてくる。昨日はあれほどそれが嫌だったのに今は驚くほど抵抗がない。

　強引なところは、昔と違う。けれど無理強いではないところがギリギリで私の警戒心を解いている。

「……送ってくださってありがとうございました」

　そういえば、まだひと言もお礼を言ってなかったと改めて頭を下げた。

「あ……ちょっと素直になったね」

「……そういうこと言うならもう言いません」

　せっかく素直に言ったのに、変にからかわれてむすっと唇を尖らせた。

　それすら、彼は楽しそうに笑う。

「笑わないでくださいよ、もう」

「いや……君には悪いんだけどこの現状も案外いいかなと思って、つい」

「え？」

「あの頃の真帆は僕の言うことならなんでも『はい』って言ったし、僕に逆らうとか歯向かうとか絶対なかったからね。仕事のことでもプライベートでも。ずっと背伸びして無理して笑ってた。こんな風に拗ねたり怒ったりするのが、すごく新鮮だ」

　言われてふと、気が付いた。

　過去の恋を辿り、答え合わせをしているような感覚を私が抱いているのと同じように、彼もまたそう感じているのではないだろうか。

　今の私は、間違いなく素直ではなくかわいげもない。

　だけどこれが、今の私だ。

　あなたの目にはどう映っているのだろう、とまっすぐに彼を見つめていれば。

「……おやすみ。もう帰るよ」

　そう言いながら、彼の手が伸びてきた。

　春から初夏へ。気温は上がり始めても、今夜の風は少しひんやりと頬を冷やしていた。頰に触れた彼の指先を、温かく感じるほどには。

　さっきまでのふざけた笑いは引っ込め、真正面からの彼の視線に捕まって、私のすべてが停止する。

　人差し指が頬の中央から耳の近くへと滑り、親指が顎に触れた。ゆっくりと、私の反応を窺うように肌を辿って下唇に触れた時、甘い痺しびれに目を細めてしまう。

　あ……。ダメ、だ。

　こんなにも簡単に、彼は私を自分の空気に取り込んでしまえる。

　そのことを思い知りながらも、近づいてくる彼の唇から逃れられる気がしない。

「……真帆」

　通路の照明が、彼の後ろに隠れて影が差した、その時。パパッ！とクラクションの音が鳴って、はっと我に返ったのは、多分私も彼も同時だった。

　甘い空気に突如割り込んだ雑音は、私をすぐさま正気に戻す。

　あ、危なかった、完全にのまれてた！

「お、送っていただいてありがとうございました！」

　上擦って必要以上に大きな声になってしまったが、そうでもしなければまたのみ込まれてしまいそうだった。

　朝比奈さんはぱちぱちと目を瞬いてから、ふっと薄く苦笑を浮かべる。気が抜けたような、緩い笑顔のせいで私は油断していた。

「どういたしまして。じゃあ、約束忘れないで」

　避ける間もなく彼の唇が頬を軽く啄んで、くしゃくしゃっと髪をかき混ぜる。かと思うと、すぐに踵を返して急ぎ足で車へと戻っていった。

　突然の頬へのキスに抗議する暇もなく、階段を駆け下りる彼の足音は遠ざかっていく。

　頬を押さえながら、無言で玄関ドアを開け、じわじわと恥ずかしさが込み上げてきたのは部屋に入ってからだった。

　ほ、頬にちゅーって。いい大人がする？

　カーッと血が上って首から顔から熱くなった。

　こんな顔を彼に見られなくて済んで、よかったと思う。




　その後、ゴールデンウィークの催事などの準備で仕事は一時的に忙しくなった。

　春から秋頃までは、ところどころ忙しい時期はあるものの、すぐに落ち着きを取り戻す。秋を過ぎればクリスマス商戦から年末年始、バレンタインにホワイトデーと畳みかけてくるので地獄であるが、今の時期はそれほど慌ただしくはならない。朝比奈さんがゴールデンウィーク後に時間が欲しい、と言ったのはそういう理由があった。

　東邦百貨店の催事のために、手作業でのラッピングを販売員にお願いしていたのだが、やっぱり中日になってくれば追いつかなくなり、定時後に手伝いに向かった。

　百貨店はまだ開店中である。お店の子たちには接客に専念してもらって、私はバックヤードでひとつひとつラッピングしては段ボールに詰める、という作業を黙々とこなしていた。

　ラッピングは、大好きな作業だ。指先が、人より器用なのかもしれない。

　まだお店にいた頃、包装の仕方も難なく覚えたし、リボンのかけ方や結び方なども華やかに見えるように自分なりに工夫したりしていた。

　対して、そういった作業が苦手だったのは朝比奈さんだ。

　いつだったか、急ぎで大量にラッピングしなければならない大口注文を受けた時に、今の私のように店に手伝いに来てくれたことがあったのだけれど。手が大きいからだろうか？　包むのもなんだかたどたどしくて、リボンを結ぶにももたついていたのをよく覚えている。

　無性に懐かしくて、つい思い出し笑いが口元に浮かぶ。

　私がお店にいた頃の朝比奈さんとの接点は本当に少ない。月に一度くらいはお店に来ていたような気がするけれど、大抵は当時の店長と仕事の話だとか、百貨店側の洋菓子フロア長と話をしていたりだとか、事務的なことが多かったはずだ。

　あの頃から……と彼は言っていたけど、本当、さっぱりわからない。

　店舗勤めの一年間から朝比奈さんに繋がる記憶を思い出そうとしていて、手が止まっていることに気が付く。

　……ダメだ。ボーッとしてる場合じゃない、早く包装してしまわなきゃ。

　ペチ、と片頬を叩いて、頭の中から朝比奈さんを追い出した。

　近頃の私は、いつもこうだ。気が付けば、朝比奈さんのことを考えてしまっていて、慌てて追い出すの繰り返し。

　だって、朝比奈さんは結局、なにも明かしてくれてなくて、気になる要素だけが増えているのだ。そしてそれすらも彼の思惑なのかと思うのに……自分が彼に気を許し始めていることにも気が付いている。

　そんな私の変化をすぐに察知したのは、伊崎だった。『今、一体全体どうなってるのか説明しやがれ』と先日ランチを奢らされた。

　無理やり連れ出されたのは私なのに、奢るのも私だなんてなにかおかしい。

　かなり怖い顔を目の前にして、私はここ数日で起きたことをほぼ正直に喋らされた。

　てっきり、また流されてるだのなんだのと口うるさい母親のようなことを言われるのかと思ったが、違った。話している間中、私の顔をじっと見ていたかと思ったら、ふっと溜め息をついた表情はとてもおもしろくなさそうではあったが。

『吉住は、朝比奈さんとどうなりたい？　俺は、吉住がまたしんどい思いをしなけりゃそれでいい』

　ぶっきらぼうだったけれど、随分と優しいことを言ってくれて、びっくりして箸が止まってしまった。

　その後、伊崎は仕事の話以外では私にあまり絡んでこなくなった。呆れられたのかもしれない、と思えばそれも致し方ないと思えた。

　伊崎の言葉を思い出して、また私の頭の中は朝比奈さんのことがじわじわと浸食し始める。

　――吉住は、朝比奈さんとどうなりたい？

　その質問に、はっきりと自信が持てる答えが私にはまだ見つかっていなかった。

　三年前のような思いをしたくなくて、朝比奈さんとの再会にはそれなりに覚悟を決めていた。

　でも、それは自分の気持ちに対してで、朝比奈さんに対してはむしろ無防備だったと言っていい。彼の方から再び望んで接触してくるなんて、思いもよらなかったのだ。

　私がしっかりしていれば、それで大丈夫だと思っていた。

　それなのに、まるで引力でもあるかのように、気持ちが引きずられていく。

　この気持ちが、一度は封印してしまった三年前の恋のものなのか、今の彼に惹かれているのかわからない。

　ラッピングの手を止めて、無意識に首元にあるネックレスを指で辿った。

　別れた直後からずっと私の首にぶら下がるその鎖には、捨てきれなかった恋の名残が今もある。

　今の彼は、昔とは違う。

　今の私も、昔とは違う。

　そのことが余計に、判断を鈍らせている。

　過去の恋を取り戻したいだけなのか、それとも今現在の彼に惹かれているのか。

「……はあ」と、溜め息をついて背筋を伸ばした。

　いつまでも手を止めていては、作業が終わらない。集中しなければ、と軽く首を回していたら突然、「お疲れ様」と真後ろから声をかけられ、驚いて振り向いた。

「朝比奈さんっ!?　なにやってるんですか！」

「なにって、手伝いに来るって言わなかった？」

「言ってましたけど、統括部長にそんなこと頼めませんとも言いましたよ！」

　真後ろには朝比奈さんが立っていて、本気で手伝うつもりらしくスーツの上着を脱ぎ始めたものだから、私は慌てて彼を止めた。

「ほんとに、大丈夫ですって。っていうか、なんで私が今日手伝いに来るって……」

　知ってるんですか、と聞きかけて、すぐに悟って苦虫を噛み潰す。

　私が手伝いに来ることは店長のカナちゃんには当然知らせてあった。丸め込まれたわけじゃない、とは言ってたけれど……これでは似たようなものではないか。

　朝比奈さんがぽいっとスーツの上着を段ボールの上に放って、ネクタイの結び目をほんの少しだけ緩めた。

　そういう、無条件に色っぽく見える仕草をするのはやめてほしい。

「へえ、かわいいね」

　私の手元を覗き込む彼に合わせて、私も視線を下に向けた。

「セール品だから資材あまり使えないし。カラフルな個包装なので透明の袋に入れて、リボンだけひとつひとつかけようと思って」

「よかった。僕、包装紙で包むの苦手なんだよね」

「リボンかけも苦手じゃないですか」

　私の隣に立って、お菓子が詰まった袋とリボンを手に取った。本気で手伝うつもりらしい。

　私もリボン結びを再開したのだが、つい目が彼の手元にちらちらと向かってしまう。

　不器用な指の動きが、とても懐かしい。

　……なんてのんきなことを言ってられたのは最初だけだった。

「……朝比奈さん、待って。縦結びになりますよそれじゃ」

「あ、ほんとだね」

「あ、あ、あ。すみません、それ私やり直します」

　一度結んだリボンは、シワになってしまって結び直しが難しくなる。

　朝比奈さんの失敗したものを私が結び直しているうちに、彼はまた新しいものに手をつける。

　彼がひとつ結んでいる間に私は三つ結んで、それから彼の失敗作をカバーして。

「すみません朝比奈さん。余計手間かかります」

　戦力外通告を出させてもらい、彼の手元から商品を遠ざけた。

　三十分我慢した私を褒めてもらいたい。

「ごめんね。せっかく来たんだからなにか手伝いたいんだけど」

「じゃあリボン切っててください。この長さで」

「うん、言い方に遠慮がなくなってきたよね」

「ほんと時間ないので」

　っていうか、そもそも朝比奈さんが手伝うような仕事じゃないんですけども。

　将来、我社の社長になろうという人に雑用を押しつけてしまった。そんな自分に、ちょっとヒヤッとした。

　彼の方はまったく気にせず、私に指示された通りに、シャキン、とハサミの音を鳴らす。

　ついつい偉そうに言いすぎただろうかと、ずっと手元を見ていた顔を上げた。

　さすがに気を悪くしたかもしれないと思った。けれど、彼は顔色ひとつ変えず穏やかなままで、私の視線に気付いてさらに柔らかく微笑む。

「なに？」

「あ、いえ。急いでるもので、つい偉そうに言ってしまって……気を悪くされたかなーって」

「どうして？　僕が邪魔してるのは明らかだし」

「邪魔、ってまでは言いませんが」

　ぶっちゃけ邪魔でした、というのは心の中に押し隠したつもりだったのだけど、もしかしたらそれを見破られたのかもしれない。

「ああ、でもひとつ厳しいことを言わせてもらおうかな」

「え」

「この催事、毎年振るわないって聞いてたけど、それにしても予算落としすぎだよね」

「うっ」

　それまでの軽口とまったく同じ口調で、ずばっと苦しいところに切り込まれた。

　けれど、言われても仕方ないレベルだと売上の推移を思い出して唸うなった。

　百貨店の催事で売上が悪ければ、次から場所をもらえなくなる。

「す、みません。今年はなんとか」

「うん、今年ダメなら一回会議にかけようか」

　マジですか。

　つーっと冷や汗が背筋を伝う私の横で、朝比奈さんの含み笑いが聞こえた。

　Ｓですか。ドＳでしたっけ朝比奈さん。

　楽しそうな横顔を睨みつつ、今回の催事の予約発注と追加発注された数を思い出す。

　……多分、今年は、大丈夫……多分？

「まあ、今年は大丈夫そうだね。発注数見るに、よく売れてるみたいだし」

　そう言ったのは朝比奈さんだった。ちゃんと数字を把握してくれていたらしい。

　その後、どうせなら今倉庫に届いてる分を全部やってしまえと、ひたすら袋にお菓子を詰めてリボンを結んでいたら、その間に百貨店の営業は終わってしまった。

　倉庫に様子を見に来た販売員の女の子ふたりのうち、ひとりは新人で朝比奈さんを知らなかったが、昔から勤めてくれているベテランの子は統括部長が手伝いに来たことに恐れ慄おののいていた。

「気にしないでいいから、早く帰りなさい。お疲れ様、催事大変だろうけど明日からもよろしくね」と、リボンをシャッキンシャッキン切りながら、彼がにこやかに手を振る。

　ほら言わんこっちゃない、お偉いさんが雑用を手伝いに来たなんて知ったら、みんな遠慮するに決まってる。

「ほんとに大丈夫だから、お疲れ様。ゆっくり休んでね」

　気にしなくていいからと私からもそう言うと、彼女たちはこちらを振り向きながらも帰っていった。

　閉店後のバックヤードは、閉店作業や倉庫整理で多少の人は行き交うものの、静かなものだ。販売員たちを帰してから急にそのことに気が付いて、今さらながらにふたりきりの空気が気まずくなった。

　それからさらに人の気配がなくなって、会話もなんだか続かなくなってしまう。

　……なんか、居心地が悪い。

「お、お腹空かないですか？」

「うん？　なにか買ってこようか、それともこの後どこかで食べる？」

　リボンをあらかた切り終わった彼は、私の手元をじっと見ては、タイミングを合わせて切ったリボンを手渡してくれている、だけ。

「いえ……もう充分手伝ってもらったので、ありがとうございます。朝比奈さんはもう帰ってください。私はもう少し頑張ってから立ち食いうどんにでも飛び込みます」

「じゃあ僕もそれでいいよ」

「朝比奈さんが立ち食いとか、なんか似合いませんね」

　つい笑ってしまったが、彼の方はきょとんとしていた。

「そう？」

「いいお店ばっかり行ってそう。あんまり高級なものばかり食べてるとコレステロール高くなりますよ」

　勝手かもしれないが、彼には常に次期社長、現社長のご子息というイメージがつきまとう。そしてそれが似合うだけの風貌でもある。

「毎日高級フレンチでも食べてそう？　僕だってめったにそんなもの食べないよ」

　そう言うと、彼はおかしそうに笑って続けた。

「立ち食いくらい僕も食べたことはあるよ。真帆は珍しいね。女の子ってひとりで入る子少なそうだけど」

「店舗にいた時、結構みんなで行ったので慣れてるんです。伊崎ともよく行きますよ。忙しい時はホント便利なのでつい」

「へえ」

　立ち食いうどん屋は、本当にありがたい。ろくに食事もとれず帰りが深夜近くになったり、飲食店に入ってのんびり食べる気力もないような日が、繁忙期にはざらにあるのだ。そんな時にさっと出てきてさっと食べられて胃に優しい、しかもほっと温まる立ち食いうどんは涙が出るほど美味しい。

「クリスマス前の繁忙期とか、結構な頻度で通いますよ。終電間際に伊崎と一緒に飛び込んだことがあって、あと数分で電車来るっていうのに」

「じゃあ今日は僕もそこに連れていってもらおうかな」

　なんだか言葉をわざと遮られた気がして、驚いてリボンを結んでいた手を止め、顔を上げた。そんな私に、彼はにっこり微笑んでいたけれど。

「そんな遅い時間にわざわざ一緒に行くくらいなんだから、よっぽどうまいんだろうと思って」

　表情と裏腹に、なにか声音が変わった気がする。

「え……と、わざわざっていうか。忙しい時期なんてみんな一緒だし、時間帯が合うことが多くて？」

「そうだろうね、エリアも隣だし」

「そう、そうなんです」

　だからよく会うってだけのことで、特に深い意味はないんです……って、なぜこんな言い訳をしなければいけないのか。




　それから、段ボールひと箱分の作業を終えると、残りは販売員たちにお願いすることにして帰宅の準備をした。一日分くらいはゆうにあるはずだし、明日は販売員の人数に余裕があるから開店中に交代で作業してもらえばさほど苦でもないだろう。

　その後、朝比奈さんが連れていけというので本当に立ち食いうどん屋に行って美味しくいただいたわけなのだが、彼は終始微笑んでいるのに少し口数が少なかったり、微妙に機嫌が悪く感じて変に気を使ってしまう。

「えー、と。なんか、朝比奈さんと立ち食いうどんって新鮮でした。お付き合いいただいてありがとうございます」

「どういたしまして」

　帰りの車の中でそう言っても、微かに口角を上げた横顔はちらりとも私を見ようとしない。

　やっぱりなにか変だと首を傾げつつ、私も口を噤んだまま、どれほど走っただろうか。彼が突然、車を路肩に寄せたかと思うと、ハンドルに腕を預けて息を吐いた。

「朝比奈さん？」

「ごめん。案外余裕ないんだ、君が思うほど僕は大人じゃないし」

「え？」

「君の口から伊崎の名前が出るたびイライラする」

　はー、と再び長く深く息を吐き出し、彼はシートベルトを外した。

　ハンドルにもたれかかったままこちらを向いた彼の表情は憮然としていて、その言葉が冗談ではなく本音なのだと教えてくれている気がする。

　見慣れない彼の一面に、私は数秒絶句した。

「えっ、だって、そんな、感じじゃ」

　うろたえて出た言葉は支離滅裂だったが、色んな意味が含まれている。

　伊崎とはそんな感じじゃない、という意味でもあるし、朝比奈さんはそんなタイプじゃなかったはず、という意味でもある。

　いつも余裕だったし、そうだ、三年前も。伊崎とふたりで飲み会を抜けたとからかわれた時だって、まったく気にもとめていなかった。

「顔に出さないだけだよ。こっちに戻ってきてからも、面談の時だってそうだ。なにかといえば伊崎の名前が出てくる。ふた言目には伊崎、伊崎」

「えっ！　え、そんな言ってません」

「言ってる」

「言ってませんてば！」

　むす、とした顔が私の方へ乗り出してきて、気が付けば至近距離にあった。

　そして急に、彼の顔にくしゃっと苦笑いが浮かんだ。

「って。こういうのをちゃんと言えてればよかったね」

　きゅっ、と胸の奥を締めつけられるようなそんな表情だった。

　愛しさとか切なさとか、豊かな情が溢れているような気がして目が潤んだ。

「や、ヤキモチなんて。朝比奈さんがまさか」

　揺さぶられる感情を悟られたくなくて、とっさに笑う。目を合わせていると彼に引き寄せられそうで、下を向いて彼の視線から逃れようとしたけれど。

「そう、ヤキモチ」

「え」

「で、君は」

　私が座る助手席のシートが軋んだ。彼の左腕が助手席の肩の部分に預けられ、体重がかかったのだ。

「煽あおった上に、今、自分を好きだという男とふたりきりだっていう、自覚はある？」

　彼の手が、私のシートベルトを外した。しゅる、と音を立てて引き戻されていくそれを目で追おうとしたけれど叶かなわなかった。

　大きな手のひらが私の頬に触れて、強引に顔を上向かされる。

　潤んだ目と赤い顔を、彼の間近に晒さらすことになり、余計に熱が上がるのを感じた。

「な、なにするんですか」

　その問いに、私の頬に触れた彼の手の親指が応える。唇に触れて、わずかに開かせるように下に引いた。

「ちょ、待っ」

「ん？」

　そのまま強引にキスされるのかと思い、とっさにその手をどかそうとする。

　すると逆に、手首をしっかりと掴まれてしまった。

「なにをする気で……」

「見てわからない？」

「む、無理やりなんてらしくないです！」

「ものわかりのいい男のふりはもうやめようかと思って」

　首を傾げて私を見下ろす彼は、微笑んではいても、瞳の奥には影がある。

　その笑顔に追い詰められているようで、笑ってごまかそうにも頬が引きつった。

「真帆」

　私の名を呼び、彼が目を細めた。顔を傾けてゆっくり近づいてくる。手は掴まれたままびくともしなくて、逃げられないと悟ってしまう。

「ずるいっ……」

　朝比奈さん、まだなにも三年前のこと、説明してくれてないのに。

　ぎゅっと目を閉じて、もうじき否応なく触れるであろう唇の温もりを待ち受ける。

　心の準備はまだ整わない。キスされてしまったら、そのまま絆ほだされてしまう気がした。

　けれど、吐息が触れたのは目元だった。それから、瞼に感じた唇の感触。

　眉間、反対の瞼、目尻と頬。

　そっと触れるばかりで、戸惑いながら恐る恐る目を開けた。

「あ、朝比奈さん？」

　切なげに細められた目は優しくて、唇を避けて落とされるキスも優しくて、私を逃がさないように掴んだ手の強さとは裏腹だった。

　人通りの少ない通り、街灯は遠い。暗い車内に、時折なにかをこらえるような、溜め息が響く。

　ぽつ、ぽつ、と雨音がし始めて、窓ガラスに作られる波紋が車の外から私たちを隠しているようだった。

　ふたり、雨に隠されている。

　ゆるゆると身体の力を抜いて抵抗をやめると、彼の手も拘束を解いた。そして、指で私の唇に触れる。再び、顔が近づく。指で唇を撫でながら、まるで焦らすかのように彼がキスをするのは口角の窪みや頬ばかりだった。

「あの日」

「え？」

「背中を向けていても、君が泣いてることはわかってた」

　別れの日のことを言っているのだと、すぐにわかった。

　離れていく彼の背中が見えなくなるまで、必死で嗚お咽えつを噛み殺したあの夜。彼にはお見通しだったらしい。

　それなら、どうして……。

「……なんで？」

　私が泣いても気にならなかった？　振り向くのも煩わしかった？

　別れを告げたのは私の方なのに、責め立てる言葉ばかりが頭に浮かぶ。

　だけど、彼の表情を見れば声にはならなかった。

「一度でも振り向いたら、決心が鈍りそうだった」

　私を見下ろす彼が、胸が痛くなるほど寂しそうに笑っていたから、とても一方的に責める気にはなれなかったのだ。

「全部捨ててそばにいられれば、よかった」

「え……？」

　過去を悔いる言葉に、目を見開いた。

　私のことなど、それほど好きじゃなかったから、あんなにあっさり離れたんだと思っていたのに。

　そうではなかったということ？　そうできない、なにかがあったってこと？

　彼の言う〝全部〟が、大阪への転勤だけを指している、と考えるにはなにか不自然な気がした。もっとちゃんと知りたくて、朝比奈さんの腕に触れた。

「朝比奈さ……わっ」

　ほぼ同時に、彼に強く抱きすくめられて、胸元に顔を埋める結果になる。

「ひどいことをしたから贅沢は言えないね。こうしてそばにいられるだけでも」

「待って、んぶっ！」

　さっきまでの切なさをごまかすかのように彼の声は明るくて、ふざけて私の頭をぎゅうっと胸に押しつける。それに逆らい、なんとか首を反らせて顔を上げた。

「待って、ごまかさないでちゃんと聞かせてください」

　ぎゅっと彼のシャツを握る。

　少し目を見開いた彼に、私は深呼吸をして、もう一度言葉を重ねた。

「……ちゃんと聞きたいです。今度は、もう逃げませんから」

　三年前のこと、倉野さんのこと。

　ふたりのことなんて、知りたくないと思っていた。だけど今は、ちゃんと彼の話を聞きたい。

　そう思ったのは……初めて彼が、私に嫉妬心を隠さず見せてくれたからかもしれない。昔はそんなの、欠片もなかったのに、ただひた隠しにしていただけなのだろうか。

　それを本当に後悔しているのなら、改めたいと思ってくれているのなら……それなら私も、信じたいと思った。

　あの頃、疑心暗鬼にとらわれて信じることができなかった私を、今からやり直しても遅くないのなら……もう一度、信じてみようか。

　だって、どんなに否定しても、終わった恋だと自分に言い聞かせても。私の胸から彼が消えたことはただの一度もなかったのだから。

　腕の力が緩んで、ふたりの間に少しの隙間ができる。そのまま身体を離すと、彼は運転席のシートに背中を改めて預け、ハンドルに手をのせた。けれど走り出すわけではなく、話し始めたのは三年前のこと。

「……専務から、極秘で大阪の現状を相談されていて、父も同席すると聞いていた。専務を父は誰より信頼していて、経営方針など常に相談していたからね。ふたりして最初から、僕を大阪に行かせるつもりだった。それが、真帆が見たっていう一度目。ふたりが待つという料亭まで彼女を車に乗せた。社内では話せない事情があったんだ」

「事情？」

「大阪は関西、もっと言えば西日本の拠点だった。当時の現状のデータを渡されて、西日本の立て直しを命じられた。あの頃、僕以外にも何人かあった大阪への人事異動は、そのためだよ」

　そこまで来て、彼はなぜか少し言いづらそうに私から目を逸らす。

「倉野さんとのことは、なんでもないのは確かなんだけどね……」

「なんですか。落ち着いて聞きますから言ってください」

「父に、優秀だから彼女を秘書として連れていけと言われていたんだ」

　ずきん、とコンプレックスが私の胸に針で刺したような痛みを与えた。

　だけどそれは致し方ないことだ。彼女と私とでは、能力も立場も、そもそも比べる対象でもない。

「二度目はＨ・Ｗホテルのロビーで、と彼女に言われてた。レストランの個室で父と専務が待ってるから、と……大阪行きの最終の意思確認だった。まあ、あのふたりに言われれば拒否権なんてあってないようなものだけど」

「……だから、倉野さん、知ってたんですね」

「ん？」

「朝比奈さんの異動のことです。私、朝比奈さんからじゃなくて倉野さんから聞いたのが先だったから……」

　あの時、私はてっきり彼女は朝比奈さんからプライベートで聞いたのだと、勘違いしてしまっていた。知ってて、当たり前だったのだ。彼女も異動の可能性があった、ということなんだから……。

　でも結局、彼女はこちらに残って専務の秘書を続けていた。つまり、朝比奈さんがそれだけは断ってくれた、ということだ。

　仕事のことに、私の個人的な感情なんて挟んではいけないのだけど、やっぱりちょっとほっとした。

　反面、急に刺のある厳しい声を出したのは、朝比奈さんだった。

「……それ、本当？」

「え……はい。ごめんなさい」

　あまりに怖い顔をしているものだからとっさに謝ってしまったけれど、あんな風に聞かされたら誤解しても仕方がないと思う。

「怖がらせてごめん。真帆は悪くないよ」

　我に返ったように彼が少しだけ表情を和らげて、私の髪を撫でる。けれど、なにか考え込んでいるようで、すぐに難しい顔に変わった。

　そうか。朝比奈さんの異動があの頃まだ内密だったなら、倉野さんが私に喋ったのは秘書としては褒められたことではないはずだ。

「あ、でも。倉野さんは私がもう朝比奈さんから聞いてると思ったみたいで」

「それは関係ない。些細な情報でも秘書がそれを漏らすなんてあってはならないよ」

　厳しい表情でそう彼は断言する。

「……プライドの高い人なんだけどね。まさか真帆にそんな接触の仕方をしてるとは思わなかった。気付かなくてごめん」

　申し訳なさそうに眉尻を下げる彼に、大丈夫だと首を振った。

「ともかく、彼女と会ったのはその二回だけだ。すごい確率だね？　それを真帆が偶然見るなんて」

「……うん」

　ほんとに偶然？　百パーセントの確率で目撃するなんて、まったくありえないことはないけれどできすぎている。

　しばし俯いて考え込んで、会話が止まってしまったことに気付く。顔を上げると、朝比奈さんがじっと私を見ていた。

「信じる？」

「えっ？」

「もっと何度も会ってるはずだって、今も思う？」

　言葉だけでは、信じられない？　そう聞きたいのだろう。

　だけど、その疑いを今はまったく持っていないことに、自分でも驚いていた。

「そうじゃなくて。……偶然じゃない可能性ってあるのかな、って考えてたんです」

　そうなると、可能性があるのは私が誘導された場合、だった。

　あの時、二度とも一緒にいたのは伊崎だ。

　だけど、そこで必ず、まさかと思う。あの日一緒にいたのはごく自然な流れだったはずだし、伊崎がそんなことをする意味がわからない。朝比奈さんの行動を、伊崎が把握していたとも思えない。

　だけど、やはり偶然にしては不自然だった。

　ぐるぐると堂々巡りで、眉をしかめて唸っていれば、ふっと笑った気配がして隣を見る。

　私が彼の言い分を信じようとしているからだろう。嬉しそうに表情を緩めていた。

「そのあたりのこともあるしね。聞きたいことも増えたから、近々倉野さんと一度、会うことになる」

「え……専務もご一緒に、ですか？」

「いや。まずは彼女とね。プラス、もうひとり、釣られてくれればいいけど」

　……もうひとり。

　その言葉で、朝比奈さんも伊崎を疑っているのだとわかった。

　三年前、伊崎が朝比奈さんの行動を把握するためには、きっと倉野さんとの接触がなければ叶わない。あのふたりに接点なんて、あったのだろうか？

　そしてやっぱり、伊崎が関わっている可能性があることが私には衝撃だった。

　信用していたのだ、仕事仲間として、友人として。伊崎がそんなことをする理由もわからない。

　考え込んでいると、シートが揺れる。

「えっ……」

　朝比奈さんが再び、私の方へ身体を乗り出してきたのだ。

　唐突すぎて固まった私の目の前に、緩んだシャツの襟元と喉がある。そこから立ち上る肌の匂いと、混じる微かな香水の香りに、ドキリとした。

　なにをされるのかわからないままうろたえて、ぎゅっと目を瞑る。耳にしゅっという衣擦れの音が続いたかと思えば、斜め下の方からカチッという音がした。

「真帆が信じようとしてくれたのは嬉しいけれど、そのあたりの、不明なところをはっきりさせるからもう少し待ってて」

　ぽんっと頭を軽く叩かれて、体温が離れていくのがわかって目を開けた。

　微かな圧迫を感じて胸元に目をやると、さっき外されたはずのシートベルトが締められていて。

　隣からまた、しゅっ、という音。

　見れば、朝比奈さんが自らもシートベルトをしているところだった。

　拍子抜けしてうっかりぽかんと見つめてしまい、彼が気付いてくすっと笑う。

「送るよ。どうかした？」

「いえっ！　別に！」

　なにかされると思ったなんて、恥ずかしくて言えない。けどくすくす笑っているところを見ると、彼は気付いているらしい。

　もっと言えば、私が勘違いするようにわざとあんなに近づいてシートベルトを締めたような気がする。

「……いつまで笑ってるんですか」

　ほどなくして走り出してもまだ、朝比奈さんの横顔は機嫌よさげで、むかついた私は仏頂面で彼を睨んだ。

「ごめんね。これ以上一緒にいると僕が我慢できそうになくて」

　って、その返しがすでに、私が期待を裏切られて怒ってるという意味にしか聞こえない。別に期待をしたわけじゃない、ちょっと驚いただけだ。

「そういうこと言ってからかうのやめてください」

「ほんとだよ」

　ちらりと向けられた流し目は色っぽくて、また私の顔色は正直に反応してしまうが、これ以上からかわれたくなくて、言い返すことは諦めた。

　私たちの今の関係は、まだ付き合っているわけじゃないけれど、なんだか妙に、以前の私たちよりも艶っぽくて、それでいて遠慮がない。

　あの頃の私たちはもういないけど、これはこれで悪くない、と思える。

　今の私たちにしかできない、答えの出し方もできる気がする。

　だからもう、私は三年前のことを掘り返すよりも、今の彼を見つめてどうしたいか考えようと思ったのだけれど。

　翌日早速、昔の私ならコソコソ隠れていじけてしまいそうなシーンに出くわすことになる。










臆病者の戦線離脱




　翌日、昼休憩の少し前くらいに、カナちゃんからメッセージが入った。

【うちの店で話題沸騰、噂でもちきりなんだけど。朝比奈さんとくっついたの？】

【いきなりなに】

【夕べ倉庫でふたりで作業してたらしいじゃない。それ見た子がいい雰囲気すぎて邪魔できなかったとか言ってる】

【気のせい！　ってか朝比奈さん呼んだのカナちゃんでしょ!?】

【うん（笑）】

　笑うな！　他ひ人と事ごとだと思って！

　カナちゃんは昼休憩の時間だったのだろうか。速いテンポでやりとりして、私はパタンとスマホケースを閉じた。

　こちらはこれからランチだけさっと食べて、外出しなければならないのだ。あまり仕事に関係ないやりとりはしていられない。

　立ち上がると、向かいの席から伊崎が顔を出した。

「吉住、飯行く？」

「うん。その後外出」

「俺も行こ」

　彼も外出予定があったらしくて、ぱぱっとデスクの上を片付けるとビジネスバッグを手に取った。

　うちの社ビルには、上階にある社員食堂の他に、一階ロビーにカフェもある。社員食堂の方が安く席も多いことからそっちへ行くことの方が多いけど、混みそうな時間帯にはカフェを使ったりする。

「え……」

　一歩カフェの中に足を踏み入れて、視界に飛び込んできたのは窓際のテーブル席に座る朝比奈さんと倉野さんの仲のよさそうな姿だった。

　とっさに考えたのは、今私がここを訪れたタイミングだ。

　ここにしようと言ったのは私だし、伊崎に誘導されたわけではない。

　今回は、だけれど。

「……なんだあれ」

　隣で伊崎が思いっきり眉をひそめている。

　窓辺のふたりは和やかに談笑していて、まるでカップルのようだ。

　倉野さんに至っては、恥ずかしそうに口元を押さえながら頬を染めている。

「……よそ行く？」

「いいから入ろ」

　先に立って少し離れたところのテーブル席に座った。斜め向かいに朝比奈さんの背中が見える位置だ。

　倉野さんの表情はよく見えて、ひとつ改めて確信した。朝比奈さんは彼女とはなにもないと言っていたけど、倉野さんは三年前から好意を持っていることには間違いない。

　じっと見てしまっていたせいで、彼女の視線がすっと動いた時、ばちっと目が合った。

「あら」

　恥ずかしそうに頬を染めて、彼女が微笑んで会釈する。その仕草に当然、朝比奈さんも振り向いた。

「……こ、んにちは」と、こちらも軽く会釈する。

　朝比奈さんともばっちり目を合わせたが、彼は動揺することなくふんわりと毒もなさそうな柔らかさで微笑み返し、すぐに前に向き直った。

「いいんですか？　おふたり、部下の方でしょ？」

「今は昼休憩の時間だからね。上司が声をかけたら休憩にならないでしょう」

　そんな会話がふたりの間で交わされているのを、しっかりと耳が拾ってしまって、むかっと嫌な感情が胸に湧く。

　昨日は私に向かってあんなことを言ったり、顔にキスしたりしたくせに……と、モヤモヤしながらも、昔のような不安はなかった。

　彼女と会うということは聞いていたし、なにか考えがあるんだろう。

　まさかそれが今日だなんて思わなかったけど。

　だから私はさほど動揺もしてなくて、どっちかっていうとそわそわと落ち着かないのは伊崎の方だった。

　伊崎が顔を近づけて、若干いらついた様子でコソコソと話しかけてくる。

「……朝比奈さんとお前、より戻すんじゃねえの？」

「え……いや、うーん？」

　なんと答えたらいいものか、言葉を濁しているうちに店員が来て、とりあえず日替わりプレートのオーダーを済ませる。

　店員がいなくなった途端にまた伊崎は返事を急かしてくるのだが、その時、私の手元で、スマホが振動した。見れば、朝比奈さんからメッセージを受信していた。

【ふたりでなにやってるの】

　いや。それこっちのセリフですから！

　彼の方を見れば相変わらず倉野さんに話しかけているようで、彼女は嬉しそうに微笑んでいる。が、よく見ればテーブルの下でスマホを操作しているのがわかった。

【ランチですよ。朝比奈さんこそ随分仲良さげでなによりです】

【妬いた？】

【別に】

　ちょっとカチンときて、速攻で素っ気なく返してしまったけれど。

　少し間を置いて、再びスマホが震えた。

【僕は妬いてる】

　この状況で、こんな簡単な言葉ひとつで、胸がきゅんと鳴ってしまった私はバカでしょうか。

「おい」

「えっ」

　俯いてスマホを操作していると、真正面からいきなり不機嫌な声をかけられて驚いて顔を上げた。見れば、声に違たがわず不機嫌な伊崎がそこにいる。

　ごめん、今一瞬存在忘れてた。

「なに俯いてひとりでにやついてんの？　ってか笑ってる場合なのかよ」

「あ、ごめん。友達からのメッセージで」

　コソコソと朝比奈さんとおバカなやりとりをしていたなんて、言えない。

　その後、プレートが運ばれてきたのと入れ違いに、朝比奈さんたちが席を立つ。そのままさらーっと、通り過ぎて出ていくのかと思っていたのに、彼は私たちのテーブルの真横に差しかかった時、いきなり声をかけてきた。

「ふたりはこの後外出？」

　後ろの倉野さんが、なにやら余裕たっぷりに微笑んでいるのが癪しゃくに障った。

「はい」

「ゴールデンウィーク中日なんで。なにかと忙しいんですよ」

　だからさっさと食いたいんですけど、と言わんばかりに態度が悪いのは、伊崎だ。

「繁忙期は店舗の使いっぱしりだと割り切らないとね」

　忙しいのは当たり前だろう、と朝比奈さんは言いたいのだ。

　マネージャーは店舗の奴隷であるべき、とばかりに奔走するのが朝比奈さんのマネージャー時代のやり方だった。

　ってか、このふたり、面談の時もこんな喧嘩腰の会話だったのだろうか。ちゃんと面談できたのか不思議だ。

「吉住さんは、無理しないように」

　突然伊崎から、私へと視線が移る。え、と戸惑う間もなく、朝比奈さんが少し腰を屈めて、私の足を気にするように覗き込む。

「まだ全快じゃないだろうから。足、ひどくしないように」

「もう大丈夫です。先日は送っていただいてありがとうございました」

　あくまで私は部下の顔でお礼を言ったつもりなのだが、人前だというのに朝比奈さんの距離が近い。「ダメ。無理はしない」と甘やかすような言葉を吐いてから、ぽんと私の頭を撫で、何食わぬ顔でレジの方へと歩いていった。

　その後ろに続いた倉野さんの目が一瞬鋭く細められたのを見たが、私は笑って目を逸らし気付かなかったふりをする。

　朝比奈さんめ。

　今の絶対わざと、倉野さんを煽った。

　さておき、私は彼女の本音にやっと気が付いた。

　三年前は、私の僻ひがみのせいで彼女をよく思えなかったのだろうと考えていたけれど、そうじゃない。朝比奈さんに近い場所で仕事をしている私が気に入らないんだ。

　私を敵視しているのは、彼女の方。

　あの頃余裕がなくて見えなかったものが見え、今になって得とく心しんがいく。

　だけどわからないのは、こっちの方……伊崎だ。

「……なあ。吉住、ほんとのところどうなの。またアイツと付き合うの？」

　伊崎が本当に、私が朝比奈さんと倉野さんのことを誤解するようにあの場所に連れていったのだとしたら、その理由がわからない。

　もしかして、伊崎に好意を寄せられているのか？とちらりと思ったが、それならこの三年の間に一度くらい言い寄られてもよさそうだ。一貫して彼は職場の同僚だった。

「考えてるよ。ってか、伊崎は面倒見よすぎじゃない？　なんで？」

　ランチメニューはチキンの照り焼きと野菜のキッシュ。ナイフで切り分け口に運びながら、ちらりと伊崎の様子を窺った。

「俺は、別に」

「なに？」

「お前の失恋を知る唯一の第三者だから見届けてやろうかな、と思ってるだけ」

　さっきまでは現状を知りたげにちらちら私の顔を見ていたくせに、私が質問した途端に急に顔を伏せて、鶏の照り焼きに集中し始めた。

「……それは、どうも」

「どういたしまして」

　うーん。わからない。

　仲のいい同僚として気にかけてくれているんだと、私も甘えているところがあった。だけどそれにしたって、特に朝比奈さんが戻ってきてから……いや、戻るという噂を聞いてからは、エスカレートしていた気がする。

　それなのに最近は、気にはかけながらも若干距離を置こうとしているような感覚もあった。昼にくっついてきたのだって、久しぶりだ。

「……もうぐちょぐちょの泣き顔見るのはきもいしな」

「……うるさいな。もうあの程度じゃ泣きませんよ」

　わからないヤツだけど。悪いヤツじゃないとは思うんだ。

　朝比奈さんは、伊崎が私を誘導したんじゃないかと思ってるのだろうけど、そんなことをする理由が見つからない。それに、社長や専務と会うことは極秘だったのなら、スケジュールを知ることが伊崎にできたとは思えない。

　やっぱり、ただの偶然だったのじゃないだろうか。




　昼食後、私と伊崎はそれぞれの担当エリアに向かい、考えごとは一時中断、仕事に追われた。

　定時頃にやっと店舗回りを終え、このまま直帰してもよかったのだが、私は一度会社に戻ることにした。昼間の、朝比奈さんと倉野さんの仲良さそうな談笑の様子が、なんだか頭にちらついたからだ。

　倉野さんの表情はすっかり恋する女の顔になっていて、そんな彼女がそうそう機会を逃すとは思えない。ふたりで会いたい、なんて。彼女ならきっと上手に、甘えられる気がする。

　仕事に没頭しようとしてかわいげをどこかに落っことした私と違って。

　帰社する道中、スマホを開いても朝比奈さんから特になんの連絡もない。昼間のおバカなやりとりが残っているだけだ。

　別に会社に戻らなくたって、素直に『今どちらですか』って電話で聞けばいいだけなのだけど、それが素直にできない私は、まずは会社に戻って朝比奈さんがまだいるか、確かめようとしている。

　昼間のことを気にしているのを悟られるのが癪だった。

　オフィスに戻ると、まだ数名ちらほらと姿が見える。「お疲れ様です」と声をかけながら統括部長室に向かった。

　その途中にミーティングルームがあり、ちょうどその扉の真ん前に来た時だ。

「えっ？　ちょっ」

　突然後ろから足音がしたと思ったら、誰かに肩を抱かれてそのまま中へ押し込まれてしまった。扉が閉まる寸前、プレートをカシャンと動かす音がした。きっと扉には【使用中】と表示されているのだろう。

「まったく、君は驚くほどタイミングがいいよね」

　声を聞く前に、香水の香りで朝比奈さんだとわかっていたから、驚くこともなかった。

　肩に置かれていた手が、するっとお腹に回る。そのまま抱きしめられそうになり、直前で抜け出して向かい合った。

「昼間のことですか？　今度は本当に偶然です。社内でランチをしようと思ったら、カフェか社食かの二択しかないじゃないですか」

　昼休憩の一時間の間にどちらかでかち合う可能性は充分にある。

　まあ、外で食べるかどうか、というところから考えれば、確率は二分の一というわけにはいかないけれど。

「それはそうなんだけどね……来るといいなと思ったタイミングだったから」

「え。かち合ってよかったんですか」

「いい具合に煽ってくれたなと思って」

　悪戯が成功した子供みたいな……と言えばかわいらしすぎるだろうか。朝比奈さんは楽しげに笑っていて、私は眉をひそめた。

「煽ったのは朝比奈さんです。悪趣味ですよ」

「これでも結構、怒ってるからね」

「え……」

　怒ってる、という割には表情は相変わらず穏やかに微笑んでいて、そこにぞわっと一瞬背筋が寒くなった。

「それより、定時過ぎても帰ってこないから仕事が終わらないのかと思ってた」

「あ、いえ。仕事は、終わりました」

　あとはもう帰るだけ、と言おうとして、自分がどうして社に戻ってきたのかを思い出して恥ずかしくなった。

　倉野さんとのことが気になっていたなんて絶対言えない。

　朝比奈さんを疑う気持ちは、実はもう今はそれほどないのだけれど……昔のことを聞き出すためとはいえ、倉野さんとふたりで会うのかと思ったら嫌で仕方なかった。特にふたりの姿を現実に目にしてしまうと、どうしてもその映像を受け入れたくない自分がいる。

　こうして、何事もなく仕事をしていた様子の本人を目の前にすると、邪じゃ推すいしてわざわざ戻ってきた自分が急激に恥ずかしくなった。

「僕はもう少しかかるけど、待っててくれたら食事に」

「いえ、終わったので帰ります」

　頭を下げて、さっさと朝比奈さんの横をすり抜け、ミーティングルームから出ようとしたのだが、扉に到達する前に彼の腕が伸びてきて通せんぼされ、一歩下がる。

「じゃあせめて送るから」

「いいです、早く帰りたいので」

　下がった分だけ朝比奈さんも一歩踏み出してきて、微妙な距離を保ちつつ後ずさりの鬼ごっこだ。

　もっと距離を詰めようと思えば詰められるはずなのに、きっと逃げ回る私をからかっているのだろう。彼が油断している今なら強引に抜けられる気がした。

「失礼しますっ」

　ぱっとダッシュしてすり抜けようとして、扉に触れる直前。ふわっと後ろから抱きすくめられた。

　背中があったかい。がっしりとした腕の感触が、私の心臓を高鳴らせる。

「なにするんですか、もう。帰りますってば」

「気にして帰ってきてくれたのかと思ったのに」

「違いますっ！」

　図星を指されてうっかり語尾が強くなった。だけど彼はお構いなしに私の髪に顔を埋めたまま話すものだから、息遣いが髪の中まで届いて妙に艶なまめかしい。

「ほんの少しでもいいから、真帆との時間が欲しいだけだよ」

「こっ……ここ、会社、です……」

「うん、だから少しだけ」

　緩まないけど決して強くもない腕と、宥めるような諭すような口調に、抗おうにも言葉が続かず俯いた。

　抗えなくなってきている。彼がいつのまにかすんなりと距離を詰めてくるから、身体が覚えている彼の温もりに甘えたくなってしまうのだ。

　だらりと下に落ちていた手をおずおずと持ち上げて、前に組まれた彼の腕に手を添えた。それに気付いた彼の腕の力が、少し強くなる。

　難しいことを考えないで、このまま流されてしまえば楽なんだろうなあと考える。

　すっかり強情っ張りになった私の懐ふところにも、いつのまにかするりと入り込まれてしまった。ガッチガチにガードしていたつもりだったのに、なにがなにやら手懐けられていく自分が不甲斐ない。

「苦しいです」

「うん、少しだけ」

「少し少しって」

「一緒にいられなかった分、ちょっとでも触れてたいんだよ」

　雰囲気にのまれまいと憎まれ口を叩いても、彼はどこ吹く風といった様子だ。言えば言うほど甘い言葉で返されて、私の体温を上げてしまう。

「そんなに思ってくれるんだったら、なんでもっと早く……」

　うっかり恨みごとが口をついて出て、途中でやめた。

　別れを告げたのは私なのだ。全部を朝比奈さんのせいにすることは、あまりに身勝手だ。だけど、別れてからの三年、彼は一度だって修復しようと私のもとを訪れたことはなかったのに、という思いは確かにある。

　海外赴任ならともかく、関東と関西だ。遠いに違いないけど、会えない距離ではないのに。

「そうだね、ごめん」

「謝ってほしいわけじゃないですけど」

「嘘、恨みがこもってた」

　おもむろに彼の右手が私の左手を掴み、掬い上げる。それを目で追えば仰ぐ形になって、口元に寄せられていく手の向こうに、優しく細められた目があった。

「ごめんね」

　謝りつつも、理由は話してくれない。

「……もう一度倉野さんと会うよ。今度は、社外で」

　その上、手の甲に口づけながら、またしても私をモヤモヤさせる発言をする。

「……そ、うですか」

　なにか魂こん胆たんがあるのに違いないが……それは他の女の手に口づけながら言うことか、と呆れてしまう。

「妬いた？」

「妬きません」

「心配しなくても、真帆も一緒だから。いつが空いてる？」

　心配なんかしてないし、と言い返す前に絶句した。

　なんの冗談だと思うような言葉に眉をひそめれば、「いつがいい？　真帆が空いてる時でないと意味がないんだよ」と、重ねて尋ねられる。どうやら本気のようだった。

「いや……え？　私も行くってことですか？　一緒に？」

「一緒に、となるか、向こうで鉢合わせることになるか、この後誰がどう動くかによるけどね」

「なにを考えてるんですか？」

　きっと倉野さんは、朝比奈さんとふたりきりだと思って来るのだろう。そこで顔を合わせた時の彼女の表情を想像すれば、カフェでのあの鋭い目が思い出された。

　睨まれるに決まっている。

　だが、恐らくは同じ想像をしている朝比奈さんはにっこりと微笑んだままだ。

「四人、そこに居合わせてみたらどんな顔をするかと思って」

「ちょ、悪趣味です、その理由。嘘をつけない状態にして、倉野さんに話させる気なんでしょう？」

「そう。場所はＨ・Ｗホテルにしようか」

　真上から注がれる微笑みが、ぞくっとするほど恐ろしくて身震いをした。

　倉野さんに睨まれた時よりもよほど、恐ろしい。

「言ったでしょう。僕は結構、怒ってるんだよ」

　四人、と言った。まだ憶測とはいえ朝比奈さんはすでに確信を持っていて、その怒りの対象に伊崎も入ってるのだ。

「……伊崎はほんとに、悪いヤツではないんです」

　つい口をついて出た言葉は、伊崎をかばうものだった。

　どうしてもずっと私を助けてくれた顔が脳裏にちらつく。

　否定したいというよりも、〝悪いヤツではない〟とただそれを、伝えたかった。わざと私を陥れるようなことはしないと信じている。

　真上から微笑みが黙ったまま私を見ている。朝比奈さんは〝伊崎〟には敏感に反応するから、聞き入れてはもらえないかもしれない。

　彼は表情を変えず、私の手を胸元に戻す。そしてふっと困ったような苦笑いを浮かべると、自分の腕を私の前で交差して一層強く抱きしめてきた。

「ちょ、苦し」

「悪い男じゃないのはわかってるよ、ちゃんと」

　そう言いつつ彼の腕は緩むことはなく、ぎゅうぎゅうと締めつけられる。

　しばらくそのまま離してもらえなかった。




　ゴールデンウィーク明けの最初の金曜の夜。

　それが、私が希望した日だった。

　というのも、その翌日土曜は、朝比奈さんと以前約束したデートの日だからだ。モヤモヤしたままで行くよりも、なにもかもはっきりした状態でその日を迎えたかった。

　それまでの数日は、どうしても伊崎の行動が気になってつい目で追っていたが、仕事も忙しくそればかりに気を向けてはいられなかった。当然、倉野さんがどう出るのかも気がかりだったけど、そちらはめったに遭遇することもないし、知るよしもない。

　特にどちらからもなにか言われることもなく、やっぱり伊崎は無関係なんじゃないかと、ほっとしていた当日の昼だった。

「吉住さん！」

　そろそろ昼食に行こうかとオフィスを出てすぐ、声をかけてきたのは倉野さんだった。

「倉野さん？」

　なにか用がない限り、彼女がこの階に来ることはないはずだ。

「どうかされましたか？」

「朝比奈さん、オフィスにいらっしゃるかと思って」

　相変わらず綺麗な笑い方をする。彼女は手に書類を持っていたが、仕事なのか私用なのかはわからない。

「どうでしょう……いらっしゃるとしたら統括室の方かと思いますが……」

「そうなのね。お忙しいかしら。今夜お会いする約束だからその時でも構わないのだけど……」

　はにかむような笑みを浮かべながら、片頬を手で押さえ、私が尋ねもしないことを口にする。

　今夜会うことをわざわざ私に知らせに来たのだろうか。

　私も参加予定ですよ。

　むかっ、ときて、つい口を滑らしそうになるのをかろうじてのみ込んだ。

「どうでしょう、行ってみてはいかがですか」

「朝比奈さんならさっき出てったからいねえよ」

　突然ぶっきらぼうな言い方で割り込んできたのは伊崎の声だ。

　驚いて振り向こうとしたが、それより先に伊崎が早足で近づいてきて私の隣に並んだ。

「あら、そうなんですか」

　倉野さんは変わらず微笑んだままだが、なにやら声のトーンが低い。

「でしたら、メモだけでも置いてくるわ」

「統括室ですよ。勝手に入るのはまずいと思いますが。言付かりますよ。その書類？」

　にわかに始まったふたりの攻防はどこか早口で、ただの仕事のやりとりのはずなのに、見る者をヒヤヒヤさせる空気を伴う。

　その状況についていけず目を白黒させている間に、倉野さんが折れた。

「いえ。これは違うの。結構よ、またお会いした時にするわ」

　一瞬憮然とした表情を浮かべた倉野さんだったが、次にはくるりと踵を返した。

「……なんか言われた？」

　倉野さんが見えなくなってから、伊崎がそんな質問を投げかける。

「なんか、というか……今夜朝比奈さんに会うから、ってことかな？」

　明らかに、それを言いに来たような気がして仕方ないのだけれど、それは私が色眼鏡で見るからだろうか。

　冷静に人の真意を探るって案外難しい。どうしても先入観が入るし、入ってるかもしれないと思ってしまうから、自分の受けた印象が果たして正しいのかもよくわからなくなってくる。

　首を傾げていると、隣から舌打ちが飛んできた。

「ちっ……朝比奈さんなに考えてんだよ」

「は？」

「まあいいや。飯行こう」

　手を引っ張られて、前につんのめった。

　がっしりとした大きな手に包まれたまま、考える。

　伊崎は、倉野さんに言われたことに私がダメージを受けたと思ったのだろう。助けてくれようとしたことはわかったのだけど……さっきの倉野さんとのやりとりに、妙に違和感があって仕方ない。

「ねえ……伊崎」

　手を引かれて歩き出した直後だった。

「吉住？」

　さっき伊崎がいないと言ったはずの朝比奈さんが、統括室の方から歩いてきて私たちを見ていた。

「あ、朝比奈さん？　いないんじゃあ」

「お疲れ様っす。行こう、真帆」

「は？　え？」

　伊崎が朝比奈さんに向けた声は、さっきの倉野さんに対してと同じくらいに険のあるものだった。加えて、突然下の名前で呼ばれて面食らう。強引に手を引っ張られ、そのまま伊崎に連れ出されてしまった。

　背後に朝比奈さんの視線を感じる。

　だけどそれ以上に、伊崎とまず話さねばならない、そう思った。




　外で食べると勝手に決めて、伊崎がずんずん歩いていくものだから、私も小走りになってついていく。

「ちょっ、ちょっと！　伊崎待って！」

　会社の外まで出て、やっと伊崎を引きとめた。

「あ？」

「さっきのなによ、わざとらしい」

「さっきってなに」

　すっとぼける後頭部を、バシッと若干強めに叩き倒した。

「いって！」

「勝手に呼び捨てにしないでよ！」

「あんまりむかついたから牽けん制せいしといたんだよ！　お前もあんなヤツやめとけって、あっちにもこっちにもいい顔しやがって！」

　強めに怒ればすぐに謝ってくるかと思ったのだが、予想に反して伊崎の反撃に遭い、面食らう。このところで一番、イライラしている顔だった。

「えー……と、念のため聞くけどむかつくって誰に」

「朝比奈さんに決まってんだろ！　お前にも言い寄ってあの女にまで思わせぶりな態度取って、一体なんなんだよ」

　私が朝比奈さんによりを戻したいと言われていることは、伊崎に詳しくは話していない。が、言い寄られていると伊崎の中では決定事項なのだろう。

　当たっているから違うとも言えず言葉に詰まった。

　その間もカッカと頭に血が上った伊崎は、私もすっかり忘れていた話を持ち出した。

「吉住、俺と付き合ってることにしとけ」

「は!?」

「そしたらお前に近寄らなくなるかどうか、はっきりすんだろ」

　いくらなんでも嘘で付き合ってることにするなんてバカバカしくて、てっきりおもしろ半分で言ってるのだろうと聞き流してしまっていた。

　それでさっきの〝真帆〟呼びか、と呆れて開いた口が塞がらない。

「大体、あんな女とお前天てん秤びんにかけられて腹立たねえ？　あの女、性格極悪だぞ。しれっとした顔で人をコケにして、今日だってあれ、わざわざお前に……」

　怒りというのは、怖いものだなと思う。頭に血が上りすぎて、自分がぼろっとこぼした発言に気付いていない。

「伊崎、それなんの話？」

「あ？」

「しれっとした顔で人をコケにした、って」

　さっきの倉野さんとのやりとりを見ていた時から、妙に違和感があったのだ。

　伊崎が倉野さんに対していい感情を持っていないのはその通りだが、ふたりは直接関わりはないはず。それなのに倉野さんまで、伊崎に対して棘があるような応おう酬しゅうだった。

　伊崎は数秒固まっていたが、私が聞きたいことを理解すると徐々に顔色が悪くなり、すいっと目を逸らす。その様子は明らかに不審だった。

「……伊崎、倉野さんのこともしかしてよく知ってるんだ？」

「いや。まあ、知ってるよ専務の秘書」

「そういう意味じゃない。人をコケにしてってなに？」

　伊崎の口がぐっと真一文字に引き結ばれた。

　その瞬間、疑念がじわじわと確信に変わっていく。

「……伊崎。私になにか言いたいことはない？」

　睨みながらダメ押しすれば、観念したかのような深く長い溜め息が落ちてきて、伊崎は肩を落とした。

「……ごめん」

「伊崎？」

「俺、お前に謝らないといけないことがある」

　話す覚悟を決めたらしい。

　とにかく座ろうと、力なく間近にあったカフェを指差す。

「知らなかったんだよ、マジで。朝比奈さんと付き合ってたのは倉野さんだと思ってたんだ」

　そこから始まった伊崎の独白は、聞けば聞くほどに驚きよりも『やっぱり』という思いが強く、同時にあの綺麗な笑顔の裏で伊崎をあっさり心理操作していた倉野さんを空恐ろしく感じる内容だった。




　三年前、伊崎が本社に戻って少し経った頃、だそうだ。

　同期会をしようと言いながらも、私が仕事一辺倒でまったく話が進まないことがあった。仕事上がりに話そうと約束していたその日も、私は仕事が終わらず、伊崎はひとりバーに立ち寄り、そこで声をかけられたという。

　それが果たして偶然だったのかどうなのか、伊崎にもわからないらしいが、向こうは伊崎のことを知っていたそうだ。

『朝比奈さんと同じ部署でしょう？　彼とペアの女の子と親しそうに話してるのを見たことがあったから。彼からもよく話を聞いてます』

　その話しぶりから、朝比奈さんと親しいか、むしろそれ以上の関係だろうと、すんなり思い込んでしまったらしい。

　酒もほどよく回って、意気投合したふたり。やがて朝比奈さんの話から、自然と互いの恋の話へ移り、そして悩みごとへと変わる。

　そこからの話をするのを伊崎はひどくためらい、珍しく昼食のパスタも喉を通らない様子だった。

　倉野さんは、彼に憧れる後輩の女の子のことが気がかりで仕方ない。伊崎は、ちょっといいなと思ってる同僚が朝比奈さんと仕事のことで頭がいっぱいでつけ入る隙がない。

　そして倉野さんからある提案をされた、という。

『私と彼がプライベートで会ってることを知ったら、彼女も諦めるんじゃないかしら』

　酔いも回っていたが、さすがにそこまで、と笑ってごまかしたそうだが、その後も倉野さんは巧妙だった。

『深く考えることないわ。待ち合わせの時間と場所を教えるから、時間が合えば近くにいればいいんじゃない？』

　上手くいけば、落ち込む彼女を慰められるし、叶わない憧れから目を覚まさせるいい機会かもしれない。

　そんな風に囁かれ、その場は笑って済ませたが、連絡先は交換した。

　そこからは偶然も重なったようだった。

　社食で私以外のメンバーと同期会の打ち合わせをした時、候補に挙がった日程に、倉野さんから連絡があった日が入っていた。

　時間帯も、私が忙しそうだからと遅い時間を指定すれば、それもすんなり通り、私とふたりで倉野さんと朝比奈さんの待ち合わせ場所が見える駅前のカフェに入れた。

　私が朝比奈さんと付き合っていたなんて思いもよらず、ただの憧れだった割にはなにか変だと私の落ち込みようにうろたえもしたが、嫉妬もしたという。

「……手の届かない相手に泣くのなんかやめちまえって思った。二度目のＨ・Ｗのロビーでの待ち合わせの時は、さすがにきついかと思ってためらったのに、お前は倉野さんの後をつけてっちまって。お前の落ち込みようは異様だし、なんか変だと思ったけど朝比奈さんとの関係はお前は否定するし。朝比奈さんと別れた後、ボロボロになったお前を問い詰めて、ようやく真相を聞いた時……血の気が引いたよ」

「なんで、そんなこと……」

　伊崎が適当にごまかした〝ちょっといいなと思ってる同僚〟が誰なのか、話の流れでは明白だ。だけど口に出さずにはいられなかった。

　伊崎は恨めしそうに私を見た後、すっかり溶けたデザートのチョコサンデーにスプーンを突っ込むと小さな声でぼそりとこぼす。

「……好きだったんだよ、吉住が。でも、結局これが原因で言えなくなった」

「伊崎……」

　伊崎の手が、結局チョコサンデーを諦め、持っていたスプーンを置いた。すいっと器をテーブルの隅に移動させ、自分の正面を空けると、額がテーブルにつくほどに頭を下げた。

「……ごめん。本当に」

　いつもは見えない伊崎の頭のてっぺんを見ながら、不思議と怒りは湧かなくて、呆然と店内のざわめきの中に身を置いていた。

　なにも言葉のない私に伊崎が再び「ごめん」と呟いて、やっと我に返って「もういいよ」と声が出る。

「なんで今まで黙ってたの……」

「……朝比奈さんがあっさりお前を置いて関西に行ったってのが、許せなくて。本気じゃないならこのまま時間かけて忘れてけばいいと思って」

「……それなら、言わなくて済むと思った？」

「……それも、ある」

　びっくりした。真実そのものよりも、私よりもずっとでかい図体をした男が、いつも偉そうに言いつつもなにかと助けてくれた彼が、随分と小さく見えたから。

「朝比奈さんが帰ってくるなら、吉住がどうしたいのか今度こそちゃんと見て協力しようと思った」

「でも付き合ったふりしようとか言ったじゃない」

「あれは、あわよくば、っていうのと」

「……呆れた」

「と！　そうしたら朝比奈さんの本心もわかるかもしれないと思ったんだよ！」




　それから午後はお互いに仕事をこなして、その間も時折脳内に隙間ができれば色々なことが頭を過った。

　朝比奈さんにべったりだったあの頃の自分のことだとか、必死になって追いつこうとして、靴擦れで悩まされていたことだとか。

　コンプレックスになるほど憧れた、倉野さんの凛とした立ち姿だとか。

　そんな私を見る、朝比奈さんの優しいけれど少し困ったような笑顔だとか。

　散々泣いた、別れた日の夜のことだとか。

　心配して何度も飲みに誘ってくれた伊崎のことだとか。

　それらが一巡した仕事終わりの頃には、私の中で色んなことが片付いてひとつの線に繋がって、すとんと胸に落ちていた。




「……もっと怒るかと思ったけど、随分あっさりしてるよな」

「怒ってほしいの？」

「いや、うん。殴られても仕方ないとは思ってた」

　Ｈ・Ｗホテルのラウンジにあるテーブル席で、伊崎と私は向かい合わせに座る。

　仕事上がり、ここに直行したのは朝比奈さんの指示だった。

「怒る、というか……。結局、私がダメだったなあって色々思い出して気づいた」

　私がもっと、しっかりしていればなにも問題はなかった。

　あの頃、倉野さんに何度か遭遇して、私に囁いていったのもきっと彼女の策略だったのだろう。自信のなさから術中にハマって、勝手に負かされた気分になっていた。

　自信があれば、きっと朝比奈さんに真相を聞けたはずなのにできなかった。聞いても、きっと信じられなかった。

　そんな私に遠距離恋愛など無理だと、朝比奈さんは気付いていたのかもしれない。あのまま続いていたとしても、きっとどこかでダメになっていた。だから、朝比奈さんはあの日振り向くことをしなかったのじゃないだろうか。

「だから、私が別れを切り出してもなにも言わなかったのかなって」

「いやいや。そこは絶対納得いかねえ。ホントに好きならたとえ遠くたって手放したくないもんだろ、休みのたびに会いに来るとかフォローはできたはずだろ」

「……伊崎。結局どっちなの、今度こそ応援してくれるって言ってなかった？」

　ぐっと拳を握って力説する伊崎に白い目を向ければ、またぐぐっと喉を詰まらせていた。

「わかってるよ。邪魔はしないけど朝比奈さんの本音は聞きたい。それはお前もだろ」

　伊崎はなにを考えているのやら、嫌な予感が仄かに漂うのだけど。

　その時、ちょうど膝にのせたスマホがメッセージの着信を知らせて点滅した。

「それは聞きたいけど……朝比奈さん、もうすぐ着くって。今メッセージ入った」

　朝比奈さんと倉野さんがここで待ち合わせることは、私は朝比奈さんから、伊崎は倉野さんから聞いていた。もっとも伊崎は今回は断ったから、倉野さんは私たちがラウンジで待機しているなんて思いもよらないだろう。

　朝比奈さんには伊崎から聞いたことをメッセージで簡単にだが伝えてあった。

「おお……来たわ。こっち歩いてくる」

　伊崎の視線がエントランスの方へ逸れて、声が上擦った。表情が若干青ざめているあたり、さすがにビビっているのが目に見えてわかる。

　私も伊崎の視線を追えば、こちらに歩いてくる長身が柔らかく微笑みながら私たちを見ていた。

「真帆」

　朝比奈さんは私だけをまっすぐ見てすぐそばまで来ると、人目がある場所だというのに、さらには伊崎も目の前にいるのに、突然腰を屈めて私の頬に軽く口づける。

　いきなりのことで避けるのが遅れた私は、慌てて彼の身体を押し返した。

「ちょ、朝比奈さんっ」

「ごめんね。仕事で疲れてるだろうにくだらない茶番に付き合わせて」

　じわ、と汗をかきながらちらりと伊崎を見れば、なんとも複雑な表情で絶句している。そりゃそうだ、いきなり存在を無視されて目の前でいちゃつかれればそんな顔にもなる。

「あの、電話でも説明しましたけど、伊崎はほんとにちょっと魔が差しただけで。私と朝比奈さんのことも本当に知らなかったみたいで……」

　とりあえず存在を思い出してあげて、と口にしてみたのだが。朝比奈さんが笑顔のまますっと目を細めたのを見て、しまった、逆効果だったと気が付いた。

「あっ、伊崎がどう、とかではなく、私はもう朝比奈さんを疑ってもないし、倉野さんのことももういいんじゃないかって……」

　慌てて言い訳めいた言葉を重ねるが、それは本音でもあった。

　腹は立つけど、さっき伊崎にも言った通り、結局は私と朝比奈さんの問題なのだ。

　私たちが、どうするのか。

　伊崎から真相を聞いたからには、倉野さんをわざわざ追い詰めなくても、もう放っておいてもいいんじゃないだろうか。あとは、私と朝比奈さんとふたりで話し合えばいい。

　そう思い彼を見上げたが、返ってきた微笑みはＮＯを表していた。

「倉野さんも伊崎も、君と僕の問題には最初から無関係だ。なのに、横やりを入れて真帆を傷つけたことはきっちり謝罪してもらう」

　言いながら私の頬に手を添え、親指で撫でる。

　私に向けられた口調も微笑みもこの上なく優しいのに、その内容は手厳しい。

　けど、まあ……なにをするつもりなのかと思っていたけど、謝罪だけ、ってことなら。と、小さく頷こうとしたのに、横からいきなり鼻で笑うような声が聞こえた。

「……一番傷つけたのはあんたじゃないですか」

　これまでビビって沈黙していた伊崎からの、いきなりの攻撃だった。

　なにを急に火がついてるんだと驚いて見れば、まだ頬を引きつらせながらも強く朝比奈さんを睨んでいた。

「ちょっと、伊崎！」

「だってそうだろ。なにがあったってあんな置いていき方は絶対なかった。いっぱいいっぱいになってた真帆にもちゃんと気付いてやるべきだった」

　朝比奈さんがここに来て初めて、伊崎へと目を向けた。

「君の言う通りだよ」

　肯定的な言葉だけれど、笑顔は鳴りを潜めて挑戦的な伊崎の目をまっすぐに見返している。

「だけどそれを詫びるのも言い訳をするのも真帆にだけで、他の誰に話して聞かせる義理はない。さっきも言ったね、君には関係ない」

　それはきっぱりと、伊崎に思い知らせるように一線を引いた物言いだった。

　ただ、これを聞いた伊崎もまた、なぜだかにやっと口角を上げ、引き下がることはしなかった。

「関係ない、こともないかもしれないじゃないすか」

「なにが言いたい？」

「三年経ってんですよ。こいつがずっとひとりだったと本気で思ってんですか。放置しといてそれは都合がよすぎると思いますけど」

「ちょっ！　いっ!?」

　いきなりなにを言い出すのか。

　さっきの嫌な予感はこれだったか、と慌てて止めようとすれば、テーブルの下で思いきり脛すねを蹴られて、思わず顔を伏せて足を擦った。

　今の絶対、靴の先だった！

　伊崎のヤツ、さっきまであんなビビってたくせになにを急に、となんとか顔を上げる。痛みのあまりに涙目だった。

　そんな、思いがけず意味深になってしまった表情で朝比奈さんとしっかり目が合ってしまう。そのタイミングで伊崎はなおも彼を煽った。

「あんたがいない間になにがあったっておかしくない。真帆は今は俺と付き合ってるとしたら？」

　どっぽどっぽと火に大量のガソリンを注ぐような伊崎の発言に、私は必死で違うと頭を振った。

　声が出なかったのは、ふうっと落ちてきた溜め息に、朝比奈さんの苛立ちを感じたからだ。一瞬、見放されてしまうんじゃないかという不安に手を伸ばしかけた時、彼の目は伊崎へと向けられた。

「今の話が本当だとして、だからなに」

　低く響いた声に、伊崎がびくっと肩を跳ねさせて息をのむ。

　その声色は怒っているようにも聞こえたけれど、朝比奈さんにしてはひどく好戦的な目で笑っていた。

「関係ないよ。はなから奪うつもりで帰ってきたんだから。伊崎、言ったからには僕と争う覚悟はあるんだと思っておくよ」

　朝比奈さんと、争う覚悟。そこでついに、伊崎は顔色と返す言葉を失った。

「残念だけど、倉野さんがそろそろ着く頃だから、伊崎の相手は後でゆっくり。君たちがここにいるってバレても構わないけど、気付かれないようにしといた方がおもしろいかもしれないよ」

　朝比奈さんの胸元で、わずかな振動音が聞こえる。彼はスーツの内ポケットからスマホを取り出して確認すると、ぽんっと私の頭に一度手を置いてから背を向けた。

　恐らく、エントランス付近まで倉野さんを迎えに行ったのだろう。

　これから倉野さんが来る。緊張するべきなのに朝比奈さんの背中を見送りながら、逆にほうっと気が抜けていく。

　それは伊崎も同じだったようで、えらく長い溜め息が正面から聞こえた。

　見れば、テーブルに置かれた伊崎の手が、若干カタカタと震えている。

「……めっちゃビビってるくせになんであんなこと言うの」

「うっせぇ武者震いだよ。っつか、全然心配いらねえよ、あの人めちゃくちゃ本気だろ……なんでああいう顔を普段見せないんだろうな」

「……まさかそのため？」

「だって知りたいんだろ。三年前のこととかさ……俺には結局喋ってくんなかったけど」

「煽りすぎだよ！　バカなの!?」

「ちょっとくらい妬かせた方がお前だってわかりやすいじゃん」

　それは……伊崎がこないだのことを知らないから！

　先日、私が伊崎の話ばかりするとそれだけの理由であれだけヤキモチを見せた彼だ。この後のことを思うと、一体どうなるのか空恐ろしい。

　それに、だ。

「……朝比奈さん、争うつもりみたいだけどどうすんの」

「いやいやいや違うだろ、争うつもりじゃなくて潰すつもりだろ。人生詰むわ」

　ぶんぶんぶん、と顔を左右に振って、伊崎は完全に白旗を上げた。










朝比奈由基の真実




　数分も経たず戻ってきた朝比奈さんの隣には、ぴったりと寄り添って歩く倉野さんがいた。

　一方的に倉野さんがすり寄っているのではない。彼が手を取ってエスコートするような仕草にむっと眉をひそめてしまい、正面にいる伊崎ににやにやと笑われた。

　朝比奈さんが必要以上にくっついているのは多分、私と伊崎を彼女の視界から外すため。私たちも顔を伏せていたため、倉野さんは私たちを視界に入れることもなく朝比奈さんの誘導のままテーブルに着いた。

　なんと、私の真後ろの席だ。倉野さんと私が背を向け合って座る。

　多分伊崎には届かないかもしれないが、私の耳にはふたりの会話が聞き取れる距離だった。

「まさか、朝比奈さんから誘っていただけるなんて……驚いてしまいました」

　弾むような声は、喜びを必死で抑えているのがわかる。

　会話が聞こえるだけで見えないというのは、変に想像力が働くものらしい。しなを作る倉野さんの姿が頭に浮かんでイラッとした。

「僕も一度、ゆっくり話がしたいと思っていたんです」

　ああ。朝比奈さんのことだから、きっと穏やかそうに笑っているんだろう。

　そこから和やかにふたりの会話が進む。

　今日の仕事が忙しくて昼食もそこそこだった、といった話から好みのレストランの話だとか。主にはしゃいだ倉野さんが次々に質問を投げかけ、彼が答えていく。

　完全なプライベートの会話だった。

「朝比奈さんて、お酒がお強いってお聞きしてます」

「そうですね、酔って前後不覚になるようなことはめったに」

「羨ましいわ、私、カクテルが大好きなんですけど、すぐに酔ってしまっていつもあまり楽しめなくて」

「女性はそのくらいの方がかわいらしくていいじゃないですか」

　すみませんね。ビールやらチューハイやらいつもがぶがぶ飲んでまして。

　朝比奈さんほど強くはないけど、あまりかわいらしい飲み方をしてない自覚はあって、若干拗ねていれば膝の上に置いたスマホが震えた。

【ひとりで百面相してないで教えろよ。話どうなってんの】

　……どんな百面相になってたんだろうか。不細工顔連発だったろうなということは予測がついて、恥ずかしさから頬を手で覆う。

　それより、伊崎の席ではやはり少し遠くて聞こえづらいらしい。かといって詳しく会話を再現するわけにもいかず、今はまだ単なる雑談だと簡単に返しておく。

　その間にも、倉野さんのアピールは続いていた。

「ご存じです？　ここのバーのカクテル、すごく美味しいんです」

　あからさまに誘ってるように聞こえるのは私の気のせいでしょうか。

　ぎゅっ、とつい眉間に眉を寄せてしまい、伊崎に見られたくなくてすぐさま手で隠した。

　多分、倉野さんはこの後もしくは食後なり、朝比奈さんがそのバーへ誘ってくれると思ったのだろう。この話の流れなら、きっと誰でもそう期待する。

　けれど、朝比奈さんはさっきまで彼女に合わせた受答えをしていたのに、突然引いた。

「そうですか。では今度、プライベートで行ってみることにします」

　これには、さすがに聞いてる私もかくんと拍子抜けというか、倉野さん本人に至っては逆に焦ったのではないだろうか。

「あっ、ごめんなさい。私ったら、お酒の席に誘うような言い方をしてしまって、そんなつもりじゃなかったのですけど」

　少しかわいそうなくらいにしょげた、力ない声だ。

「私、つい舞い上がってしまって……三年前覚えておいでですか。社長に、あなたについて大阪に行くようにと言われましたのに、あなたには必要ないと断られてしまって……だからまさかこうしてお誘いいただけるなんて本当に夢みたいで」

　またひとつ、朝比奈さんの言葉の裏付けを得られて、ほっと心が軽くなる。

　三年前、倉野さんの同行の申し出を断ったって言ってたのも、本当だったんだ。

　背後から聞こえる会話に懸命に耳を澄ましていたら、正面にいたはずの伊崎がこっそり私の隣に回り込んできていたことに気付くのが遅れた。

「……今どうなってんだって」

　ぼそ、とすぐ耳元で声が聞こえて、ばっと隣を見る。

「ちょっと、なにしてんの」

「だって聞こえねえって」

　倉野さんにバレたらどうすんの！

　ボソボソと言い合っているのが聞こえて、彼女がこちらを振り向いたら終わりだ。

　仕方なく、そのまま並んで聞き耳を立てることにする。

「私、すごく後悔したんです。関西で随分ご苦労されたでしょう、やっぱり私……お手伝いさせてほしかった……って」

「倉野さんのような方にそんなことを言われたら、男は勘違いしてしまいますよ」

「勘違いなんかじゃありません。本当のことです……私はずっと、朝比奈さんのことが……」

　彼女の声は切なげで、朝比奈さんを慕っているのがひしひしと伝わってくる。

　きっと支えられる自信があったんだろう。

　そう思えば、あの頃彼から逃げた自分が急に恥ずかしくなり、唇を噛んだ。

　さすがにこんな健けな気げな彼女の声を聞けば、朝比奈さんも優しくならざるを得ないだろうか。

　だが、予想に反して聞こえた彼の声は、一転して低く感情のこもらないものだった。

「それが理由、ですか……」

「……え？」

　やけに冷ややかに聞こえる声に、倉野さんも戸惑っているのがわかる。

　恐る恐る振り向いた。倉野さんの肩越しに、朝比奈さんの表情が見える。

「そんな一方的な感情で、傷つけたのか」

　視線は伏せてテーブルに落ちていた。さっきまでの作り笑いが消え失せて、溜め息交じりの言葉は、まるで怒りを吐き出すための独り言のように聞こえた。

「あ……あの？」

　倉野さんの、怯えた小さな声がした。

　彼はテーブルの上で両手を組み合わせ、すっと上向いた目は冷ややかに光っていた。

「西日本エリアの立て直しに、女性を連れてなどいけないでしょう。……ましてや私情で情報を漏らす秘書なんて、足を引っ張る存在でしかない」

「それは、どういう……？」

　彼女の動揺する気配を感じる中、朝比奈さんの声が続く。

「あなたが三年前、どういうおつもりで〝あんなこと〟をなさったのか。そのわけをお聞きしてからと思ったのですが、正当な理由などなさそうだ。本題に入りましょうか」

「意味が、わかりかねますが……」

　かろうじて聞き取れる、耳を澄ましてやっと聞こえるほどの小さな声がした。倉野さんの震えが伝わってくるようだ。

「部下の吉住がね、どうやら三年前の僕の大阪出向について、誰かから事前に聞かされていたみたいでね」

「そ、それが私だというんですか？」

　倉野さんの髪の間から覗く耳が、みるみる真っ赤に染まっていった。

「他に誰もいない。あの時点で僕の異動はまだ社長と専務、僕と三人だけで進められている話だった。それに僕は部下を信じているしね」

　朝比奈さんの声が淡々と彼女を追い詰める。これでは彼女も、言い訳の隙すらないだろうと思ったが、彼女が放った言葉に驚いた。

「……聞き出されたんです！」

　彼女の後ろ姿を凝視する。

　まさか、私のせいにするつもりかと聞いていれば、案の定だ。

「わ、私はただ……彼女が靴擦れをしてつらそうにしていたから声をかけて、絆創膏をあげたんです。それから彼女に何度も声をかけられるようになって」

　とんでもない作り話に、言葉もない。朝比奈さんを見て、必死で『違う』と首を横に振る。

「吉住が、君から無理に聞き出したってこと？　どうして彼女がそんなことをするの」

「私にもわかりません……けど、彼女、私に嫉妬したんですきっと。会食の時、朝比奈さんをご案内したことがありましたよね。あのことで私、随分詰め寄られて……朝比奈さんと吉住さんが付き合っていることも、彼女の口から聞かされて」

「それで？」

「……つい、漏らしてしまったんです。私怖くて……大阪転勤のことで話をしていただけだと。付き合っているなら朝比奈さんから転勤のことは聞いているものだと思って」

　靴擦れで絆創膏をくれた、確かにそれは本当だけれど、それ以降がすべてデタラメだ。

　聞いているうちに、怒りで頭に血が上った。だけどすぐに、怖くなる。彼女の言うことは、辻つじ褄つまが合ってしまうからだ。

　朝比奈さんは、じっと感情の見えない目で倉野さんを見つめている。

　違う、信じて。

　そう訴えようとしたけれど、私の方を見てくれない。

「……どんな理由があっても、秘書が情報を漏らすなどあってはならないよ」

「それはその通りです！　私が迂う闊かつでした、けど……」

　倉野さんの声はとても悲痛なもので、自分の無実を訴えている。

「自分のせいではない？　吉住に詰め寄られて？」

「そうです……申し訳ありません、私がもっとしっかりしていれば」

　我慢できなくなって立ち上がろうとした時だった。

「では、今日のことは？」

「え？」

「それは誰に漏らしてこういうことになったのかな？　内密に、と言ったのに」

　朝比奈さんの目が、彼女を通り越して私たちを見る。

　ぴくっ、と倉野さんの肩が震えた後、恐る恐るといった様子でこちらを振り向いた。

「僕も、着いたら部下のふたりがこんなところに潜んでいるものだから驚いたんだけどね」

　にっこり笑って、彼は言う。

　嘘ばっかり、だ。伊崎は倉野さんからここで朝比奈さんと会うことを聞いたみたいだけど、私たちがここにいるのは朝比奈さんの指示だ。

　怖いくらいの笑顔で、朝比奈さんは淡々と話を詰めていく。

「おかしいね。今日の約束は、君とふたりで交わしたものだったんだけど……もしかして三年前と同じことをした？」

　私たちと視線が合った彼女は、気の毒なほどに顔を真っ赤にして目を潤ませていた。そして私と伊崎を交互に見ると唇を戦慄かせる。

「どうしてここにっ……」

「伊崎は君から聞いたって言ったけれど」

「違います、私は、だって……」

　焦った声で彼女は否定するけれど、それを止めたのは怖い顔で立ち上がった伊崎だった。

「デタラメばっかり言うなよ」

　ぐっと握られた伊崎の拳は、震えていた。

「三年前、あんた俺にプライベートで朝比奈さんと会ってるみたいに話してたよな。だけど今の会話ではっきりと、仕事の会食だったと言い切った。今さらあんたの言うこと信じるヤツなんてここにはいねえよ」

　倉野さんの嘘が完全に暴かれた瞬間だった。

　周囲が何事かとざわめき始める。

　カタカタと震える彼女を、朝比奈さんは静かに見つめ、諭すように言葉をかけた。

「専務は君のことを信用していた。私情で口を滑らす役員秘書なんて、あってはならないよ。当時の会社の経営状況を君なら知ってたはずだ、だから外部のみならず内部にも慎重になってたんだ」

　当時の、経営状況？

　言い回しからはあまりいい意味に捉えることはできず、それは伊崎も同じなのかちらりと見合せた顔は驚いていた。

　私たちが考えていたよりずっと深刻な状況だったのかもしれない。

　その答えを教えてくれたのは、俯き肩を竦めて震える細い背中だった。

「……知ってたからこそ、です。あの頃、西日本の業績悪化が続いて関東エリアがどれほど好調でも、引きずられてこのままではいずれ傾くのは目に見えていました。それを立て直すのは、並大抵のことではなかった。あなたが選ばれたのは、ただ後継者としての責任だけじゃない。あなたの力が試された機会でもあった。だからこそ、私をパートナーにと専務も社長も仰ったんです！」

「必要ないと言ったのは僕だよ」

「わかっています、だから一度は諦めました……。だけど、業績を回復させて軌道に乗せるまで、何年かかるかわからないと言われていたのに、たった三年であなたは帰ってきた。誰にでもできる仕事じゃないわ。それがどれだけ大変なことかも知らないで……私なら支えられたのに！」

　戻ってきた彼を見た時、確かに少し痩せたと思った。鬼だと言われたよ、と笑った彼を思い出す。

　どれだけ無理をしてきたのだろう。穏やかで優しい人が、鬼と囁かれるほど厳しい面を被らなければならない仕事を三年、どんな思いで過ごしてきたんだろう。

　胸が痛むのと同時に、自分の不甲斐なさに目頭が熱を持つ。

「あんな、目の前の仕事すら満足にできなくて、あなたの抱えるものにも気付かないで……あなたにふさわしい人とは思えません！」

　自信に溢れる言葉に、ぎゅっと拳を握りしめる。

　彼女の言う通りだった。私は、自分のことで精一杯で、なにも知らなかった。自分のいたらなさに、彼女の言葉はストレートに胸に突き刺さった。

　だが、その時、当の彼から聞こえた声は、地を這うほど低いものだった。

「……だから、彼女を追い詰めた？」

　怒りを湛えたその声に、向けられたわけではない私まで、ぞくっと背筋が寒くなった。

　倉野さんが、息をのんだのが伝わってくる。

「彼女が僕に相応しいかどうか？　そんなことをなぜ君が決める？　君は自分をどれだけ上に置いて、人を見下すつもりだ」

　彼女は怯えて、声もない。

　朝比奈さんは小さく頭を振り、冷静さを呼び戻すように一度深呼吸をした。

「……さっきから、君は自分や僕を特別な人間のように言うけれどね。替えの利かない人間なんていないよ。そんな体制しか取れない会社なら、どう立て直そうと先が知れてる。僕がいようがいまいが会社は回る、そうでなくてはならないし、君もそう」

　朝比奈さんが、腕を組む。そして少し前屈みになり、倉野さんの顔を覗き込むと。

「専務の秘書が務まる人材は、君の他にもいる」

　冷たく笑ってそう言った。

　脅しのように聞こえたのだろう、倉野さんの肩がびくっと跳ねる。

「……私に、退職しろと？」

「とんでもない。ただ適任者は他にもいるという事実を言っただけだ」

　退職するかどうか、それは彼女に任せるということだろうか。

　朝比奈さんは、思い上がりともいえる彼女の自意識を叩いて本性を明らかにしたかったのだろう。その目的を果たした今、それ以上追い詰めるつもりはないらしい。

「僕と真帆のことはね、君に壊されたとは思ってないから謝ってもらいたくもない。あの頃の彼女は自分に自信がなくて、僕には繋ぎ止める力がなかった。ただ……離れたおかげともいえるかな。この三年で思い知ったことがある」

　朝比奈さんの目が、私に向けられた。

　ぴくん、と心臓が反応して目を逸らせなくなる。

「会社にとってなど関係ない。僕にとって彼女は、替えの利かない人だった。だから今度こそ、僕も彼女にとって、そうありたいと思ってる」

　どくん、どくんと、心臓が高鳴るほどに胸が熱くなり、涙が溢れそうになる。

　じっと私を見つめる視線は、嘘じゃないと訴えかけているようだった。

　カチャ、と音がする。最初に運ばれてきたきりほったらかしになっていたコーヒーカップを彼女が持ち上げ、軽く口だけつけると、ソーサーに戻した。そのまま無言で、膝にのせていたバッグを手に持ち、静かに立ち上がる。

　その足元は、少し覚束ないように感じた。

「社長と専務にはこのことは」

「なにも話してはいないよ」

「そうですか。覚悟はしておきます。大変ご迷惑をおかけしました」

　一歩席から離れると、私と伊崎、朝比奈さんとそれぞれに深く頭を下げる。

「申し訳ありませんでした」

　つられて私も小さく会釈した。

　私とは一切目を合わせないままなのが、彼女に残った最後のプライドだったのかと思う。




　彼女が去った後、私たちの異様な雰囲気に気付いていた周囲の視線も散っていった。

　残ったのは、どっと脱力した私と。

「これでひとつ、すっきりしたかな。あとは」

　冷めたコーヒーをひと口含み、私たちを見る朝比奈さんと、びくっと肩を跳ねさせた伊崎の三人だ。

　おもむろに、朝比奈さんが立ち上がる。靴音をかつんと響かせ、伊崎と並んで座っているふたり掛けのソファに近づいてきた。

　え、え、え、と戸惑う隙もないほど、素早く私の目の前に来た彼は、座る私の腰にいきなり腕を回す。

「えっ、えっ？　わっ」

　そのまま強引に引き上げられると、私は朝比奈さんの片腕に抱きしめられていた。

「……僕の気持ちは、示したつもりだよ。あとは、真帆が選ぶ番だ」

　強い視線に見下ろされ、私の視界も声も、彼の支配下にあるみたいに思うようにならない。

　私に選べと言いながら、彼の手は私を捕まえたまま緩む気配もなかった。

　放すつもりなど、はなからないのだ。

「僕のところに戻っておいで。真帆」

　強い声音や絡まる腕に絆されたわけじゃない。流されたわけでもない。

『僕にとって、替えの利かない人だった』

　あの言葉がじわじわと私の胸に侵食し、心を温めてくれる。その温もりに委ねるように、私は彼の腰に手を回してスーツを掴む。それが返事だった。

　腰に絡んでいた手が肩まで上がり、強く抱きすくめられて、彼のスーツの胸元に顔を埋める。そこから、低い声が響いてくる。

「伊崎、異論はある？」

「……俺は、真帆がいいならそれで」

　もうそんな必要もないのに、私の下の名前を呼んで煽った伊崎に顔を上げようとしたが叶わなかった。肩を掴む手が一層強くなり、私を押しとどめたからだ。

「……そう。じゃあ行くよ、真帆」

　はい、と頷けば私の肩を抱いたまま彼は歩き始めた。

　少しだけ、伊崎を振り向く。

　彼は若干頬を引きつらせながらも、にっと笑って小さく手を振っていた。




　それから、朝比奈さんはしばらく無言だった。私を見てもくれなくて、手をしっかりと握りしめたまま私をエレベーターまで誘導する。

　どこに行くつもりなのかも尋ねにくい雰囲気で、タイミングがいいのか悪いのか、乗り込んだエレベーターには私たちふたりしかいなかった。

　透明なエレベーターの壁からは、ロビーが見える。そちらへ視線を流しかけた時だった。

「伊崎が気になる？」

　やっと発した言葉がそれで、見上げると同時に彼の腕が私の首に回る。その手が私の顎を持ち上げ、怒ったような切ないような、少し眉根を寄せた彼の顔がすぐ間近まで近づいた。

「そうじゃなくて、伊崎は」

「ごめんね、もう少し大人の対応をしたかったんだけど、無理みたいだ」

　三年ぶりの唇へのキス。

　優しく重なり、けれどそのまま角度を変え、深く唇を塞がれた。

　いつ、エレベーターが止まるかもわからない、ロビーから誰か見上げているかもしれないのに。

　濃厚なキスから逃れようと身を捩っても、首をしっかり固定されて叶わなかった。

「んっ……んっ、待って」

「待たない。もう無理だ」

　どこの階に着いたのかわからない。キスがやんだと思ったらエレベーターが止まっていて、力の抜けた私を支えるように彼が肩を抱く。

　そのまま連れ込まれた場所は客室だった。

　まさか部屋を取ってあったなんて思いもよらなくて、だけど驚いている暇などなかった。部屋に入ってすぐ壁に追いやられ、無遠慮に唇を押しつけられる。

　最初から、今夜私は逃げられなかったのだろう。

　もう逃げるつもりもないのに、三年越しのキスがあまりにも強引で、私の意思を無視したものだから、少し寂しくなる。

　その理由にも気付いているから、なんとか話をしたいのに。

　ぴったりと塞がれ口内を蹂じゅう躙りんする舌に、頭の芯が融けてくる。息苦しさに、彼の胸を叩いた。

　少しできた隙を見て顔を背ければ、露わになった首筋に熱い吐息が触れた。

「朝比奈さんっ……」

　首筋と耳を熱い舌が這い、私の身体からますます力を奪っていく。足を辿った手のひらが片膝を持ち上げふくらはぎを撫で、その流れであっという間に靴を脱がされた。

　……待って。もう逃げないのに、伊崎とのことを誤解されたままなのは、ヤダ。

「聞いて、伊崎とは」

　なにもないのに……そう言いかけた時、顎を掴まれ正面を向かされた。再び重ねられた唇に、言葉が奪われる。

「もう君の口から他の男の名前は聞きたくない」

　キスの合間、唇を掠めたのは、散々煽られた彼の嫉妬心だった。

　しゅっ、とネクタイを無理に緩めた音がする。キスをしながら、彼は器用にスーツの上着を脱ぎ捨てた。

　間近で見た彼の目は、熱に溺れていた。

　口を塞がれ、酸欠と口内の愛撫に思考回路もあやしくなってきた頃、押し倒された場所はベッドの上だった。

　唇だけでなく、首筋や鎖骨と肌の至るところに、彼の口づけが落ちてくる。私の肌を、埋め尽くそうとしているみたい。

　顔を横向かされ、大きな手が髪をかき上げながら頭を固定する。

　うなじや耳の裏まで強く吸いつかれ、追い立てられるような情欲に腰が揺れた。

「あ、朝比奈さ、待ってっ……」

　彼のもう片方の手が、服の上から身体のラインを辿って撫でる。

　さっきから少しも私の言葉を聞かない彼に、ちゃんと聞いてほしくて手が彼の身体を押し返した。抵抗とみなされたのかもしれない。両手をひとつにまとめ、頭上で彼の左手で拘束された。

「や……あ」

　焦りの見える、乱れた息遣い。言葉がなにもないのが少し怖い。

　これほどに独占欲を露わにした彼を見るのは初めてで。

「真帆……」

　私の名前を呼びながら夢中で肌に痕を残していく。そのたびにそこから熱が生まれ、私の身体を翻ほん弄ろうする。

　ブラウスのボタンを弾いてしまいそうな勢いで彼があわせを開く。そのまま首筋にあるゴールドの細いチェーンを辿るように、胸元へとキスを落としていた彼が、ふと動きを止めた。

　ふたりの息遣いだけが響く部屋。

　彼が少し身体を起こして、頭上で拘束していた私の手を解放した。視線は胸元に注がれたまま。私が後ろ手をついて少しだけ上半身を起こしてもそれは変わらなかった。

　彼の視線の先にあるものが、嫉妬に溺れた彼をとどまらせたのだと気付く。

　恥ずかしくなって、手で隠そうとしたらその手を掴まれた。

　言葉もなく顔を上げた彼が、驚いた顔で私を見る。その表情は少し泣き出しそうにも見えて、私の瞼にもじんわりと熱く涙の気配が漂った。

「……忘れられなくて」

　胸元にあるネックレスの先には、彼からクリスマスにもらった指輪が三年もの間繋がれ、チェーンで擦れて傷だらけになりながら存在していた。

　自分から別れを告げたくせに、私は彼への気持ちを結局ひと欠片も捨てることができなかったのだ。

「く、苦しくて、寂しくて……」

　一度こぼれたら、堰せきを切ったように言葉が溢れる。

「私だけが、忘れられないことが悔しくてっ……」

　あっさり離れていった彼の背中を思うたび、惨めになるのにそれでも忘れられなかった。

　視界が揺れてぼやけて、熱い涙が頬を伝って落ちる。

「……それでも、捨てられませんでした」

　捨てられなかった気持ちと共に、指輪はずっとこの三年、私の胸に揺れていた。

「だから、仕事に没頭して」

　離れた月日を思い出して、涙が止まらなくなった。ひく、としゃくり上げれば、チェーンに繋がれた指輪も揺れる。

「あなたからもらったエリアを、ちゃんと守って、大事に育てて、それだけを考えて」

　拭っても拭っても、涙は溢れてきて、朝比奈さんの顔が見えない。

「だけどやっぱり、あなたのようにはいかなくて、上手くいかなくて、でも」

　ひどい泣き顔だろう。両手で顔を隠したいのに、片手はまだ彼に捕まっていてできない。もう片方の手の甲を瞼に当てても、涙を堰き止めることはできなかった。

「いつか、戻ってきたあなたに、頑張ったねって、褒めてもらいたくて」

　恋人としてはいられなくても、せめて。

　そうしたら、またあの優しい笑顔を見られるだろうか、それだけを、考えていた。

　離れようとしても忘れようとしても、ずっと心の中が空っぽにすらならない。

　いっそ空虚になれたなら、楽だったかもしれないと何度も思った。

　だけど寝ても覚めても、あなたがいる。

「忘れられませんでした……っ」

　仕事も恋も、すべてにあなたの思い出がある。忘れられるわけがなかったのだ。

　嗚咽で、もうそれ以上言葉にはならなかった。

　泣きじゃくる私の左頬に、大きな手のひらが触れる。慈しむように優しく親指が涙を拭い、そのまま撫でながら私の呼吸が整うのを待っている。

　少し息が楽になった頃、彼の指が頬から離れて胸元の指輪に触れた。

　小さな指輪は、彼の手の中にあるとなおさら小さく見えた。

「……傷だらけだ」

「ご、ごめんなさ……」

「綺麗だね」

　指で摘まんで持ち上げて、優しく指輪に口づける。

　まるで私の三年間のすべてを、労るかのように、癒すかのように。

　それから再び視線を上げて、私の目を見つめる彼もまた、涙こそないけれど苦しげに眉を寄せていて。いつかのように、私の唇にその指を触れさせた。

「僕は、君にひどいことをした」

　はらはらはら、涙が頬を伝いとめどなく落ちていく。

　もう、止めることは諦めた。

　私を見る彼の表情がとても痛々しくて、続く告白のすべてをきっと、私は許してしまうとわかってた。

「あの日、君が泣いてるだろうとわかっていたのに、僕は振り向かなかった。このまま手放すことが一番いいんだと思った」

「……ど、して？」

「どれだけ君が不安になってもつらいと泣いても、僕はそばにいてやれない。会社を立て直すのが、いずれこの会社を背負っていかなければならない僕の責務だった。いつ戻れるかもわからない。仕事にも真帆にも、中途半端になる、そうわかっていたから」

　だから、手を離したのだ、と彼は言う。

　あの日別れを告げたのは私でも、本当に突き放したのはやはり彼の方だった。

　私の弱さが、彼をそう決断させた。

『全部捨ててそばにいられれば、よかった』と言ったその意味が、やっとわかった。

「後悔したよ。手を離すんじゃなかったと。責任など捨ててすぐに真帆のそばに行きたかった。何度も引き返そうとする足を、押しとどめて前を向いた」

　そこまで、経営状況は悪かったのだろう。生半可な覚悟では、立て直しなどできない状況だったのだろう。それだけの責任を背負って、彼は大阪に向かったのだ。

　でも、彼の言葉を聞いていて、なんとなく、わかってしまった。後悔はしていても、時間を戻せたとして、彼はきっと同じ選択をしたんじゃないかって。

　私だけのために、自分の立場や責任を捨てたりは、できない人だ。

　弱い私を、連れては行けなかった。置いてもいけなかった。

　だから、手放した。

　もう充分だと思った。あの日私が泣いたように、彼も同じ苦しさを抱いてくれていた。もしかしたら私以上の苦しさに耐えて前を向いていたのかもしれない。

「すぐにでも引き返せたらと、そればかり考えた」

　指がくすぐったいほどの優しさで唇を撫でる。ゆっくりと、もどかしいほどの速度で彼の唇が傾いて近づき、私は静かに目を閉じる。

「振り向いて、抱きしめて……もう一度キスしたかった」

　あの日の彼の後悔を、私の涙を、すべてを癒していくかのように、吐息とキスが私の唇を温めた。

　何度も何度も、角度を変えては深く浅く、キスは続く。

　初めは与えられるだけだった私も、少しずつ彼の唇に応えていく。

　重ねられる唇は、さっきのような嫉妬や欲に煽られたものではなくて、愛おしむような優しさがあった。

　手首にあった彼の手が緩んで、手のひらを合わせ、指を絡ませる。

「……好きだよ。もう一度君に会いたい……その想いだけが、僕を支えてた」

　もう片方の手がそっと私の耳に添えられ、その温かさにまた新たな涙が生まれた。

　何度重ねても、絡ませても足りることはない。月日を埋めるように、もっと深く、深くと唇を合わせ受け止めて、そのまま再びベッドに沈んだ。

　長く続いた唇へのキスで、蕩とろけて身体の力が抜ける。

　首筋から鎖骨、胸元へと肌を辿る唇と指先に、ふと感じた違いがあった。

　三年前は、まるで壊れ物に触れるかのように、宝物のように、羽で撫でるような優しい愛撫だった。

　確かに私は、大切にされていた。だけど今は、それだけじゃない。

　熱を帯びた愛撫、時折強く縋りつく抱擁。大切にされながら、それ以上に強く求められていると感じることができた。

　燻くすぶる熱に身を捩り、悶えるうちに、衣服のすべてを取り払われて。

　やがてふたり、素肌を合わせていた。

　熱を上げていく肌を重ね、腕を絡ませ、彼の手のひらが身体中の肌を撫でて誘う。

　高まる感度、熱に汗ばみ、息苦しさを覚えながらも、私は彼に縋りついた。

　一秒たりとも、離れたくない、今は。

　ほんのわずかでも、彼が身体を離そうものなら。

「やだ……やだ、行かないで……」

　あの日言えなかったワガママを、泣きながら口にした。

「真帆、どこにも行かないよ」

「離れないで」

「ここにいる」

　ぴったりと身体を合わせ、額と唇を触れ合わせ、息遣いまで重なった時。濡れる私に彼が沈む。

　その瞬間、私は泣き声とも嬌きょう声せいともわからぬ声をあげ、身体の芯から打ち震えた。

　揺れる身体、求め合う心。

　唇を合わせながら絡ませ、空いた隙間で何度も互いの名前を呼んだ。

　それでも埋まらない、戻らない月日を思い、涙が流れる。

　泣けることが、互いに時を惜しむ心がとても、切なくて愛しかった。




　事の名残で気怠い身体を、彼が背中から抱きしめてくれる。そのままの姿勢でぽつりぽつりと、大阪でのことを話してくれた。

　彼はあまり話したがらなかったけれど、私が聞きたいと言ったのだ。知った方が安心できるから、と。

　聞いた話は思っていた以上に、厳しいものだった。

　緩み切った規律と馴れ合い。長く続いた営業不振に、大阪や神こう戸べに本社を置く他メーカーに百貨店や商業施設のプロパーも軒並み奪われ、激減した店舗数。それらを正し、巻き返すために休みもなく働いて、毎日仕事で頭の中が埋め尽くされた。

　手に負えないと、投げ出しそうになった。どうしてここまで放っておいたのかと、父親である社長に何度も突っかかりそうになったという。

　このままでは、やがて関東エリアも引きずられ会社が傾く。そうなれば、工場閉鎖などの縮小、悪くて破綻の可能性もあったそうだ。

　聞いているうちに、私はまた涙が止まらなくなった。

「……ごめんなさい、私、なにも知らなかった」

「泣かせたくて話したんじゃないよ」

「だって」

　苦しい。

　私、なにも知らないで、察することもできないで。

　なんて、私は幼かったんだろう。

　そんな私の後悔を、ふっと背中で苦く笑う気配がした。

「ここにちゃんと、僕の居場所を置いてくれていた」

　彼の手が、指輪を包み込むようにして私の胸元に置かれた。

「ありがとう」と耳元で囁かれ、私は彼の手に自分の手を重ねると顔だけ後ろへ振り向かせる。覗き込んだ彼の瞳が優しく細められ、唇で涙を拭ってくれた。

　それから唇へと移ったキスは、再び情交を匂わせる濃厚なもの。同時に、彼の手が余韻を残した私の肌に甘い痺れを呼び起こした。

「ん……っ、あの……朝比奈さん？」

「ん。ごめんね、今夜はちょっとおさまりそうにない」

　そう囁かれれば、容易く身体は熱を思い出して潤い始める。私は彼の腕の中でくるりと身体の向きを変えて正面からキスをねだり、眠れぬ夜を覚悟した。

　今ならわかる。私たちの三年は、必然の後悔だった。

　全部捨ててそばにいれば、泣いて喚わめいて縋りついていれば、それなりの未来もあっただろうか。どうなっていたかは誰もわからない。

　だけど、離れた月日の分だけ寂しさを募らせ、後悔を乗り越えた末のこの愛しさは、きっとなかった。

　今の私たちは、きっとなかった。

「……朝比奈さん、好き」

　高め合う熱に溺れ、何度言葉にしただろう。

　何度でも伝えたかった。

　それでも、溢れる気持ちをどれだけ伝えてもまだ足りなくて。

「好きだよ」

　耳元に唇が触れた。低く微かな囁きが、吐息と共に耳の中へ吹き込まれる。

「好きだ、真帆」

　きゅう、と身体の奥が切なく鳴いて、彼を呼んだ。求めた。

　もう二度と手を離さないでと願う。

　私も逃げない。今度は私、強くなる。

　一度は失うことを知ったから、だからきっと、強くなる。
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朝比奈由基の小さな嘘〔朝比奈ｓｉｄｅ〕




　五年前、春。

　まだ真帆が入社したばかりで、僕のエリアの店舗に配属された頃だった。

　――君は、会社なめてるのかな。

　喉の際まで出かかって、なんとかのみ込み、咳払いでごまかした。

　目の前には、今年高卒で入ったばかりの、まだ学生気分の抜けない販売員が拗ねた顔でパイプ椅子に座っている。

「だって、私こんな仕事だなんて聞いてません。接客じゃあないじゃないですか」

　とある百貨店のバックヤード内、洋菓子フロア事務所の横の小さなミーティングルームを借りていた。

　彼女の言い分は、こうだ。自分は接客販売で入社したのに、倉庫整理などの力仕事が多すぎる。もっと接客を優先させてほしい。

　毎年ひとりはこの手の輩やからに遭遇するな、と溜め息が出た。

　確かに洋菓子業界は見た目のかわいらしさに反して裏に回れば力仕事が多い。かわいい制服を着て接客に憧れてきた新入社員から、たまにこういう愚痴を聞かされる。

　そこで、さっきの言葉が出かけた。

　会社を、仕事をなめくさっているのかな。

　接客を含む店内業務が彼女たちの仕事だ。確かに男手が少ない店舗はなにかと大変だろうが、僕が来た時はできる限り手伝っているし、どこの店舗も女性でも可能なように工夫してやっている。

　……と、正直なところを口にして、すぐに辞められるのは困る。

　百貨店は、他の店舗よりも販売員の採用基準が厳しい。研修期間に経費も発生しているのだ、入店して一カ月で退職されてはたまらない。

「慣れるまでは大変だろうと思う。だけど、君はまだ入店してひと月でしょう。接客だってまだまだこれから勉強してもらわないといけないし、裏方業務も君ひとりでこなしてもらうわけじゃない。店頭を任せられるようになれば、交代になるだろうからもう少し頑張りなさい」

　優しい先輩の顔を続けるのも、楽じゃあない。

　今日のところは上手いこと宥め、本日不在の店長に普段の育成状況を聞いてみることにして、その場はおさめた。

　四月からしばらくは、新入社員のことでヒヤヒヤさせられることが増える。洋菓子業界的には比較的暇な時期だが、気疲れする用件で店舗から呼び出されることも多い。

　溜め息をついて、軽く肩を回し、気持ちを切り替える。

　どうせここまで来たのだからと、もう一件顔を出すことに決めた。ここから少し足を延ばした駅にある東邦百貨店にも、新入社員がひとり配属されているからだ。

　吉住真帆。大卒で入社し、いずれは本社に戻ってくることになっているが、最初の一年は店舗勤務と決められている。

　彼女はどうやら少々慌て者のきらいがあって、緊張するとそれが顕けん著ちょに表れた。百貨店の入店テストの時もハラハラさせられたけれど、根は素直で生真面目な性格に見受けられる。店舗に入って、なにか不安なことやわからないことがあれば連絡をくれればいいから、と僕のエリアに配属された販売員には等しくそう伝えてあるけれど、彼女はまるきり音沙汰なしだった。

　東邦に来てみれば、店長ともうひとりの店員が接客をしていて、吉住さんの姿は見当たらない。気付いた店長に目配せしてから、従業員出入り口からバックヤードに向かう。

　倉庫は各店舗ごとにスペースが区切られていて、そこに吉住さんの姿を見つけた。なにやら一心不乱にギフト商品の入った段ボール箱を右に左にと仕分けしている。しかも真後ろから見ていれば、随分とたくましいというか。どっさどっさと力強い動きで仕分けしては、箱にマジックで数を記してと商品整理に没頭していた。

　この時期、夏季のジュレやプリンなど水物商品が増えるので、かなり重いはずだが。

「お疲れ様。手伝うよ」

「えっ？」

　ジュレのギフトが詰まった段ボール箱を前に腰を落としていた彼女が、驚いた顔で僕を見た。そして数秒固まっているので、もしや顔を忘れられたかと思った。

「朝比奈です。エリアマネージャーの」

「えっ！　いえ、はい。もちろん覚えてます！」

　段ボールを一度置いて、彼女は慌てて背筋を正し、恥ずかしそうに俯いた。

「す、すみません。すごい格好で」

　すごい格好、とは。さっきの、がっつり大股開きで腰を屈めて、箱を持ち上げようとしていた格好のことだろうか。

　まあ確かに、上品とはいえないけれど。

「仕方ないよ、かなり重いでしょう。これはこっち？」

　彼女の足元にある段ボールを引き寄せて持ち上げる。

　彼女の方は、問題がなさそうでよかった。むしろ、あまり誰もしたがらない倉庫整理を、この短い期間で随分手際よくやっているように見えた。

「すみません、在庫確認をしてて。私がやりますから」

「いいから。どこ？」

「……そこ左端に……重いので一番下に」

「了解」

　聞けば、数の確認は終わっていて、あとは取りやすい順に積んでおくだけらしい。

　しきりに遠慮する彼女に構わずそのまま倉庫整理を手伝ってから、ちょうどいいので休憩をしながら彼女の話を聞くことにした。

　順調ならいいがついでだし念のため、と思ってのことだったが。

　聞いて正解だった。

　仕事は順調かと聞くと、彼女は随分楽しそうに、ラッピングのやり方を教えてもらったことや熨の斗し紙の種類に詳しくなったことを話してくれた。

　心配はなさそうだと安心しつつ、接客の方はどうか、と尋ねてみれば、彼女はあっけらかんと、やってないと答えたのだ。

「やってない？　一切接客はさせてもらえてないってこと？」

「あ！　いえ、そうじゃなくて！　最初の二日目くらいは少ししたんですけど……私がお客様の前だとひどく慌ててしまって、だから」

「そんなものは経験積まないとどうにもならないことだよ」

「も、もちろんです。なので、副店長の西口さんが練習相手になってくださってロールプレイングはやってます。すみません、早く接客できるように頑張ります」

　彼女はそう前向きに言うけれど、少し表情にかげりが見えた。

「すみません……倉庫整理とかラッピングが結構楽しくて……原材料とか美味しそうだなと思って見てると、いつのまにか時間も過ぎちゃってるんですよね」

　あはは、と彼女は笑うので僕も一応「そう」と笑って返しておいたが。

　あまり笑いごとでもない。

　よほどひどい失敗でもしたのだろうか。それにしたって入店して一カ月、もう少し実践で接客を経験させてやってもいいだろう。力仕事は嫌だと駄々をこねられるのもうんざりするが、嬉々として倉庫整理ばかりをしているのもそれはそれで問題だ。

　彼女はそのうち本社に戻ることは決まっていても、接客の経験はしておくべきだ。それに、接客を一切してないということは、彼女は一日ここで力仕事や雑用ばかりを押しつけられているということではないのか。

　これはどういうことかと、彼女を店頭に一度返して、店長に詳しく聞いてみることにした。

　店長は接客業二十年のベテランで、この店に来てからも長い。厳しいところはあるが信頼できる人物だった。

「様子見にしてはいくらなんでも長すぎやしませんか。接客なんて数をこなさないと最初から上手くできるものでもないでしょう」

　倉庫で店長から話を聞く。ミーティングルームが空いておらず、致し方なく立ち話だが、他の販売員もいる休憩室よりはまだ話しやすい。

「そんなことはわかってますよ。あの子、商品も価格もカードの種類も全部暗記はできてるんですけどねえ」

「だったらなおさら」

「ひどいあがり症で初っ端からパニックになってしまって。それはもう、お客様の前でお金はひっくり返すわ、つまずいてぶつかるわ」

　どうやら、かなり派手にやらかしたらしい。

　さっきの表情のかげりはこれだったか、と思わず吹き出しそうになる。

「そ……れは。でもまあ、何度も経験すればそのうち」

「本人がちょっと萎縮してしまってね。それにいずれ本社に戻るなら接客は重要でもないでしょう？　彼女、接客以外は結構便利というか……頭の回転が速くて優秀ですよ」

〝便利〟という単語がひっかかるが、意外や意外、他は案外高評価だった。

「状況判断が早いんです。一番仕事のできない自分はすぐに一歩下がって、会話を聞いて必要な商品補充や熨斗の準備やらのサポートに走る。それに裏方業務の把握が早い。お客様がいなければ率先してやるんです。在庫確認や備品の補充とか、やることは山ほどありますからね。私がやらせてるんじゃなくて、彼女が自分からそう動いちゃうんですよ。それでつい」

「……なるほど」

「あがり症でパニックになるから、と接客には尻込みしてるんでしょうね。けど、店の流れを掴むのは早かったし、本当に助かってますよ」

　それは確かに、便利だ。もたもた慣れない接客に時間を取られるよりも、各段に周囲の仕事が早くなる。

　だが、それでは心配な部分もあるのだ。

「ずっと倉庫整理ばっかりじゃあ負担になるんじゃないかと思ったんですが」

「嬉々としてやってますよ、あの子。多分、自分に自信がついてくれば接客もマシになるんじゃないかと思いますが、今回は副店長の西口にも色々経験させたいので、教育は彼女に任せてあります。私、この店はもう長いし、多分来期あたり異動でしょう？　信頼できる人間に任せていきたいんですよね」

　ああ、と納得をする。

　なるほど、それで西口さんと組んでロープレをしていると言っていたのか。

　店長の異動も、恐らくは彼女の予測は当たっている。そして年齢的にも、本社か支社のいずれかの教育、育成に携わる部署に異動になることも勘づいているのではないだろうか。長く携わった接客業を離れるかもしれない、という感傷が滲み出ていた。

「いらない口を出しました。申し訳ありません」

　仮にも長く店舗を切り盛りし、接客と販売員の育成を手掛けてきた彼女に敬意を表して頭を下げる。

「やめてくださいよ。それよりあの子、やっぱりゆくゆくはマネージャーですか？」

「どうでしょうか。マネージャーか補佐か、といったところだと」

「店舗にも向いてますけどね。朝比奈さん好みの人材になりそうですよね」

　なにやら興味深げにそう言われ、意味がわからず首を傾げた。

「どういう意味です？」

「縁の下の力持ちタイプ、というか。朝比奈さんがそうでしょう。各店舗と会社の単なるパイプ役だけでなく、実際に身体を張ってサポートしてくれる、ヘルプにも入ってくれる、そういうマネージャーのいるエリアは店としては大助かりです。似てるな、と思ったんですよね、仕事の仕方が」

　規模が、販売員かエリアマネージャーかの違いだけで、と彼女は言った。




　――僕好みの人材。

　帰路で店長の言葉をふと思い出し、次に浮かんだのは倉庫でガニ股になって力仕事をこなす、細いながらもたくましい後ろ姿だった。

　あの、ちまっとした大学出たての女の子が、縁の下の力持ちタイプで仕事の仕方が僕に似ているという。周囲を見てすぐに動けるというのは確かに、マネージャー業には向いているかもしれないが。

　その時すぐにはピンとはこなかったが、初めて興味が湧いたのだ。

　彼女自身に、というわけじゃない。

　僕はこれまで業績を上げることを重要視していたため、人材の育成に興味はなかった。だが、いずれはこの会社を継ぐ立場だ。確実に上へ行く段階を踏まねばならない。ならばふと、自分の後に就く人材を育ててみてもいいような気がしたのだ。

　それがあの子かという意識はまだなかった。

　しかしその後、なにかと東邦に足が向かうことが多くなった。

　僕好みの人材かどうか以前に、あのままではやはり放ってはおけないだろう。




　今日も今日とて、彼女は倉庫にいた。

　あれからしつこいくらいにロールプレイングを重ね、近頃やっと接客もするようになったという。一度訪問した折りに、ちょうど彼女が接客をしているのを見かけた。まだまだ緊張気味ではあったが意外と滑らかにこなせていて、ほっとした。

　副店長の西口さんに育成は任せると店長が言ったので、僕が口を出すのは控えることにした。ただ現状の把握だけはしておかねばなるまいとこまめに立ち寄る日々で、変な癖がついた。

　接客するようになっても相変わらず倉庫にいる率の高い彼女の背中を、なにをしているのだろうかと様子を窺うのを、いつのまにか楽しみにしている自分がいた。

　今日はなにやら積み重ねた段ボールを台にして背中を丸め、せっせと手を動かしている。

「お疲れ様。なにをしてるの？」

「あっ！　お疲れ様です！」

「いいよ、手を止めないで」

　彼女は、ミニサイズの缶キャンデーを包んでリボンをかけていく作業をしていた。「ありがとうございます」と会釈をして、彼女は再び手を動かし始める。

　じっと見ていれば、随分と手際よく綺麗に包むので感心してしまった。

「へえ、上手だね」

「あ、ありがとうございます」

　その時彼女が、初めてぱっと顔を輝かせて嬉しそうに笑った。

　自信のなさを笑ってごまかすようなものだったり、恥ずかしそうなものだったり、そんな笑い方はよく見たけれど、こんなに嬉しそうでしかもちょっと得意げな顔は初めてだった。

「ラッピング、経験あったの？」

「いえ、特に教わったとかはなくて。でも昔からこういうのは好きです」

　自信があるからか、あがり症という割にこうしてじっと観察していても手元が狂う様子もない。ちょっと照れくさそうにしている横顔が、かわいらしかった。

『自分に自信がついてくれば接客もマシになるんじゃないかと思います』

　ふっと、店長の言葉が頭を過る。

　こうして自分に自信の持てる分野が増えれば、彼女の内面にもきっとプラスになるだろう。

　ここをこうすればリボンの形がふんわりと広がる、だとか。華やかになる結び方だとか。得意げに話す彼女の横顔を見ていると、なにやら微笑ましい感情に襲われた。

　彼女の前には大量の缶キャンデーが用意されている。どうやら急遽の大口配送が入ったらしい。

　手伝おうか、と申し出た僕に、彼女は丁寧にリボンの結び方を教えてくれた。本社勤めの僕にはラッピングができないと思ったのだろう。

　かわいらしく頬の染まった横顔を、つい崩したくないと思ってしまって。

　本当にとっさの、気の迷いだったのだが、僕はありがたく彼女の教えを享きょう受じゅした。




「朝比奈さん、なにやってるんですか」

　休憩のために吉住さんを呼びに来た店長に呆れた目を向けられて、苦笑いでごまかした。

　結局、僕が足を引っ張ってラッピングはあまり進まなかったが、明日発送ということだし問題なく間に合うだろう。

　僕の不器用ぶりにも彼女は根気よく教えてくれて、ちくりと罪悪感もあったのだが、どうにも引っ込みがつかなくなった。

　休憩に向かった彼女の背中を見送ってすぐ、店長が白い目で僕を見る。

「コンテストに上位入賞したこともあるくせに」

　後継者だからといって、父は僕を贔ひい屓きしたことはなく、むしろ厳しいくらいだった。なので当然、他の新入社員と同じように僕も最初の一年は店舗にいたのだが、多分彼女にはずっと本社勤務だと思われているのだろう。販売をやっていたイメージがまったくなかったのかもしれない。

　社内で年に一度、販売員の意欲促進を目的に店舗対抗でラッピングコンテストが行われる。それにも無理やり出場させられて運よく上位入賞を果たしたのだが、もう何年も前のことで覚えている人は少ない。

「いや……あんまり張り切って教えてくれるので、言い出せなくなったというか……」

　彼女が楽しそうに話すのに水を差す気にもなれず、加えてその顔がかわいくて。不慣れなふりをして、ちょっと教えてもらえばその表情を崩さずに済むだろうかと思った、ほんの出来心だった。ところが案外、できるものをできないふりをするのは難しく、やりすぎた結果僕は彼女に超絶不器用な印象を与えてしまった。

　悪気はなかったのだ。からかったつもりでもない。言い出せなかっただけなのだが。過ぎた僕の演技もおかしいし、それにまったく気付かない彼女もおかしくて、つい笑いをこらえようとして肩が揺れた。

「性格悪いですよ。知ってますけど」

「すみません。……おもしろいなあ、彼女」

「……朝比奈さんってそんな風に笑うんですねえ」

「はい？」

「なんというか、年の割には落ち着きすぎてて老ろう獪かいなイメージしかなかったんですが。今の顔は年相応でした」

　老獪って。決して褒め言葉ではない。

　どうやら店長の中では僕は随分年寄りくさいらしい。しかも悪賢い方の年寄りときた。

「今の顔は若者らしくてよかったですよ。最近、うちの店舗に寄る率高くありません？」

　にや、と笑った店長の表情こそ悪そうに見える。

　からかわないでくださいよ、と笑って流そうとしてできなかった。図星を指されたような気がして、頭の中で言い訳を考えたからだ。

　確かに、近頃なにかとここに立ち寄っている。だがそれは別に深い意味はない。少々難ありの新入社員が、放っておいたら悩んでいても連絡もよこさず倉庫整理にのみ精を出しているかもしれないからだ。

　まあ、それもそろそろ心配もなくなったから、わざわざ他店の帰りにまで立ち寄らなくてもいいだろう。

　そうその時は思ったはずなのに、僕が東邦を訪れる回数は減らなかった。

　どこに行っても、帰り道に寄りやすい立地というのもある。

　時々、理由もなくあのたくましい背中や得意げな横顔を見たくなる。

　彼女は徐々に仕事に自信を持ち始め、最初の頃のようなおどおどした空気はなくなり、生き生きとした表情でくるくると働いていた。




　それから半年が過ぎ、来期の内示が出る頃。彼女の、四月からの本社勤務が決まった。しかも僕と同じ部署だ。

　毎日彼女の顔を見られる、と込み上げてくる喜びに、僕ももう彼女に惹かれている自分を認めざるを得なかった。

　本社勤めになって再び萎縮してしまった彼女を見て、やはり店舗の方が彼女には向いていたのだろうかとも心配したが、じきに落ち着いて仕事をこなせるようになった。

　落ち着きさえすれば、彼女は優秀な人材なのだ。

　僕好みの人材だと店長の言葉を聞いてから、ずっと考えていたことを叶えるチャンスが訪れる。専属の補佐をと提案された時に迷わず彼女を指名した。

　僕のエリアの後任として、彼女を育てたいという思いも本物だったが、懸命に僕の仕事についてこようとする健気な彼女がひとりの女性としてかわいかった。

　今はまだ仕事に没頭している時期だが、いずれ彼女に余裕ができたら、と思っていたある夜のこと。仕事の後、彼女を食事に連れて出た。

　夏が過ぎ、クリスマス商戦を目前に控えた頃だった。食事を終え、ほろ酔いの彼女を送ろうとタクシー乗り場まで歩いていた。

「補佐とはいっても、毎日全部に僕に付き合うことはないよ」

　彼女がまさか、ここまで僕に付き従ってくれるとは思っていなかった。

　正直、僕の仕事量が度を越していたのはわかっていたし、新人の彼女を僕のペースで連れ回すことに申し訳なさもあった。繁忙期に入れば、今以上にきつくなる。

「大丈夫です。朝比奈さん、私以上にお仕事詰めじゃないですか」

「僕は慣れてるけどね……君はまだ新人なんだし、無理はしなくていいよ。もうじきクリスマスで忙しくなるしね」

「ああ……クリスマスはきついですよね。大丈夫です、去年の店舗で経験しました！」

「だから、無理しなくていいよ。販売の女の子はぼやいてるよ。この業界にいればクリスマスも仕事でデートもできずにフラれるって。吉住は大丈夫？」

　からかい口調でたまたま話の流れが向いたのもあり、好きな男の有無でも聞き出してみようか、と軽い気持ちの会話だった。

　彼女の顔が真っ赤なのは酒の余韻だろうか。ぎゅっと眉を寄せ、傷ついた顔をしてぽろっと口に出した。

「クリスマスは好きな人の隣にいたいです。だからお仕事させてください」

　酔った勢いで思わず口をついて出たのだろう。言い終えてから彼女はぱっと目を見開いて、僕を見た。

　聞いた僕も驚いたが、本人がなにより呆然としていた。

「すみません！　間違えました！」

「間違い」

「いえ、違わないけどこんな、言うつもりじゃなくて、ただお仕事で一緒にいられるのはだからしんどくないって意味で」

　みるみる顔の赤みが濃くなり、耳まで広がる。

　それはつまりどういう意味かと意地悪して問い詰めたら、泣いてしまいそうな慌てぶり。涙目になるのを必死でこらえた眉間の皺まで僕にはかわいらしくて、そんな自分がおかしかった。

　思わず笑ってしまった僕に、彼女は泣きそうな顔で慌てて言った。

「すみません！　私なんかがどうなりたいとかじゃないので、ただ、ほんとに」

　ほんとに、と語尾が震えて、そこから言葉が続かないようだった。

　ぎゅっと強く目を瞑って唇を噛む彼女を見て、苦笑いが浮かぶ。

　決して彼女を笑ったわけではなかった。ああでもないこうでもないと、彼女に近づく算段ばかりで、先を越されてしまった自分が情けなく思えてきたのだ。

「いいよ。付き合おうか」

　驚いて僕を見上げる彼女の腕を取って、ゆっくりと引き寄せる。

「え……え？」

　真っ赤になって目を泳がせる顔を見ていれば、彼女の脳内には今クエスチョンマークがあちらこちらに飛び交っているのだろうとわかる。

　静かに柔らかく抱き寄せてから、存在を確かめるかのように、胸に抱きしめた。

　細い身体と体温を、腕の中に閉じ込めるように。

　これからゆっくり、彼女のペースに合わせて口説こうか、なんて構えていた僕の腕の中に彼女の方から飛び込んできたような感覚。口説くつもりが、すっかり陥落されたのは僕の方だった。

　キスをするのは、まだ早い？

　がっつきすぎたら、嫌われるだろうか。

　そう思ったら、僕はこの日、彼女にキスのひとつもできなかった。




　あの日から僕は、君がかわいくて仕方ない。気が付けばいつも、目が追いかけていた。

　くだらないことで嫉妬をしても、それを決して君に悟られないように笑う僕は道化だ。きっとあの頃の僕の心情を君が覗き見たとすれば、幻滅してしまうかもしれない。

　付き合った期間は、短かった。ただ、毎日顔を合わせて同じ仕事を共有していたから、とても長い時間を一緒に過ごしていたような気がする。

　それでも、父から大阪行きを命じられ、いつ戻れるかもわからないから決まった相手がいるなら身を固めてはどうかと言われた時。それがとても現実的なこととは思えなかった。

　社会に出てまだ二年に満たない、付き合って数カ月しか経たない君。

　ましてや、自分に自信が持てなくて、僕といることで徐々にかげっていく君の笑顔にも気が付いていて。

　僕がいない時の方が、肩の力の抜けた笑顔を見せていることも知っていた。

　不安を婚姻関係で解消することは、決して彼女のためにならない。自分のためにもならない。

　きっと仕事一辺倒になるこれからの数年を、彼女を見知らぬ土地に道連れにすることなど、到底できなかった。




　別れを受け入れて三年、やっと取り戻した彼女が今腕の中にいることが夢のような気がして、僕は翌朝目が覚めても、なかなか彼女を離す気にはなれなかった。

　ベッドの中でせがまれて、以前約束していた彼女を好きになった頃のことを話して聞かせる。

　片手で腰を抱き寄せて、もう片手は飽きもせず彼女の髪や肌を撫でた。

　どれだけ触れても足りないのだから仕方ない。

「え……全然わからない。それのどこに好きの要素があるんですか」

　首を傾げる彼女の首筋には、昨夜僕がつけた独占欲の表われが赤く生々しく咲いている。

　話したといっても、超絶不器用を装ってしまった僕のささやかな嘘はまだ、嘘のままだ。てっきり店長が店舗にいるうちにバラすだろうと思ったのに、それもなかったようだ。

　いつかバレたらこっぴどく怒られるか拗ねられるか、覚悟はしているが僕から話すつもりはない。

　あの得意げな横顔は、僕のお気に入りだ。それが見られなくなるのはもったいない。

「倉庫整理に精を出す後ろ姿とか言われても……恥ずかしさしかないんですが……そんなことありました？」

「ほらね。きっと覚えてないと思ったから言いたくなかったのに」

　そこはいわば真帆に惹かれ始めたきっかけにすぎなくて、色んな要素が僕の興味を引いた結果、僕はいつのまにか恋に落ちていた、というのが実のところだ。

　真帆は出会った最初の頃のことなど、きっとうろ覚えでしかないだろう。

　おもしろくなくて、彼女の腰に回した腕にぎゅっと力を込めた。

「大体君は、いつも冷たい。再会した時も僕がわざとらしく間近を通るまで、なかなかこっちを見てくれなかった」

「嘘ですよ。朝比奈さんこそ、まったく気にもとめない様子で挨拶してたじゃないですか」

「そんなことはない。僕はあの日、やっと会えると思って、どうやって話しかけようかそればかり考えてたのに」

「仕事中じゃないですか。仕事のことを考えてください」

　すげない返事も、真っ赤に染まっていく彼女の耳が照れているのだと教えてくれて、僕は悪戯心を刺激される。

「仕事のことはうんざりするほど考えてきたよ。少しくらい君のことを考えたって罰は当たらない」

　赤くなった耳に軽く唇で触れてから、目元にもキスをする。瞼の際を舐めていれば、彼女がくすぐったそうに身を捩り顔を背けた。

　それを追いかけて唇を啄めば、今度は彼女の手に邪魔された。

「ちょ、ちょっと……朝比奈さんっ」

「なに。なんで邪魔するの？」

　互いの唇の間、遮るように現れた彼女の手のひらにキスをしながら抗議する。

　すると彼女は困ったように眉を八の字に下げた。

「だって、朝比奈さん昨日の夜からもうずっと」

「少しは眠ったよ」

「でもご飯食べたい。昨晩結局なにも食べてないんですよ？」

　もうお腹が空きすぎて感覚がないです、と。そう言われて、少々のバツの悪さを感じながら、黙って彼女の手のひらに吸いついた。

　夕べ、本当はもっとちゃんと彼女をエスコートするつもりだったのだ。彼女の気持ちを取り戻し、食事に誘ってゆっくりと開いた距離を縮めるつもりだった。

　――三年経ってんですよ。こいつがずっとひとりだったと本気で思ってんですか。放置しといてそれは都合がよすぎると思いますけど。

　――あんたがいない間になにがあったっておかしくない。真帆は今は俺と付き合ってるとしたら？

　伊崎の言葉に、信じられないくらい、頭の中が熱くなった。深呼吸をしてちりぢりになった冷静さをかき集めたが、焼き切れそうな嫉妬はおさまらず。真帆が僕を選んでくれて、むしろそこでタガが外れた。

　都合がよすぎるのはよくわかっている。彼女が誰かのものになっていたとして、僕に責める権利などどこにもないし、そんなことは関係なくもう一度この手に取り戻したかっただけだ。

　なのに、この肌に別の男が、伊崎が触れたのかもしれないと思った途端に、ぷつんと理性は飛んでしまい、食事の段取りなど頭の中から消え去って、この部屋にさらってしまった。

「……僕を煽った伊崎が悪い」

　まるで子供のような言い訳だと、口にしてから後悔した。

　だが、今思い出しただけでも激しい焦燥感に襲われるのだ。

　たまらず僕を遮る彼女の手の指に、ひとつひとつ丁寧に舌を絡めた。ぴくん、と彼女の指が反応する。

　様子を窺えば、彼女は少し困ったように眉尻を下げていた。

「あの、朝比奈さん」

「うん？」

「ほんとに伊崎とは」

　最後まで言わせずに、彼女の手首を掴んで避けると、唇をキスで塞ぐ。「んん」という彼女の抵抗の声ものみ込んで、舌で口内を一巡した。

「わかってるよ。疑ってない」

「じゃあなんで」

「わかっててもおもしろくない」

　言ったはずだよ。

　僕は、君が思うほど大人じゃない。

　彼女の手を捕らえたまま組み敷いて、再び唇を重ねて抵抗を削ぐ。

　けれど、彼女は最後の悪あがきに再び僕から顔を背けた。

「もう！　お腹空きましたってば」

「そう言われてもまだレストランも開いてない早朝だよ。ルームサービスでも取る？」

　すると、彼女はまさにぞっと顔を青ざめさせた。

「やです！　それって食べたらまた、ってことでしょ？」

　ご名答だ。申し訳ないが、三年分の愛情をこの一日に詰め込まなければ、僕の方もおさまりそうにないのだから仕方ない。

「ダメ、それに今日はデートって約束だったのに」

「覚えてるよ、もちろん」

「ほんとに？　デート、してくれる？」

　眉を寄せて尖らせる唇と、真っ赤な頬がきゅっと僕の心の奥を掴んだ。

　無自覚に僕を翻弄する彼女が時折小悪魔に見えてくる。

「もちろん、真帆の望むところに。だからもう一度、キスさせて」

　ほっと緩んだ、はにかんだ笑顔に胸が締めつけられ、額や頬を撫でつける。

　柔らかく、無抵抗に重なる唇に、その肌に。

　僕は飽きもせず口づけを続けた。










キスと絆と、少しのワガママ〔真帆ｓｉｄｅ〕




「催事、予算クリアおめでとう！　かんぱーい！」

　カナちゃんと、カルピスチューハイの大きなグラスを掲げた。

　私が引き継いで以降、落ちっぱなしだった東邦のゴールデンウィークの催事が、ギリギリではあったものの今度初めて売上予算を達成した。

　今日はその打ち上げに、店長のカナちゃんとふたりで飲むことになったのだ。

「ほんっとうにお疲れ様でした。カナちゃんはじめ、販売員のみんなが協力してくれたおかげです！」

「みんなに伝えとくよ。真帆もお疲れ様」

　他の販売員たちは明日、カナちゃんがひとりで遅番を引き受け、六時頃からみんなで飲むことになっているという。平日の夜ならば確かに、ひとりで回せないこともないが。全員揃って、というわけにいかないのがサービス業の哀しいところである。

「上のもんがいない方が、みんなも愚痴ったりしてストレス発散しやすいだろうしね。私は真帆と飲むのが一番いいわ」

「明日、手伝いに行こっか？」

「大丈夫よ、平日夜の洋菓子売場なんて閑散としたもんだし。それに明日、朝比奈さん帰ってくるんでしょ？」

　朝比奈さんは昨日の月曜から大阪出張に出ている。

　西日本の中枢である関西地区は、盛り返したとはいえ、まだまだ油断できる状況ではないようで、時折朝比奈さんが様子を見に行くことになっているそうだ。

　つまり、あれだ。『僕がいなくてもちゃんとできてるよね？』と定期的に釘を刺しに行くようなものだ。

　出張に向かう直前、大阪支社との電話のやりとりを耳にした。休み中だったため、朝比奈さんのスマホにかかってきたのだ。

『結果の出てない仕事に、なにか意味がある？』

　そう言い放った表情も声も冷ややかで、通話相手はさぞかし震え上がったのじゃないだろうか。なるほど、これが〝鬼の朝比奈〟の一面か、とぞっとした。

　でも、これで彼は西日本を立て直してきたのだなと思ったら、なんだかとても労いたくなって、通話が終わると同時に彼の背中に抱きついた。

　きっと今も冷気を漂わせてるんだろうな。それとも、もう仕事は終わって宿泊先に戻ってる頃だろうか。

　本当はとても優しい人なのに。

　そう思うと、朝比奈さんが大阪支社で恐れられていることが、なんだかとても悔しくなってしまう。

「真帆にでっれでれの朝比奈さん見てみたいから今度ダブルデートしない？」

「え？　カナちゃん彼氏できたの？」

「いないわよ。くそー！　彼氏欲しいけど洋菓子の店長なんかやってたら一生できない気がする！」

　グラスを片手に、カナちゃんがテーブルに突っ伏した。カタカタッ、と串入れが揺れる。

「この業界、特に店舗にいたら男の人少ないもんねえ。かといって普通のお仕事してる人とは休みが合わなくてすれ違いだし」

「そうなのよ。だからやっぱ同じ業界の人に目が行くじゃない。でさ、実は隣のメーカーの本社営業がさ、ごっついイケメンでさ」

「あ、知ってる。間ま宮みやさんだ。でもあの人既婚だよ」

「マジで……」

「うん、たまに挨拶する。子供と奥さんの写メ待ち受けにしてた」

「どいつもこいつも充実しやがって……」

　間宮さんが既婚なのは私のせいではないのに。

　恨みがましい目で睨まれ、肩を竦めてカルピスチューハイを口に含んだ。

　あまりたくさん飲みすぎてはいけない。

　多分、後で朝比奈さんから電話があるから。




　カナちゃんとほどよく飲んで、駅からアパートまでの道のりを歩いている時に着信があった。

「朝比奈さん。お疲れ様です」

《お疲れ様。まだ飲んでる頃かなと思ったんだけど、大丈夫？》

「もう解散しました。今うちまで歩いてるとこで」

《歩いてるの？　遅い時間になったらタクシー使った方がいいよ》

　心配してくれる言葉が、くすぐったくなるほどに嬉しくて。

　夜道でひとりにやける私は傍目には不気味かもしれない。

「もうちょっとで着くから大丈夫ですよ」

　朝比奈さんと別れてから、ずっと仕事一筋だった私。女性扱いされることはもちろん、遅い時間になっても女として心配されるようなこともなく、すっかり枯れた自分に慣れていた。

　そんな私を、彼はあっという間に〝女〟に戻してしまった。

　大事にされることが、嬉しい。ちょっとでも、綺麗だと思われたい。

　仕事にかまけておざなりになっていたスキンケアが、復活したりなんかしている私は単純だ。

　街灯の明るい道を選び、五分ほどの距離を行く間。私は仕事のことやカナちゃんと話したこと、朝比奈さんは大阪支社のことをぽつぽつと話し、互いの今日を報告し合う。

《みんな、よく頑張ってたよ。僕は、恐怖の対象として定着してるから、優しい言葉は言わないけどね》

　そう言った彼の声は、とても優しい。大阪支社のことも、三年勤めた場所として大切に思っているのだと、伝わってくる。

　その気持ちが少しでも相手にも伝わっていれば嬉しいけど。

　朝比奈さんのことだから、徹底して鬼をやってそうで、そこが少し、ほろ苦い。

「よかったです。明日は、早く帰れそうなんですか？」

〝鬼の朝比奈〟として仕事をしてきた彼が、ちゃんとその仮面を脱いで息ができるように。そういう場所に、私はなりたいと思う。

　明日は手料理でも作ろうか。頭の中はすっかり彼が帰ってきてからのことで舞い上がっていたけれど、続いた彼の言葉にひゅるると撃沈した。

《それが、ごめん。明日は帰れそうにない》

「え……」

《神戸の方まで顔出したかったんだけど、今日は手が回らなくて》

「そうなんですか。じゃあ」

《約束はまた後日にしよう。週末にはちゃんと時間作れるから》

「……ですね。わかりました」

《ごめんね、真帆》

　申し訳なさそうな彼の声に、慌てて明るい声を出す。

「大丈夫です。朝比奈さん、無理しないでください。うちに着いたので、もう切りますね」

　本当にうちに着いたタイミングだったのだけど。

　無理に取り繕った声も重なって、拗ねたように思われていないか心配になった。

「……あーあ」

　朝比奈さんは、相変わらず忙しい。

　拗ねてはいないけど、明日は朝比奈さんがこっちで新しく借りたマンションに連れていってもらう約束になっていたから、とても楽しみにしていた。

　仕事なのだから仕方ない。

　ワガママは、彼が帰ってきてから言うことにする。




　翌日、いつも通り仕事をこなし、定時を少し過ぎて外回りから会社に戻った。朝比奈さんが帰ってこないなら、私も早く終わっても仕方ないしと若干拗ねながらオフィスに入る。

　珍しく、佐々木さんや他の女子社員も残っていて、なにやら雑談で盛り上がっていた。

「佐々木さん、明日でいいから、この仕事頼んでもいい？」

「了解です」

　私の手渡したファイルを受け取ってから、ちらっと彼女が私の目を見た。

　佐々木さんとは、朝比奈さんが喝を入れてくれて以降、多少ぎくしゃくはしながらも互いに言葉をかけ合うようになった。彼女とだけでなく、他の補佐の女の子たちとも、だいぶやりやすくなったように感じる。

　けれど、彼女の方から雑談を振られたのは初めてだった。

「もしかして、吉住さん知ってます？　昔から朝比奈さんとは仕事の繋がり深いですもんね」

「うん？　なにが？」

「朝比奈さんの彼女です」

「えっ」

　ぎく、と頬が引きつった。

　こないだ、ふたりでデートした。Ｈ・Ｗホテルに泊まった翌日だ。結局昼から出掛けて、ふらふらと街を歩いて夜は夜景を見たり、のんびり過ごせたのだけど。

　それを誰かに見られたのだろうかと焦ったのだが、そうではなかった。

「倉野さんじゃないかって！　ふたりで親しげに話してるとこ見た人がいて」

　そっち!?

　まったく予想できていなかったが、思い出してみれば、だ。

　ビルの一階のカフェでランチをしていたふたりは確かに、ものすごく目立っていた。じわじわと噂が広がっていたとしても、なんら不思議なことはない。

「なんかすっごくお似合いだったらしいですよ」

「美男美女だよね。男も女も文句言えない」

「どっちもうちらとは別次元だし、僻んでも仕方ないわよ」

　あーなんか。デジャヴ。

「吉住さん、なにか知らないんですかー？」

「ん？　あー……倉野さんは、違うんじゃないかな？」

　三年前は、それでも隠し通そうと小さくなって泣きべそをかいた。今は、比べられたような気になってショックはあるけれど、どういうわけかむっと込み上げる反発心の方が強かった。

　かわいげがなくなったのか強くなったのか、控えめだったのが図々しくなったのか、私に判別はつかないが。

　三年前と同じじゃない自分自身に、ちょっとだけ背中を押された。

「え、なに！　やっぱ吉住さん、なんか知ってるんですか？」

「他に誰かいるってこと？　倉野さんじゃなくて？」

「え、すごい気になる！　朝比奈さんの彼女なんてよっぽどの美女でないと横に並べないよね」

　朝比奈さんの彼女イコール美女、と信じて疑わない彼女たち。申し訳ないけれどそれは私だ、と声をあげようとした時。

「なんの話？」

　背後から、今日は会えないと思っていた人の声がする。

「お帰りなさい、お疲れ様です」

　佐々木さんが驚いた顔で、私の背後に向けて声をかけ、私も慌てて振り向いた。

「朝比奈さんっ？　今日は帰れないんじゃ……」

　そこには確かに、穏やかに微笑む彼がいた。

「朝比奈さん！　すっごい噂になってますよ、今、彼女は誰なのかって話になってて」

　どうしても気になって仕方ないのか、佐々木さんが朝比奈さんにじかに尋ねる。

　すると、彼女たちの死角になっているところで、彼の手がきゅっと私の手を掴んだ。

「ああ、それで。僕の名前が聞こえてたのか」

　答えながら、彼の目はじっと私を捕らえて微笑んでいる。『言ってもいい？』と視線でお伺いを立てられているのはすぐにわかった。

「誰が彼女なのか……吉住さん、知ってるみたいで……」

　話しながら、朝比奈さんと私の間に流れる空気に気付いたのだろう。佐々木さんの声のトーンが戸惑ったように弱くなる。

　……ああ。死ぬほど恥ずかしいけれど。

　私は、きゅっと彼の手を握り返す。それが返事だった。

　朝比奈さんは、ふわりと花が咲いたように優しく笑うと、握り合った手を持ち上げて皆が見ている前で私の手の甲に口づけた。

「僕の彼女は真帆だけだよ。今も昔もね」

　まるで人前で見せつけるかのようなその甘い仕草に、ぼんっと顔の熱が上がる。

「あ、朝比奈さん、離して」

　宣言しようとは思っていたけれど！

　まさか手の甲にキスのおまけつきになるとは思わなかった。

　慌てて周囲を見れば、佐々木さんたちはぽかんと口を開いたままだ。オフィスにいてたまたま聞いていた他のエリアマネージャーもいた。伊崎に至ってはにやにやと笑いながらこちらを見ている。

「真帆、今日はもう帰れる？」

　そんな空気など、彼はお構いなしだった。

「え、あ、はい。帰ります」

　ほんとは片付けてしまいたい書類があったけれど、もういい。急ぎでもないし、こんな空気の中では仕事にならないだろう。

「よかった。僕も直帰しようか悩んだんだけど、もしかしたらと思って迎えに来たんだ」

「あ、ありがとうございます……じゃ、帰りましょう、早く。一刻も早く」

　集中する視線から逃れるように、そそくさと歩き出す。彼が離してくれないので、手は繋がれたままだ。

　早歩きを始めた数秒後。

「え……えええええええっ!?」

　騒然となったオフィスを逃げ出す。

　朝比奈さんは、とても満足げに笑っていた。




　昨日の電話では、今日は帰れないという話だったのに。約束だったから、となんとか仕事を片付けて帰ってきてくれたことが、すごく嬉しかった。

　約束通り、会社の近くのレストランで食事をした後、彼のマンションに案内してもらう。

　こっちに戻って新しく借りたという住居は高層のタワーマンションで、エントランスからとても煌びやかだった。リビングも以前より広々としている。

「わ、窓が大きい。すごい夜景！」

　駅近で通勤に便利だし、会社からの方角が私のアパートと同じなので電車でも車でも行き来しやすい。賑やかな通りに面しているけれど、上層階なので静かなのもいい。

「まだ最低限のものしかないから、殺風景でしょう。忙しくてなかなかね、まだ梱こん包ぽうを解けてない荷物もあって」

　Ｌ字のソファと、その正面に大きなテレビ。リビングにはそれ以外のものはなにもなく、寝に帰ってきているだけの状態なのだとわかる。対面キッチンはとても広そうだけれど、そこもここから窺える範囲でもすっきりしすぎるくらいに物がない。

「コーヒー淹れようか」

「あ。すみません」

　流し台に向かう朝比奈さんの後に続くと、本当に綺麗なものだった。

　ＩＨのコンロにホーローの小さなやかんがひとつと、食器棚にもカップとお皿がふたつ三つ並んでいるだけ。対面キッチンの背後にある作業台には、随分と本格的なコーヒーメーカーがドンと鎮座していた。

「ほんっとに、物がないですね」

「大阪を出る時に、ほとんど処分したり譲ったりしてきたから。食器類はひとり分あれば充分だったし」

「食事とか、ちゃんと食べてるんですか」

「食べてるよ。それなりに」

　あやしい。

　私も忙しい時期なんかはどうしても外食が続いたりするけれど、この台所は恐らく、お湯を沸かす程度にしか使われていない。

　彼がコーヒーメーカーに水をセットしてから、おいでと私を手で呼びよせる。

「コーヒーができるまで案内するよ」

　そう言われて後をついていけば、まるでモデルルームを見に来たような感覚で気持ちが高揚し始めた。

　リビングを通り、玄関のある方へ戻ると、マンションにしては少し長いと感じる廊下にドアがいくつか並んでいる。

「この部屋は使ってなくて、今は荷物だけ入れてある。引き戸がトイレと洗面所、浴室。このドアが寝室」

　各ドアを少しずつ開けて中を見せてくれる。寝室も広くて、大きなベッドがあるものの、クローゼットらしき戸のそばに段ボール箱がいくつか置かれたままだった。

「ほんとに、引っ越してそのままって感じですね」

「取り急ぎ必要なものだけ出して使ってたら、ついね。本当はちゃんと片付けてから呼びたかったんだけど……そんなことしてたらいつになるかわからないなと思って」

　リビングに戻ると、コーヒーの香りが漂い始めていた。けれど、出来上がりにはもう少しかかるらしい。

　彼はそのままソファに座ると、私の腰も引き寄せて膝の間に落ち着かせ、後ろから抱きしめる。

「まだカーテンも揃ってないし、足りないものがたくさんある。この休み、君がよければ買い物に付き合ってくれないかと思って」

「もちろん……お手伝いします、けど」

「食器もカーテンの色も、君の好みで揃えてくれていい」

　言いながら、私の胸元あたりで彼が握っていた手を開く。その手のひらに目線を落とすと、鍵がころんとのっていた。

「合鍵、渡しておくから」

「えっ……いいんですか？」

「もちろん。いつ来てもどれだけ来てくれてもいいよ」

　鍵を彼の手から受け取り、私の手のひらにのせる。じわじわと込み上げてくる喜びに、きゅっと強く握りしめて彼の身体にもたれかかった。

「……ありがとうございます」

「会社から君のアパートまで帰るより近いし、駅からも便利」

「そうですね」

「セキュリティもしっかりしてるし」

　少しずつ強くなっていく腕の力と共に、彼がなにを言いたいのかも少しずつ伝わってくる。抱きすくめられ、真後ろから耳のあたりに微かな吐息を感じると、耳の淵に軽く口づけられた。

「寝室も見てもらった通り、クローゼットも大きいから真帆の服も入るよ」

「ふ……はい」

　くすくすと笑いながら聞く彼の囁きはとても甘い。

　とても嬉しい、嬉しいのだけど。

「毎日帰ってきてくれてもいいよ」

　顔だけ振り向かせると、すぐ間近に彼の甘い微笑がある。私は、困ってしまって言葉に詰まった。

「それは……また、いつか」

「すぐでもいいのに」

「いくらなんでもスピーディすぎて」

　だって、こないだ朝比奈さんが帰ってきたばかりで、荷物を解くよりも最優先といった怒涛の勢いで口説き落とされ、もとの関係に落ち着いたばかりだ。

　四月からのこの急展開に、嬉しいし幸せだけれど、あまりに勢いに乗りすぎて頭の整理がついていない。

　正直にそう言うと、彼はある程度私の反応に予想もしていたのだろう。別段不機嫌になるでもなく拗ねるわけでもなく、私の頬に手を添え、唇を軽く啄んでくる。

「じゃあ、少しずつその気になってくれるように頑張ろうかな」

「なにを？」

「ん？　今までと同じ。気長にしつこく口説き落とすだけ」

　語尾は唇に触れ、そのまま深く私の唇を割り重なった。不自然な姿勢では苦しくて、けれど添えられた手に顔はしっかりと固定されて動かせない。

「んっ……ふ」

　隙間で息を吸いながら、動かせない顔に合わせて徐々に身体の向きを変えると、私の身体を抱きしめている彼の腕が傾いた。そのまま、ぽふんとソファに押し倒されてしまう。

　一度唇が離れたかと思ったら、額、鼻、と順にキスが落ちてくる。そうして少し目を合わせ微笑み合った後、ゆっくりと深く唇を重ね、互いを絡めた。

　これからも、もっとたくさん、キスをしよう。

　後悔したら、その数だけ。

　すれ違ったら、その分も。

　きっと、乗り越えた数だけ小さな絆きずながいくつも生まれ、それが繋がって鎖となって私たちを強く結んでくれるんだ。

　指を絡め、舌を絡めて、もう二度と離れないと誓いながら、私は彼のキスに溺れ続けた。










泣き虫バレンタイン




【バレンタイン前日・真帆ｓｉｄｅ】

　バレンタインデーがやってくる。それが私の頭を悩ませている。

　洋菓子業界はこの時期とにかく忙しい上に、バレンタインが終わってもすぐにホワイトデーに切り替わるから、息をつく暇もない。つまり、恋人同士のイベントとはいえこの業界にいる以上、デートなどしている場合ではないのだ。

　せめてチョコレートくらいは用意して渡したいと思うのだけれど、それはそれでまた悩みの種だった。

　毎日お菓子に囲まれて仕事をしていれば、なにをあげたらいいのかわからなくなってくる。

　個人的なプレゼントとはいえ、他社商品をあげてもいいのか。

　じゃあ自社商品を、と思うとそれも微妙だ。同じ会社なんだから、味も値段もわかりきっているものをあげるのもどうかと思う。

　かといって……。

《吉住さんすみません！　商品全然足りないんです、なんとかなりませんか！》

　焦った声で電話をかけてきて何事かと思えば、バレンタインを明日に控えているというのに、商品がまったく足りなくなったという連絡だった。

「なんとかする！　足りない商品と欲しい個数言って」

　工場から手配している時間はないし、他の店舗で余りそうなところから持っていくしかない、と各店舗の昨日の在庫報告を確認する。

　はあ、と一息ついて、凝り固まった肩を回した。

　自社商品も他社商品もダメ、かといって、忙殺されるこの時期に手作りなんてもっと無理だ。

　昔付き合っていた時は、二月には私はとうに彼と付き合っているという自信をなくして、バレンタインどころじゃなかった。

　去年、再会してから一年目のバレンタインは、やっぱり今年と同じように悩んだ末に、たまたま催事で地方から来ていたメーカーのチョコレートが評判がよく、それにした。

　……そうだ、確かちょうど去年のバレンタインデーの頃からだ。忙殺されて、あまりにふたりの時間が少なくて、ついに私が折れて由基さんのマンションに一緒に住み始めた。

「……早いなあ、一年」

　同棲して一年……そう思うと、特別な日なのだから大切にしたいという気持ちになる。それならチョコレートもやっぱり、気合を入れて選びたい。

　今年は、特に目新しいメーカーはなく、それにやっぱり他社製品を渡すのは微妙だ、気持ち的に。うちの新商品がひとつあるけれど……由基さん、確か試食したって言ってたしなあ。

　他店舗と連絡がつき、在庫数の確認をする。

「在庫、余裕ありますか!?　よかった、じゃあ取りに行きますので、少しだけでもいいので移動させてください！」

　通話を切って、ほっと息をつく。

　三店舗からとりあえず集めて、足りない店舗に補充できる。

　明日のバレンタイン本番を前に品切れなんて、テナント先のショッピングセンターへの信用にも関わってくるのだ。

　急いでオフィスを出て、店舗を回って商品をかき集めていた。ふと、通りすがりに目に入ったアパレルの店で立ち止まる。

　そうだ、チョコレートじゃなくて、ネクタイとかもいいかもしれない。革の小物とか？　お財布は結構いいものを使っていたから、キーケースはどうだろう。

　チョコレート以外を視野にも入れて考え始めてみたけれど、もうバレンタインは明日だ。

　仕事の合間に、少しだけでも見られたらと思ったのだけど、視野が広がったらなおさら悩むだけだった。




　仕事で駆けずり回って一息ついて、ぐったりと駅のホームでベンチに座りながらスマホを手に取った。

【迎えに行くから連絡して】

　入っていたメッセージに、ほっとするやら申し訳ないやら、だ。

　時間はすでに夜九時を回ろうとしていて、多分彼はもう家に着いているんじゃないだろうか。

　この時期は、どうしても店舗密着ワークになるマネージャーの方が忙しい。

　わざわざ迎えに来るなんて面倒くさくないのかなあと思いつつ、ついつい甘えてしまうのは、やっぱりちょっとの時間でも一緒にいたいからだ。

　駅で待っていると由基さんが車で迎えに来てくれて、そのままマンションに向かった。中に入ると、すごく美味しそうな匂いが漂っていて、キッチンでは圧力鍋に野菜とソーセージのポトフが温められている。

「疲れててもこれなら食べやすいかと思って。野菜も肉もとれるしね」

「ありがとうございます……美味しそう」

　由基さんは、自分の方が早い時はこうしてご飯を作ってくれたりする。たまに失敗もあるけどそこはご愛あい敬きょうで、なんだかんだそれも笑いながらふたりで食べる。

　すごく幸せだ。

「由基さん、明日のバレンタイン、私頑張ってちょっとでも早く帰ります」

「いいよ、無理しなくて」

「チョコレート、どんなのがいいですか？」

　もうどうせ自社製品も他社製品も互いに知り尽くしてるのだし、正直に聞いてしまおう、と思った。彼の好きなチョコレートを用意して、もし明日余裕があれば他のプレゼントも買えばいい。

「なんでもいいよ」

「なんでもって」

「僕は後で真帆が食べられればそれで」

　由基さんの発想は時々すごく、いやらしい。

「……当日じゃなくて翌日にしてください」

　バレンタイン当日は多分、死ぬ。




＊　＊　＊




【バレンタイン当日・朝比奈ｓｉｄｅ】

「僕は後で真帆が食べられればそれで」

　どんなチョコレートがいいかと聞かれ、ストレートにそう言ったら真帆に残念そうな顔をされた。

　呆れられてしまったけれど、正直な気持ちだ。男なんてそんなものだろう。

　チョコレートのメーカーだとか味がどうとか、そんなことはそれほど重要なことでもなくて、なんなら駄菓子のチョコひとつでいい。

　仕事で疲れている時に、余計な時間を使ってプレゼントだとか人気のチョコレートだとかを無理に買いに走るようなことは望んでいない。

　それより、小さなチョコレートをひとつ手のひらにのせて、幸せそうに笑って隣にいてくれる。そんな彼女を、抱きしめることができたらそれでいい。

　てっきり、真帆にも伝わっていると思っていた。




　バレンタイン当日、僕の方も遅くなって食事を作って待つ時間はなく、かといって外で食べる元気もきっとないだろうなと、百貨店に立ち寄ってオードブルだけ買って帰った。少しくらいは彼女もイベント気分を味わいたいだろうかと、ワインもひとつ。

　一緒に暮らし始めて一年の節目の時期でもあったのでお祝いもしたかった。

　いつでもテーブルに出せるように準備をしてから、彼女にメッセージを入れると、すぐに返信があった。

【もうすぐ駅に着きます】

　会社を出る前、どこかの店舗からトラブルのような連絡が入っていたから、もしかすると予想以上に遅くなるだろうかと思っていたのに、案外早く片がついたようでよかった。

　だが、車で駅まで迎えに出ても彼女の姿がどこにもなかった。周囲を見渡しても、見つからない。

　電車が遅れているのだろうか、とスマホにかけてみたのに、呼び出し音が鳴るばかりで繋がらない。ついには留守電のガイダンスに切り替わってしまった。

　なにかあったのだろうか、と急に不安が押し寄せる。

　真帆はもうすぐ駅に着くと言ったのに、なにか事情があってこの場を離れたのだろうか、だとしたら必ず連絡をしてくるはずだ。決して治安の悪い場所ではないが、遅い時間になれば人通りは少なく、何事もないとも言い切れない。

　闇やみ雲くもに捜すことほど無意味なことはないとわかっていたが、路駐したまま商店街の方へ向かってみようと思った時だった。

「あ！　由基さん！」

　まさにそちらの方から、彼女が小走りで駆けてくる姿が見えた。手にはケーキの箱を持っていて、それで予想がついてしまった。

「真帆、連絡したのに」

「ごめんなさい、由基さんが来るまでに戻ろうと思ってずっと走ってたから」

　大方、仕事詰めになってしまってチョコレートを用意できなかったのだろう。

　それならそれで無理しなくてもいいのにと、つい責めるように言ってしまった。

「迎えに来ていつもの場所にいなかったら心配するだろう。どうして連絡しなかった？」

　ましてや、人も疎まばらな商店街にまで、わざわざ買いに出なくてもいいのに。なにかあったら、とそればかりが念頭にあった。

「あ……ごめんなさい。だって……今から買いに行くって言ったら止められるだろうと思って」

　当たり前だ。

　このところ、真帆がほとんど休みも取れず働いているのを知っている。風呂で何度も寝かかっていることも、朝になっても疲れが取れずに目の下にクマができていることも知っているのに、たかがチョコレートのために買いに走ることはない。

　と、言おうとして、言えなかった。

　なぜなら、しゅんと眉を下げた彼女の瞳が、みるみる潤んできたからだ。

「真帆？　別に怒ったわけじゃなくて」

　泣かせるつもりはなかったのに、と慌てて取り繕った。

　いくらなんでも、彼女も大人なのだ。少し待ち合わせで時間のすれ違いがあったくらいで、責めることはなかったかもしれない。

　ただ、身体のことや諸々、心配でしょうがないのだと伝えようとしたのだが、どうやら彼女の涙は僕の言葉だけが理由でもなかったらしい。

「ご、ごめんなさい……なんか今日、私、本当にダメダメで……」

　うろたえている間に、彼女の涙はぼろぼろとこぼれるほどに溢れ出した。

　泣かせるつもりはまったくなかったし、泣くようなことでもない。真帆は泣き虫でもない。いつもの彼女らしくない様子にはなにか理由があるのかもしれない。

「真帆、なにかあった？」

　気付かずについ強く言ってしまったことを後悔した。彼女の顔を覗き込むと、疲労の色が濃く、ぼろぼろぼろと子供のような泣き顔だった。

「ちゃんと、午前中に立ち寄った百貨店でチョコレート、買ったんです。ネクタイも」

「そうか、ありがとう」

「でも、その後、短期のバイトの子が急に休んで人手が足りなくて対応に追われて、商品もまた移動させなきゃ回らなかったりでドタバタしてて、走り回ってて」

「うん？」

「やっと終わって由基さんに連絡入れて駅に着いて、帰ってきたなあって思ったら、チョコレートがなくてネクタイも、一緒に入れてたショップバッグごと」

　用意できなくて慌てて買いに走ったわけではなかったらしい。なくしたことに気が付いて、代わりのチョコレートを買い直そうと焦って店を探してくれたのだ。

「商店街にケーキ屋さんがあったの思い出して、走って行ったんだけど……チョコレートはなんか義理チョコみたいなのしか残ってなくて」

「僕は真帆からもらえるならなんでも嬉しい」

「由基さんはそう言ってくれるってわかってました、けどっ……」

　またくしゃっと顔を歪ませ、僕はどうしたものかとうろたえる。

　次から次へ流れる涙を彼女が拭こうとしないのは、その手にケーキの箱があるからだ。

「ごめんなさい、こんなことで泣くことないってわかってるんですけど……なんか、今一気にぐったりきちゃって……」

　疲労困こん憊ぱいの毎日に、今日の忙しさとイレギュラーな出来事。そして最後の最後に、せっかく買ったチョコレートとプレゼントをなくすというアクシデント。そこでついに、キャパオーバーとなったのだろう。

　彼女は今すごく泣きたい気分で、その気持ちは充分伝わってくるのだが……こんなことを言ったら、怒られるだろうか。

　どうしようもなく、かわいくて仕方がない。

「真帆」

　濡れた頬を包んで、額を寄せる。彼女がずずっと鼻を鳴らした。

　泣いて体温が上がっているせいか、二月の夜だというのにこうしているだけで温もりが伝わってくる。

「箱の中、なにがあるの？」

「ケーキ……チョコレートのがひとつと、イチゴのタルトと」

「じゃあ、チョコの方を僕がもらっていい？　一緒に食べよう」

　そう言うと素直に頷いた。

　くすん、くすんとまだ泣きやむ気配はないけれど、今はたくさん泣いた方がすっきりしていいのかもしれない。

　だから、泣かないでとは言わずに、手を繋いで車まで誘導し、助手席に乗せた。




　家に着く頃には真帆も泣きやんで、一緒に食事をしてケーキを食べる時には機嫌もよくなっていた。

　ただ、ネクタイだけはどうしても諦めがつかないようで、どこで落としたのか置いてきたのか、一生懸命記憶を辿っていたけれど、はっきり思い出せないままだった。

　浴室を出ると、まだリビングに灯りがついていた。先に入浴を済ませた真帆が、待っていたのだろう。

「……先にベッドに入ってていいって言ったのに」

　僕がバレンタイン前日に言ったことを気にしていたのかもしれない。ソファでテレビをつけたままくったりと、眠ってしまっていた。

　できるだけそっと、起こさないように抱き上げたけれど無理があった。うっすら目を開けた彼女の眉間にキスをする。

「真帆。ベッドに行こう」

「ん……歩く」

「いいよ、このままで」

　そう言うと、彼女は寝ぼけているのだろう、こてんと頭を僕の肩にもたせかけて大人しく抱かれている。よほど今日の出来事がこたえていたらしい。

　ベッドに寝かせると、真帆は子供に戻ったように甘えたがりの一面を見せた。首筋に両手でしがみついてくる。

　キスをせがむように顔をすり寄せられ、僕は眉間にキスをして目を閉じるよう促した。官能を誘うようなキスじゃなく、ただ宥めるように髪を撫で、唇で頬の肌を食み、唇を啄む。

　そうしているうちに、うつらうつらとしながら、彼女が「抱いて」と言った。

「いいよ」

　かわいい、と言って彼女をベッドの中で抱きしめ、柔いキスを繰り返す。髪の中に手を埋めて地肌をかくように撫でながら、浅く舌を絡ませた。

　とろとろと、彼女の意識が眠りに落ちるまで、それほど長い時間はかからなかった。

　彼女がキスに応えなくなり、甘い吐息が規則的な寝息に変わる。最後に唇を啄んで離しても、くたりとして動かなかった。

「おやすみ」

　額に口づけて、静かに頭を抱き寄せる。

　この時間があれば、僕は構わなかった。

　別にチョコレートだろうとケーキだろうと、なんだっていい。

　隣で彼女が、安心して眠っていてくれるなら。




　翌日、なくしたチョコレートとネクタイは彼女が最後に立ち寄ったバレンタインイベント会場の倉庫であっさりと見つかった。

　たったあれだけのことで泣きじゃくって情けない、と彼女は気恥ずかしそうに笑っていたが、その表情はすっきりしていた。

　溜まりに溜まった仕事のストレスを発散し、泣き疲れて眠ったことで疲労感も消えたのだろうか。それなら、あのハプニングもまた、あってよかったのかもしれない。

　僕は、ずっと思っている。

　あの離れた三年を思い出せば、こうして隣にいてくれることだけで満足だった。すべてが愛しかった。

　何事にも一生懸命な真帆は、必死になって駆けずり回って、それゆえどこかで爆発する。

　彼女が爆発する場所が、いつも僕のところであればいいと思う。

　それがたとえ八つ当たりだって気にならないし、怒ってくれてもいい、泣いてくれても構わない。

　ただ最後に、僕の腕の中で笑ってくれたらそれでいい。
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あとがき




　こんにちは。砂原雑音と申します。この度は『極上スイートオフィス 御曹司の独占愛』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　このお話を考えるきっかけになったのは、完璧だけれど厳しいヒーローに平凡なヒロインが噛り付いていくハッピーエンドの物語を読んだことでした。私なら無理だわ、絶対挫けるわ、この娘すごいわ……とそのヒロインに感銘を受け、同時に、この時ヒロインがくじけてしまいハッピーエンドにならなかったら……このヒーローは後悔してくれるのだろうか？　そんなことが頭に浮かび、そこからストーリーが広がっていきました。

　実際にお話を書く時には厳しいヒーロー像ではなく、朝比奈由基は穏やかな性格の中にも情熱的な一面をもつ男性像に。頑張り屋だけれどどこか頼りないヒロイン吉住真帆は、失恋を経て強く成長し、再会して過去の恋に向き合うことのできる女性になりました。

　失恋からの再会ラブは、私の作品の中では初めてだったかと思います。過去と現在を交錯させながら書くのは、難しかったけれど書いててとても楽しかったです。




　最後になりましたが、この場を借りてお礼申し上げます。

　いつも応援してくださるサイト読者の皆様。皆様の応援のお陰で、こうして書き続けていられます。また、挫けそうになる度に支えてくれる執筆仲間たちにも、感謝でいっぱいです。

　そして、出版にご尽力いただいた担当編集の福島さま、編集、校正にご協力いただきました妹尾さま。表紙イラストを担当してくださったｎｅｃｏ様。本当にありがとうございます。

　そしてなにより、この本を手に取ってくださったあなた様に心からの感謝を込めて。

　またお会いできることを楽しみに、これからも書き綴っていきたいと思います。





砂すな原はら雑音のいず


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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